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第一章　二人きりの舞踏会









　銀色の丸い月が高くのぼり、薄暗かった部屋の中を明るく染めていく。銀白の月光が誘うように、横たわるセレスティアを照らし出した。

　塔の最上階にあるこの部屋の窓からは、美しい満月がよく見える。そしてセレスティアの待ち人は、この丸い月が輝く夜にだけやってくる。




　セレスティアはゆっくりとベッドから身体を起こすとクロゼットに向かい、奥深くにしまってあるドレスを取り出した。月の光を編み込んだような銀色のドレスは、胸元に自分の瞳の色と同じ紫の石が小さく飾られただけのシンプルなものだけど、セレスティアにとっては大切なもの。身に纏うと、ふわりと広がる裾が柔らかく揺れた。

　鏡の前に立ち、セレスティアは編んでいた髪を解いた。銀色の髪が月の光を受けて艶やかに輝きながらゆるやかに波打って、腰のあたりまで広がっていく。




　塔の階段を登ってくる足音に気づいて、セレスティアは高鳴る鼓動を落ち着かせるように胸に手を当ててから寝室を出て、入口の扉へと向かった。

　やがて近づいてきた足音は扉の向こうで止まり、小さなノックの音が響く。

「──ティア、起きているかな」

　扉の向こうからかけられた、低く甘い声。

　セレスティアは緊張に震える手を握りしめると、ゆっくりと扉を開けた。

　ひんやりとした春の夜風を身に纏ってそこに立っていたのは、すらりとした背の高い男。夜の闇に紛れるためか、黒いローブを羽織っている。

　冷たく整った顔に眼鏡がよく似合う彼は、史上最年少の若さでこの国の宰相となった人だ。

　いつもはしっかりと整えられている淡い金の髪が、今は少し乱れて額に落ちている。それだけ急いで来てくれたということなのだろうか。

「オリヴェル様、こんばんは」

　嬉しさで頬が緩まないよう気をつけながら、セレスティアは美しい仕草でお辞儀をする。それを見て、オリヴェルが優しく微笑んだのが分かった。

「今宵も、私のティアは美しい。まるで、月の女神のようだ」

　オリヴェルの手が、ゆっくりとセレスティアの髪を撫でる。頬を掠める少し冷えたその優しい指先にうっとりとしながら、セレスティアは目を細めた。彼に触れられると鼓動が速くなるし、思わず笑い出したくなるほどに幸せな気持ちになる。

　どうして彼に対してだけそう思うのか、その理由は分からないけれど。

「では、踊っていただけますか？　お姫様」

　ローブを脱いだオリヴェルは、正装をしている。フロックコートに施された銀の刺繡は、まるで月の光のように美しい。

　差し出された手をとって、セレスティアはにっこりと微笑んだ。





◇






　音楽のない部屋の中、二人はゆっくりと踊り始める。

　くるりくるりと回るたび、セレスティアのドレスの裾は大きく広がった。

　誰も知らない、二人だけの舞踏会。

　明るく照らす月だけが、その様子を見ている。

　本物の舞踏会がどんなものなのか、セレスティアは知らない。オリヴェルに教えてもらったこのダンスだけが、セレスティアの知っている全て。




　セレスティアは幼い頃からずっと、この塔の中で暮らしている。

　その理由はただひとつ、セレスティアが聖女だから。

　ここイーゼリア王国が信仰する月の神は、時折気に入った娘に神の力を与えることがある。神に愛された聖女と呼ばれるその娘たちの流す涙は、美しい結晶となって瞳からこぼれ落ちるのだ。

　セレスティアの流す涙も、子供の頃から結晶に変化した。涙の結晶には癒しの力があり、薬の効かない病さえも治すことができる。それは、セレスティアが月の神に愛された聖女であるということの何よりの証拠だ。

　聖女の涙は、清らかなものでなければならない。悲しみや苦しみで流す涙に、癒しの力はない。

　だから、セレスティアの生活はとても満たされている。清潔な部屋で飢えに苦しむこともなく、神への祈りを捧げながら過ごす穏やかな日々。

　聖女の涙を狙う不届き者から身を守るため、国はセレスティアを保護してくれている。

　この塔から出ることはほとんどないけれど、年に一度だけ秋の建国祭の時には聖女として人々の前に姿を見せる。人々がセレスティアに向ける視線は優しくて、涙の結晶のおかげで病が治った人から感謝の言葉をもらうこともある。それだけで、セレスティアは充分に幸せだ。







　満月の晩、ここでオリヴェルと二人きりの舞踏会が行われるようになったのはいつからだっただろうか。

　確かそれは、セレスティアの些細な我儘から始まった。

　差し入れられた本を読んでいて、お城で開かれる舞踏会のシーンにセレスティアの心はときめいた。贅沢を求めるつもりはないけれど、それでもきらびやかな舞踏会に憧れる気持ちはあったのだ。

　いつか舞踏会に行ってみたいと口にしたセレスティアに、侍女は困った顔をした。

　セレスティアとしては自分が着飾って参加したかったわけではなく、ただそっと外からのぞくくらいで良かったのだけど、警備のことを考えればそれすらも難しいことはよく分かる。

　慌ててその言葉を撤回したが、その話はしっかりと報告されていたらしい。

　その日の晩、オリヴェルがセレスティアのもとを訪ねてきた。シンプルだけど美しい銀色のドレスを持って。




　──ここで私と踊っていただけますか、お姫様？




　優雅な仕草で手を差し出したオリヴェルに教えられて、セレスティアは拙いダンスを踊った。きっと本の中の舞踏会とは全く違うのだろうけれど、それでもセレスティアは嬉しかった。

　冷たくて怖い人だと思っていたオリヴェルが、こんなことをしてくれるなんて嬉しい驚きだったし、眼鏡の奥の青い瞳が思いがけず優しい色をしていることを知ってあたたかな気持ちが湧き上がった。




　嬉しくて、楽しくて、幸せで。言葉にできないほどのその想いは、涙となってあふれた。

　瞳からこぼれ落ちた瞬間に結晶となった涙がそれまで見たどんな結晶よりも大きく美しかったのは、きっとセレスティアの心が幸せに満ちていたから。

　以来、満月の晩にオリヴェルはセレスティアのもとを訪れて、二人きりの舞踏会を開いてくれる。恐らく、セレスティアの聖女としての力が一番強くなる日を選んだのだろう。

　オリヴェルの真意は分からない。

　聖女であるセレスティアの心の安寧のためなのか、それともこの美しい涙の結晶のためなのか。

　だが、彼がここでだけ呼ぶ『ティア』という名前は、セレスティアの宝物だ。オリヴェルにそう呼ばれるたび、胸の奥が苦しくなるほどに嬉しくなる。そして、その気持ちは涙となってこぼれ落ちるのだ。







　セレスティアの息があがってきたことに気づいたのか、オリヴェルが足を止めて顔をのぞき込んだ。

「少し疲れたかな、ティア」

「平気、です。まだ踊れるわ」

「それなら、ゆっくりと踊ろうか」

　強がってみたこともきっとお見通しなオリヴェルは、笑ってセレスティアを抱き寄せた。彼の胸に頬をくっつけるような体勢に、鼓動が別の意味で速くなっていく。

　ゆったりとしたステップを踏みながら、オリヴェルはふと何かを思い出したような顔をした。

「そういえば、もうすぐティアの誕生日だね。お祝いをしなければ。何か欲しいものはあるだろうか」

「えっと……」

　思いがけない言葉に、セレスティアは戸惑って足を止めてしまう。

　セレスティアにとって誕生日とは、もっとも馴染みのない記念日だ。

　生まれてすぐ孤児院の前に捨てられていたセレスティアは、正確な誕生日も定かではないし祝ってくれる家族もいない。身の回りの世話をしてくれる侍女も護衛の騎士も皆優しいけれど、家族とは言えない。

　だから誕生日を祝ってもらったことなどなくて、自分の誕生日が特別な日だと思ったこともなかった。

「わたしの生活は満ち足りていますし、欲しいものなどありません」

　まっすぐにオリヴェルを見あげると、困ったような微笑みが向けられた。

「ティアは、欲がないね。聖女だからといって、何もかも我慢する必要はないんだよ」

「わたしの欲しいものは、オリヴェル様がいつもくださるから」

　セレスティアは、そう言って微笑みを浮かべる。

　美しいドレスも二人きりの舞踏会も、彼だけが呼ぶ名前も。全部全部セレスティアの宝物だ。

　彼が聖女の機嫌を損ねないために、そして涙の結晶を手に入れるためにこうしていることは薄々分かっている。そうでなければ、忙しい彼がセレスティアに構う理由が分からない。

　それでもこの時間は、セレスティアにとって幸せすぎるほどに大切なものだから。これ以上を望むことは、贅沢だ。

「また次の満月の夜にも、こうしてお会いできたら、それだけで充分です」

　にっこり笑って見あげたつもりが、目の前のオリヴェルの顔が歪んで見える。いつの間にか涙を浮かべていたことに気づいて、セレスティアは戸惑って瞬きを繰り返した。

　ぽろりと頬をつたって落ちた涙は、結晶化することなくドレスに小さな染みを作った。

「え、あれ、どうして……」

「ティア」

　オリヴェルの指先が、そっとセレスティアの涙を拭う。あとからあとからこぼれ落ちる涙は、一粒も結晶化することなく消えていく。

「ごめんなさ……、わたし、どうしちゃったんだろう」

　慌てて頬を押さえながら泣き止もうと努力するものの、こぼれ落ちる涙は止まらない。

　結晶の形をとることなくドレスに吸い込まれていく雫を見て、やがてセレスティアの身体はかたかたと震え始めた。

　こんなに幸せなはずなのに、涙が結晶化しない。それはつまり、セレスティアが聖女の力を失ったことを意味するのではないだろうか。

　孤児であるセレスティアは、涙の結晶を作り出せないのならこの城にいることすらできなくなってしまう。

　いつしか、こぼれ落ちる涙は恐怖と混乱から流れるものに変わっていた。

「ティア、落ち着いて」

　低い声が優しく耳元で囁き、あたたかな腕がそっとセレスティアの身体を抱き寄せた。頬を滑った涙は、オリヴェルの服にいくつもの染みを作っていく。

「だってわたし……、涙が」

　しゃくりあげながらつぶやいた言葉に、抱きしめる腕が強くなった。

「大丈夫だから」

　あやすように何度か背中を叩いた手がゆっくりとセレスティアの頬に触れ、顔を上げるようにと促す。涙で歪んだ視界の中、オリヴェルは優しい微笑みを浮かべたままだった。眼鏡の奥の青い瞳が、そっと細められてセレスティアを見つめる。

「ティアは、色々と我慢をしすぎだ。その涙はきっと、きみの心が悲鳴をあげているからだ。もっと、我儘を言ってもいいんだよ」

「我儘なんて、そんな」

　セレスティアは、ゆるゆると首を振る。

　安全で、衣食住の保証された生活。これ以上、何を望めというのだろう。

　孤児院では満足に食事を与えられたことがなかったし、掃除もろくにされていない狭い部屋に大勢で押し込められて、硬く冷たい床にうずくまって眠るしかなかった。それに比べたら、この環境に不満を覚えるわけもない。

「やりたいことや、欲しいもの。色々あるだろう。ティアは知らなかったかな、私はこう見えて結構偉いんだ。ティアの希望を叶えることくらい、簡単なことだよ」

　悪戯っぽく笑うその表情につられて、セレスティアの顔にも少し笑顔が戻る。笑った拍子にぽろりとこぼれ落ちた涙は、小さな結晶となって床に落ちた。

「あ……」

　再び涙が結晶化したことに、セレスティアは安堵のため息をつく。どうやら聖女の力を失ったわけではないようだ。

「ティアの涙は、本当に綺麗だ」

　床に転がった結晶を拾いあげ、月の光を透かすようにしてオリヴェルがつぶやく。

「誕生日の夜、またここに来ても構わないかな」

　お祝いをしようと微笑まれて、セレスティアは戸惑いつつもうなずいた。何の意味も持たないはずの自分の誕生日が、突然大切な日になったような気がして何だか落ち着かない。

「その日にティアの望みを聞こうか。誕生日には、少しくらいの我儘は許されるものだよ」

　考えておいてと言われて、セレスティアは黙って首を縦に振った。

　オリヴェルはそう言ってくれるけれど、満月の夜以外に彼に会えること自体がセレスティアにとっては大きな我儘を叶えてもらうようなものだ。他に欲しいものなんてない。

　喜びにあふれた涙は、また美しい結晶となって頬を滑り落ちた。




　泣いたせいか急に眠気を感じて小さく欠伸を噛み殺したセレスティアを見て、オリヴェルは笑って顔をのぞき込む。

「そろそろ休もうか。ティアが眠るまで、ここにいるよ」

　寝室へ行くよう促されて、セレスティアは少し残念な気持ちになりながらうなずいた。

　早く休まなければ明日に差し障ることは分かっているけれど、オリヴェルと過ごす時間が終わってしまうことが寂しい。だけど、次の満月を待たずに彼にまた会えることは嬉しい。

「おやすみ、ティア。よい夢を」

　ベッドに横になったセレスティアの額にそっと触れて、オリヴェルは優しい笑みを浮かべた。冷たく見られがちな人なのに、触れる手はとてもあたたかい。

「おやすみなさい、オリヴェル様」

　この手のぬくもりがずっとそばにあればいいのにと思いながら、セレスティアは目を閉じた。





◇◆◇






　セレスティアの穏やかな寝息を確認して、オリヴェルは小さくため息をついた。

　聖女として、この塔の中に囚われた美しい娘。

　世の中の悪意に触れることなく育ったセレスティアは、もうすぐ二十歳を迎えるとは思えないほどに無垢だ。

　彼女に美しい涙の結晶を流させるため、そして外の世界を知りたがる彼女の心をなだめるため、オリヴェルは月に一度セレスティアを訪ねる。

　三十手前で宰相になり、史上最年少だと持て囃されていても結局のところオリヴェルの立場はまだまだ弱い。生意気だと妬まれて足元を掬すくわれないよう常に気を張っているし、年齢の近さとこの顔を使って聖女の心を掴めと命じられれば、それに従うしかない。年が近いとはいっても、彼女とオリヴェルは十歳近い年の差があるが。

　恋に溺れるほどではなく、だけどオリヴェルのためなら従順に言うことをきくようにと、これまで彼女には意識して優しく接してきた。

　思惑通りセレスティアはオリヴェルのことを信頼し、本人に自覚はないものの、仄かな恋心すら抱いている。純真無垢な聖女は、恋の何たるかすら理解していないだろうが。

　しかし、その無垢な美しさに心惹かれたのはオリヴェルも同じだ。

　自覚もないまま聖女として城に連れてこられ、こんな場所に閉じ込められて。それなのに、この小さな世界の中で幸せだと微笑むセレスティア。

　いっそ純潔を奪い、聖女の力を失くせば彼女はここから自由になれるかもしれない。

　そんな昏いことを考えながら、オリヴェルはセレスティアの頭をそっと撫でる。

　だが、そんなことをすれば彼女からこの笑顔は奪われてしまうだろう。

　オリヴェルが欲しいのは、幸せそうに微笑むセレスティアだ。いつの日か、外の世界で彼女の笑顔を見たい。

「……いつか、ここから出してあげる」

　オリヴェルのつぶやきは、眠るセレスティアの耳には届いていない。

　窓の外から、大きな丸い銀の月だけが二人を見守っていた。





◇






　塔をおりたオリヴェルは、ローブをしっかりと羽織り直すと足早に執務室へと向かった。月に一度の彼女との逢瀬はオリヴェル自身も密かな楽しみにはしているものの、その間業務は滞ってしまう。

　終業時間の直前になって、銀の輸出に関する認可を早急にもらいたいと書類を出してきた大臣のにやついた顔を思い出し、オリヴェルは苛立ちを抑えるためにこめかみを揉んだ。必ず目を通してほしいと添えられた分厚い資料も含めて嫌がらせに違いないが、それを指摘したところで仕事が減るわけでもない。

　明日の朝一番に処理を終えた書類をつき返してやるためには、今夜は徹夜も覚悟だなと小さくため息を落として扉を開けた瞬間、オリヴェルは微かに眉間に皺を寄せた。

「勝手に部屋に入るのはやめていただきたいと、何度か申し上げたはずですが、殿下」

　その声に、ソファの上に横になっていた人物がゆっくりと身体を起こす。赤みがかった茶色い髪に見事な寝癖をつけた大柄な男は、この国の王太子リクハルドだ。

「すまんすまん。このソファ、仮眠にもってこいなんだ」

　少しも悪いと思っていなさそうな表情で欠伸をしつつ、リクハルドは笑う。その地位のせいで命を狙われることも多い彼にとって、オリヴェルの執務室は安心できる場所のひとつなのだろう。それを知っているから、オリヴェルもこうして勝手に入ってきてはくつろぐ彼を、文句は言いつつも邪険にはできない。最近は鳴りを潜めているものの一時期は、すでに亡くなっている王弟こそ真の王に相応しかったと騒ぐ一派が、王太子を認めないと刺客を放ってきたこともあった。

「あぁ、今夜は満月か」

　凝り固まった肩をほぐすように、立ち上がって腕を回しながら窓の外を見たリクハルドがぽつりとつぶやく。そしてにやりとした笑みを浮かべてオリヴェルを振り返った。

「我々の姫君は、元気にしていたか」

「えぇ」

　短くうなずいて、オリヴェルはリクハルドにポケットから取り出したものを手渡す。それはセレスティアの流した涙の結晶。彼女のもとを確かに訪ねた証として、オリヴェルはいつも小さな結晶をひとつだけ、リクハルドのもとに持ち帰るのだ。

「俺もこのところ忙しくて顔を見に行ってないからな。近いうちに会いに行こうかな」

「そうですね、ティア──セレスティアもきっと喜ぶでしょう」

　手のひらの上で結晶を弄びつつそう言ったリクハルドに、オリヴェルは淡々と言葉を返す。その反応が気に入らなかったのか、リクハルドは不満げに鼻を鳴らした。

「少しは嫌がってみせろよ」

「何故、私が嫌がる必要が？」

　さっさと仕事を進めてしまおうと、机の上に積まれた書類に手を伸ばしながらオリヴェルは小さく首をかしげてみせる。セレスティアのもとを訪ねるのは業務の一環であり、彼女に微かな想いを抱いていることも、あの塔から連れ出したいと思っていることも、決して知られてはならない。

　意識して無表情を保ちながら決裁待ちの書類をチェックしていると、視界の隅でリクハルドがゆっくりとまたソファに腰をおろしたのが見えた。

「あの子がおまえを慕っているのに、気づいていないわけじゃないんだろう。応えてやる気はないのか」

　リクハルドの思いがけない言葉に、さらさらと流れるように動いていたペンが一瞬止まる。だが表情にはそれを出さず、オリヴェルは指先で眼鏡を押し上げながらゆっくりと口を開いた。

「──従順に言うことを聞くように、だけど恋に溺れることはないように。そういう風に彼女の心を掴めと命じたのは、あなたではありませんか。私は、その通りに振る舞っているだけです」

　殊更に平坦な口調でそう言えば、リクハルドの緑の瞳が微かに揺れたような気がする。だがそれも一瞬のことで、リクハルドはにっこりと笑みを浮かべた。オリヴェルの無表情とは対照的に、彼は笑顔の裏に本心を隠すのがうまい。

「そうだな。おまえは本当によくやってくれているよ」

　涙の結晶を天井の灯りに透かしながら、リクハルドは笑う。

「我儘ひとつ言わずただ涙を流すだけの日々を過ごし、満月の夜だけを楽しみにするセレスティアのことを健気だと思わないか」

「何を仰りたいのですか」

　オリヴェルの問いに、リクハルドは更に笑みを深めた。

「いや、別に。健気な聖女様に、俺も会いに行こうかなと思っただけだ」

「わざわざ宣言なさらなくても、お好きな時に行けばいいのでは。殿下はセレスティアの後見人なのですから」

「そう──俺は、保護者だからな」

　弄んでいた結晶を握りしめて、リクハルドはうなずいた。

　セレスティアの力が悪用されないように、悪意を持った者が近づかないように、リクハルドは彼女を守るためにあの塔に保護している。そのことは充分に理解しているはずなのに、オリヴェルは時々リクハルドのことを恨めしく思ってしまう。彼がセレスティアを見みい出ださなければ、あの子は閉じ込められることなく自由に暮らせたかもしれないのに。

　もちろんそんな仮定があり得ないことは、オリヴェルだってよく分かっている。健康すら損なうほど劣悪だった孤児院から救い出さなければ、セレスティアは今頃とうに死んでいたはずだ。

「なんだ、俺のせいでセレスティアが閉じ込められた……とでも言いたげな顔だな」

　リクハルドの声に、オリヴェルは眉を寄せた。まるで頭の中を読まれたような気がして、動揺を顔に出さないよう腹に力を入れる。

「まさか。殿下が聖女の身の安全を第一に考えてそうなさったことは、私も理解していますよ」

「そうだな、俺はあの子を色々なものから守ってやらなければと思ってる。その結果、セレスティアは囚われの姫君になってしまったが」

　リクハルドは小さくため息をついた。王太子という立場上、女性をほとんど寄せつけない彼だが、セレスティアのことだけは姫君と呼んで大切にしている。そのくせオリヴェルに彼女の心を掴めと命じてくるのだから、不思議なものだが。

「囚われの姫君を救い出す王子様は、誰なんだろうな」

　うかがうようにこちらを見つめるリクハルドに、オリヴェルは肩をすくめてみせる。彼の軽口に乗って、いらぬことを口走っては大変だ。

「殿下がそんなにもロマンチストだったとは、知りませんでした。本当にどこかの王子様が聖女を塔から連れ出してしまったらどうするんですか」

「ふん、冗談の通じないやつだな。まぁ確かに、うちの姫君はそう簡単に誰にでも渡せるものではないけどな」

「聖女ですからね」

「そう、大切な聖女様だ」

　うなずいたリクハルドは、窓の外へと視線を向けた。彼が見ているのは満月か、それとも聖女の眠る塔か。




「さてと。邪魔しても悪いし、そろそろ俺も戻るかな」

　ふうっと大きなため息をついたリクハルドが、そう言ってソファから立ち上がる。

　一応邪魔していた自覚はあったのだなと思いつつ、せめて見送りくらいはとペンを置いたオリヴェルの書類の上に、リクハルドは小さな結晶を転がした。灯りを反射して淡いピンク色に輝くそれは、先程リクハルドに渡したはずの涙の結晶。

「これは、おまえにやる。好きに使え」

　思わず顔を上げたオリヴェルに、リクハルドはニッと笑いかける。

「時間外手当だ。小さくても癒しの力はちゃんとあるから、使うといい」

「……お心遣い、感謝いたします」

　オリヴェルは小さく一礼すると結晶を取り上げ、胸元のポケットへとしまった。

「忙しいのは分かるが、たまには顔を見せてやれ。人はどんなきっかけで命を失うか分からないもんだ。そうなってから後悔しても、遅いからな」

「そう、ですね。また時間を見つけて近いうちに」

「貴重な聖女の涙だ、無駄にはするなよ」

　忠告するような言葉を残して、リクハルドはそのまま部屋を出て行った。それを見送り、オリヴェルは胸元を押さえて小さくため息をつく。

　リクハルドが言ったのは、オリヴェルの唯一の肉親である祖母のことだ。もともと肺を患っていたが、年齢を重ねて更に病状が悪化している。

　幼い頃に両親を病で亡くしたオリヴェルを、祖母が親代わりとして育ててくれた。優しく時に厳しく育ててくれた彼女は今、療養のために養老院に入っている。医師にも根本的な治療法はないと言われている彼女の病状を思えば、こっそりとセレスティアの涙を持ち帰ることを考えたことがないと言えば嘘になる。涙の結晶にはどんな病も治す力があるし、オリヴェルの訪問は公にはされていないから、塔に行った時にポケットにでも忍ばせれば簡単に持ち出せるだろう。

　だが、曲がったことの嫌いな祖母はオリヴェルがそうすることを望まないだろうと、踏みとどまってきた。いつか正当な手段で手に入れようと思っていた聖女の涙を、まさか本当に手にすることができるとは。これを使えば、祖母を治すことができるのだろうか。

　胸元を押さえたまま立ち尽くすオリヴェルを、銀色の月がそっと照らしていた。










第二章　青い結晶









　朝からセレスティアは、そわそわと落ち着きなく過ごしていた。

　今日は、セレスティアの誕生日とされている日なのだ。生後まもなく孤児院の前に捨てられていたので、本当の誕生日は分からない。一応孤児院に引き取られた日を誕生日としているが、これまではセレスティアにとっては何の意味も持たない普通の日だった。

　だけど、今日は違う。オリヴェルに会える日だ。忙しい彼が訪ねてくるのは夜遅くだと分かっているのに、何度も時間を確認してしまう。

「お食事が進んでいないようですが、ご気分が優れませんか？」

　冷めてしまったお茶を淹れ直しながら、侍女のエルマが心配そうな表情を浮かべた。三十代半ばの彼女は、セレスティアがこの塔に来た時から身の回りの世話をしてくれている人だ。まるで母親のように色々なことを教えてくれたエルマに、セレスティアはとても懐いている。彼女自身は、母親ではなく姉代わりだと言い張るけれど。

　顔を上げたセレスティアは、慌てて首を振った。オリヴェルの来訪を待ち望みすぎて、ちょっとした物音にも反応してつい食事の手が止まってしまう。

　いつもは感謝の気持ちと共にいただくのに、今日はそれが疎かになっている。そんなことではいけないと、セレスティアは真面目な顔でスープを口に運んだ。

「そういえば、午後からはリクハルド殿下がお越しになると連絡がありました」

「リクハルド様が？　久しぶりね」

　王太子であるリクハルドは、時折思い出したかのようにセレスティアを訪ねてくる。いつも珍しいものを手土産に持ってきてくれるけれど、全ては涙を流させるためだと明るく宣言する少し変わった人。

　とはいえ裏表のないその宣言はかえって気が楽だったし、彼が持ってきてくれるものは単調なセレスティアの生活に新しい彩りを添えてくれるものばかりなので、密かに楽しみにしていた。

「食事中でお出迎えができない、なんてことになったら大変ですからね」

「そうね、急いで食べるわ」

「ですがセレスティア様、お食事も優雅に、ですよ」

　悪戯っぽく笑うエルマにうなずいて、セレスティアは指先まで美しくと意識しながら食事を再開した。




　食事を終えたセレスティアは、エルマに促されていつもよりも華やかな服装に着替えた。誕生日だからというわけではなく、単に王太子を迎えるのに質素な格好では失礼にあたるという理由からだ。

　普段はふたつに分けて編んでいることの多い髪も、今日はエルマが可愛らしく纏めてくれた。耳の横には小さな花をいくつか挿してもらい、鏡を見たセレスティアは嬉しくて微笑む。その拍子に、瞳からは小さな涙の結晶がこぼれ落ちた。

「ありがとう、エルマ。とっても素敵だわ」

「よくお似合いですよ、セレスティア様」

　涙の結晶を集めながら、エルマが微笑む。鏡の前に置かれたグラスには、すでに中ほどまで結晶が集まっている。このグラスがいっぱいになればエルマが塔の外に届けることになっていて、そうして集められた結晶は神殿にて病に苦しむ人々に与えられ、その症状を癒している。




　ソファで読書をしていると、ふいに塔を登ってくる足音がした。一段飛びの軽快なその足音は、リクハルドのもので間違いない。

「セレスティア、久しぶりだな。元気にしていたか」

　明るい声と共に部屋に入ってきたリクハルドは、そこにいるだけで周囲を明るくするようだ。その強烈な存在感は、いつも静かに暮らしているセレスティアにとっては少し眩しい。

「こんにちは、リクハルド様」

　教えられた通りの美しい所作でお辞儀をするセレスティアの頭を、リクハルドはがしがしと撫でる。せっかく綺麗に纏めてもらった髪が乱れないか少しハラハラしつつも、その豪快さは嫌いではない。

「これは土産だ。珍しい菓子だぞ、セレスティアにぴったりだと思ってな」

　リクハルドが、手のひらに収まるほどの小瓶を差し出す。何だろうとわくわくしながら受け取ると、小瓶の中の色とりどりの宝石の欠片のようなものが涼やかな音をたてた。

「お菓子、ですか」

　食べ物には見えない小瓶の中身に、セレスティアは首をかしげる。リクハルドは小さく笑うと小瓶を取り上げ、蓋を開けた。その瞬間、ふわりと甘い香りが漂う。

「ほら」

　口元に小瓶から取り出した青い欠片を差し出され、セレスティアは思わず口を開ける。行儀が悪いと思いつつも、口の中に転がってきた青い欠片は舌の上でほろりと溶けて、柔らかな甘みが広がると思わず頬が緩んでしまう。

「美味しい」

　微笑んだセレスティアの瞳からは、口に含んだ欠片によく似た形の小さな結晶がこぼれ落ちた。

「最近流行りの菓子だそうだ。セレスティアの涙には及ばないが、宝石のようで美しいだろう」

　拾い上げた涙の結晶を弄びながら、リクハルドは明るく笑う。

「ありがとうございます、嬉しいです」

　微笑んだセレスティアを見て、リクハルドは優しくうなずいた。




　お茶の準備だけして、侍女のエルマは別室に下がっていった。テーブルの上には、彼が来る時にだけ使われる美しい茶器に香り高いお茶。さっきリクハルドからもらった宝石のようなお菓子も皿の上にいくつか並べられている。

「そうだ、手紙を預かってきたんだった」

　いくつか近況報告として最近の出来事を話したあと、ごそごそと胸元に手を突っ込んでリクハルドが手紙の束を取り出した。小さな子供の字や流麗な文字など、様々な年代の者からと思われる何通もの手紙。それらは全て、セレスティアの涙の結晶によって病を癒やされた患者からの感謝の手紙だ。

　自分の涙が、こうして人々を癒しているのだと教えてくれるその手紙を、セレスティアはいつも楽しみにしていた。自分の存在が確かに役に立っているのだと思えるから。

「皆、セレスティアに感謝してる」

「お役に立てて、嬉しいです」

　たどたどしい子供の字で綴られた感謝の言葉を見て、思わず涙があふれる。こぼれ落ちた涙は、キラキラと輝く結晶となって頬を滑り落ちた。

「おまえは本当に優しくていい子だね、セレスティア」

　そっと頭を撫でながら、リクハルドが笑う。まるで陽だまりのような彼の手のぬくもりは、いつもセレスティアの心をほっこりとあたためてくれる。オリヴェルに触れられた時のように胸は高鳴らないけれど、こうして彼に頭を撫でられるのはとても好きだ。

「リクハルド様がいつも気遣ってくださるから、わたしはこうして幸せに暮らせるんです。感謝しています」

　心からそう言って、セレスティアは微笑んだ。

　孤児だったセレスティアなのに、今はこんなにも満たされた生活を送ることができている。優しい侍女や護衛の騎士たちに守られた何不自由のない生活は、全てリクハルドが整えてくれたもの。

　孤児院で暮らしていたセレスティアが、慰問に訪れたリクハルドの優しさに触れて思わず流した涙が結晶化したことが、全ての始まりだった。

　生まれた時からセレスティアが過ごしていた孤児院は、快適とは言い難い環境だった。食事はろくに与えられないし、職員はいつもイライラとしていて、口答えをしようものなら幼い子供ですら酷くぶたれた。

　子供たちは狭く汚い部屋の中に押し込められて、日々うずくまって過ごすだけ。動けばその分お腹が減るのだから、誰もがじっとしているしかなかった。

　セレスティアが五歳になった頃、この国の王太子が孤児院を訪問するとの知らせがあった。慌てて取り繕うように健康状態の良い孤児だけが集められて身なりを整えられ、セレスティアも綺麗な服を着せられて王太子に歓迎の花を渡す役目を命じられた。

　もしも粗相をすれば一週間は食事抜きだと脅されて緊張しながら迎えたリクハルドは、怒鳴ってばかりの孤児院の職員とは違ってとても優しそうな人だった。

　当時まだ十七歳の少年だったリクハルドは、それでもセレスティアにとっては見あげるほどに大きく、緊張に震える手で一生懸命に笑顔を浮かべて花を差し出すと、彼は視線を合わせるために腰を落としてくれた。

「綺麗な花を、どうもありがとう。きみとはどこかで会ったかな。何だか、はじめましてじゃないような気分だ」

　花を受け取ったリクハルドは、悪戯っぽい笑みを浮かべてそんなことを言った。まるで女性を口説く時のようだと孤児院の職員が小さく華やいだ声をあげたが、幼いセレスティアにはその意味が分からず、首をかしげることしかできなかった。

「失礼、レディを口説くには十五年ほど早かったね」

　きょとんとしたままのセレスティアを見て、リクハルドがくすくすと笑いながら頭を撫でてくれた。そんな風に誰かに優しく触れられたことなんて初めてで、喜びと人のぬくもりを嬉しく思う気持ちから、セレスティアの瞳から涙がこぼれ落ちた。

　頬を滑った涙はみるみるうちに美しい結晶へと姿を変えて、それを見たリクハルドが息をのんだ。自分の涙がまるで宝石のように変わったことにセレスティア自身も驚いて泣きじゃくってしまったものの、リクハルドはそれを咎めることなく大丈夫だと笑ってくれた。

　そしてセレスティアはそのまま彼に引き取られることになった。怒鳴られてばかりの孤児院よりも、優しげなリクハルドのそばにいたいと、差し出された手を無邪気に取った幼き日の選択は間違っていなかったと、セレスティアはその日のことを今でもよく思い出す。




　流す涙が結晶になるというのは神に愛された聖女の証なのだと、連れて行かれた城でセレスティアは説明を受けた。月の神に選ばれた娘は、流す涙に神の力が宿って結晶化する。過去にも同じように涙を結晶化させた女性がいて、その涙には傷を治す力があったという。

　調べた結果、セレスティアの流す涙には病を癒す効果があることが分かった。美しい結晶を湯に溶かして飲めば、薬の効かない病ですら症状を改善することができた。

　自分の流す涙にまさかそんな力があったなんてと驚いたものの、病に苦しんでいた人が元気を取り戻す様子を目の前で見て、誰かの役に立てるのなら嬉しいと思った。

　以来リクハルドがセレスティアの後見人となり、聖女の力を悪用されないように城の塔に部屋を与えてくれ、更に悪意を持った人々が強引にセレスティアに涙を流させることのないように守ってくれている。

　孤児院ではまともな教育を受けたことすらなかったけれど、城に来てからは侍女のエルマが礼儀作法から読み書きといった基本的なことから、この国の歴史や王族の名前など聖女として生きていくのに必要な知識を得る手助けをしてくれた。

　それでも王は孤児が聖女であるということをあまり良く思っていないようで、最初に挨拶をした時以来ほとんど顔を合わせることはない。セレスティアのことはリクハルドに一任されているようなので、セレスティアも涙の結晶の扱いはリクハルドに任せている。彼ならこの結晶を、決して悪いようには使わないと信じているから。




「今度また、楽師をここに呼んでやろう。セレスティアは、音楽も好きだろう」

「嬉しいです、楽しみにしていますね」

「綺麗な音楽を聴けば、きっと美しい結晶になるだろうからな」

　リクハルドの言葉に、セレスティアは黙って微笑む。普段の生活で流れる涙の結晶よりも、やはり心を大きく動かされた時のものの方が美しい。セレスティアの日常は穏やかだけど単調なので、時々新しい刺激も必要なのだ。

　また来ると言い置いて、リクハルドはもう一度セレスティアの頭をがしがしと撫でて帰って行った。

　乱れた前髪を撫でつけながら、セレスティアは少し疲れてため息をついた。明るく楽しい話題をたくさん持ってきてくれるリクハルドのことは好きだけど、やはり相手は王太子だから緊張する。それに、彼の持つパワーに圧倒されてしまうのだ。

「少し、休んでもいいかしら」

　テーブルの上の片付けをしていたエルマに声をかけると、彼女はうなずいてセレスティアのそばにやってきた。

「それなら髪を解きましょうか。その髪型ではゆっくり休めないでしょう」

　その言葉に、セレスティアは慌てて首を振る。

「大丈夫、横になるつもりはないから。ソファで休むわ」

「では、甘いお茶を淹れましょうね」

　労わるようなエルマの言葉にうなずいて、セレスティアは微笑んだ。そしてそっと纏められた髪に触れる。

　いつもより可愛く纏めてもらった髪は、リクハルドを迎えるにあたって失礼のないよう整えられたもの。だけどセレスティアは、今夜訪ねてくるはずのオリヴェルにもこの髪型を見せたいと思った。どうしてそう思うのか、分からないけれど。

　窓の外に見える太陽は、随分と傾いて今にも沈みそうだ。

　オリヴェルがやって来るまで、きっとあと少し。





◇






　夜になると、日中の晴天が嘘のように空は雨模様になった。この悪天候の中オリヴェルは来てくれるだろうかと不安になりつつも、セレスティアは階段に近い場所に置いた椅子に座って本を読むことにする。

　窓を叩く雨音を聴きながら三冊目の本を読み終える頃、聞き覚えのある足音が聴こえてきて、セレスティアは本を閉じてそわそわとしながら立ち上がった。

　いつもより早めに夕食を済ませ、侍女のエルマはすでに塔をおりているから、今ここにいるのはセレスティアだけ。

「──ティア？」

　扉の向こうから柔らかく響いた声はやはり待ち望んだオリヴェルのもので、セレスティアは急いで扉の前へと向かう。

「こんばんは、オリヴェル様」

「こんばんは、ティア。お誕生日、おめでとう」

　扉を開けた途端に大きな花束を差し出されて、セレスティアは目を瞬く。色鮮やかな花の向こうから、優しく目を細めたオリヴェルが顔をのぞかせた。

「素敵なお花……！」

　思わず頬を紅潮させて、セレスティアは小さく叫ぶ。瞳からは、ぽろぽろと涙が結晶となってこぼれ落ちた。

　誕生日を祝ってもらったことも、こんなに大きな花束をもらったことも、初めてだ。

「喜んでもらえて良かった」

　穏やかに微笑んだオリヴェルが、セレスティアの涙を拭う。

「今日はいつもと雰囲気が違うね、ティア。髪型のせいかな」

　顔をのぞき込みながら、オリヴェルの手が纏めた髪に触れた。どこかくすぐったい気持ちになりながら、セレスティアはうなずく。

「エルマにしてもらったんです。本当はお花も飾っていたんですけど、湯を浴びるのにさすがにそのままという訳にはいかなくて」

　髪型が気に入ったから今日は寝るまでこのままでいたい、というセレスティアの我儘を、エルマは優しく笑って受け入れてくれた。入浴のために一度解いた髪は、またもとのように可愛らしく纏められている。

「とてもよく似合っている」

　柔らかく頭を撫でられて、セレスティアはふわふわとした気持ちで微笑んだ。ぽろりと頬を滑った涙が、受け取った花束の上にいくつかこぼれ落ちた。







　ソファに座ったオリヴェルの前に、セレスティアは少し緊張しながらカップを置いた。満月の晩にオリヴェルと過ごす時はダンスを踊ることが中心で、こうして二人でお茶を飲むことはほとんどない。

「さて、ティアは誕生日に何が欲しいか、決めたかな？」

　飲み終えたカップをテーブルに置いて、オリヴェルが首をかしげる。セレスティアは困ったように笑みを浮かべた。

「それがまだ……、何も思いつかなくて」

　普段の生活に不自由はないし、欲しいものが何も浮かばないのだ。オリヴェルは、セレスティアに我慢をしすぎだと言うけれど、今の生活に不満を感じたことなどない。

「ティアは成人を迎えたんだから、本当ならもっと盛大に祝ってやりたいところなんだけど」

「こうしてオリヴェル様に会えたことだけで、充分ですよ。素敵なお花もいただいたし」

「本当に欲のない子だね、ティアは」

　少しだけ困ったように眉を下げて、それでも慈しむように頭を撫でてくれるのが嬉しくて、セレスティアはくすくすと身体を震わせて笑った。少し冷たい印象を与える銀のフレームの眼鏡をかけた彼が、柔らかく目を細めるのを見るのがセレスティアはとても好きだ。真面目で仕事に厳しいと言われるオリヴェルが、こんなにも優しい表情を見せて頭を撫でるのは自分だけだと、時々うぬぼれたくなる。

　スカートの上には、きらきらと輝く結晶が、すでにいくつも転がっている。それを見ながら、セレスティアはただひとつ心に秘めた願いを口にすべきかどうか迷う。

「ひとつ、だけ」

「うん？」

　躊躇ためらいがちに発したセレスティアの言葉に、頭を撫でるオリヴェルの手が止まる。ゆっくりと離れていく手を見つめながら、セレスティアは一度唇を噛みしめたあと、勇気を出して口を開いた。

「あの、我儘だとは分かっているんです。だけど、満月の夜以外にもまたこうしてオリヴェル様に会えたら……、とても、嬉しいです」

　忙しいオリヴェルにこんなことを申し出るのは、きっとものすごく我儘なことだと思う。いくら誕生日の祝いだとしても、さすがに無理だと断られるかもしれない。

　そう思いながらおずおずと見あげると、目が合った瞬間に優しい微笑みがその顔に浮かび、再びそっと頭を撫でられる。

「そんなことでいいのなら、いくらでも」

「でも、オリヴェル様はお忙しいでしょう」

　彼がどれほど多忙であるかは、セレスティアだってよく知っている。エルマや護衛の騎士らの会話の中にも頻繁にあがる彼の名前に、セレスティアはいつも耳を澄ましているのだから。

「ティアは、そんなこと気にしなくていいんだよ。それに、私だってティアに会えるのを楽しみにしているからね」

　優しく頭を撫でた手は、ゆっくりと頬を滑り、親指がそっと涙の浮かぶ目元を拭う。ぽろりとこぼれ落ちた結晶が、きらきらとスカートの上に転がっていくのを目で追いながら、セレスティアは視線を下げた。

　オリヴェルの優しい言葉に縋りたくなるけれど、本当に甘えてしまっていいのだろうか。

　黙りこくるセレスティアの顔をのぞき込んで、オリヴェルはにっこりと笑う。

「これくらいのこと、我儘のうちにも入らないよ。仕事の都合上どうしても、ここに来るのは夜になってしまうから、それだけは申し訳ないけど」

「オリヴェル様に会えるのなら、時間なんていつでも構いません」

　慌てて首を振るとオリヴェルは笑ってうなずき、セレスティアの手をとった。

「では、約束を。なるべく時間を見つけてここに来るようにしよう」

　そう言って、オリヴェルがまるで誓うようにセレスティアの手の甲にそっと唇を押し当てた。柔らかく触れた唇がやけに熱く感じられて、セレスティアはこくりと息をのむ。

「……っ、嬉しい、です」

　声が震えそうになるのを堪えながら囁くように言うと、顔を上げたオリヴェルが、ぽろりとこぼれ落ちた結晶を受け止めて微笑んだ。

　オリヴェルがセレスティアに向ける優しさは、きっとこの涙のため。それでも、こうして彼に会えるのなら構わない。オリヴェルといると、嬉しくて幸せで、涙が止まらないから。




「……お茶のおかわりを？」

　手を握られたまま黙って見つめられ、沈黙に耐えきれずにセレスティアは口を開いた。

「あぁ、そうだね。ではもう一杯いただこう」

　穏やかにうなずいたオリヴェルの手が離れていき、そのことに安心する気持ちと名残惜しい気持ちが少しずつ。

　動揺する心を悟られないように、セレスティアはそっと呼吸を整えると、テーブルに手を伸ばした。

　その時、まばゆい閃光が部屋の中を明るく照らし、少し遅れて地響きのような低い音が鳴った。

　驚いてびくりと震えた指先がカップに当たり、かしゃんと高い音をたてて床に落ちた。中身は入っていなかったもののカップは衝撃で割れてしまい、小さな破片が床に飛び散る。

「あ……、すみません」

　慌てて拾い上げようと手を伸ばすと、オリヴェルの大きな手が先に割れたカップを拾い上げた。

「怪我は？」

　短く問われて、セレスティアは黙って首を振る。

「申し訳ありません、すぐに片付けます」

　床に膝をついて破片を拾い集めようとした時、再度稲光が部屋を眩しく照らした。まるで真昼のような明るさに目を細めた次の瞬間、さっきよりも近くで大きな音が響いてセレスティアは思わず悲鳴をあげた。

「ティア」

　オリヴェルの声が耳元で響いたと思った瞬間、右手を握られてぐいっと引き寄せられる。気がつくとオリヴェルの腕の中に抱き込まれるような体勢になっていて、一気に鼓動が速くなった。

「怪我をしている」

　つぶやいたオリヴェルが、セレスティアの右手の中指を見つめた。恐らく破片で切ったのだろう、指先にぷくりと小さな赤い血の玉が盛り上がっている。自覚した途端に、じくじくとした痛みを感じて、セレスティアは少し眉を顰ひそめた。

「……っ」

　次の瞬間、血の滲む指先をオリヴェルが何の躊躇いもなく口に含むから、セレスティアは目を見開いて息をのんだ。軽く吸われる感覚とあたたかく濡れた感触に、身体が熱くなる。

　ちゅ、と小さな音をたててオリヴェルの唇が離れていく。傷の痛みなんてあっという間に忘れてしまい、セレスティアは激しく打つ鼓動に動揺しながら震える吐息を漏らした。

「あ……、すまない」

　セレスティアの表情を見て、オリヴェルは慌てたように手を離す。その手を胸の前で抱きしめながら、セレスティアは黙ってふるふると首を振った。

　その時また稲光と共に轟音が響いて、セレスティアは小さく悲鳴をあげると身を守るように身体を縮めた。いつも雷の時はそうしているようにそばのクッションを抱きしめようとすると、それごとオリヴェルの腕に包まれた。

「雷が、苦手？」

　耳元で気遣わしげな声が響くから、セレスティアは黙ってうなずいた。眩しい稲光も苦手だし、あの低く震えるような雷の落ちる音はもっと苦手だ。エルマがいる時は頼んでそばにいてもらうし、一人の時はひたすらクッションを強く抱きしめて耐えている。この塔での生活に不満はないけれど、雷の時だけは一人きりになると泣いてしまうほどに心細くなる。

「大丈夫」

　優しく囁いたオリヴェルが、ゆっくりと背中を撫でてくれる。こわばっていた身体がその優しい手のぬくもりに少しずつ緩んでいくのを感じながら、セレスティアはクッションに顔を埋めたまま小さな吐息を漏らした。恐怖から思わずこぼれ落ちた涙が、布地に染み込んでいく。

「ティアが雷が苦手だなんて、知らなかったな」

　ぽつりとオリヴェルがつぶやく。今までオリヴェルと会っていたのはよく晴れた満月の晩だけだったから、彼が知らないのも無理はない。

　相変わらず外は荒れた天気で、眩しいほどの稲光とお腹に響く低い音がひっきりなしに窓から入り込んでくる。だけど、オリヴェルにこうして抱きしめられているだけで、セレスティアは随分と安心していられる。

「わたし、雷の日に拾われたんですって。だからなのか、何だか雷が苦手なんです」

　孤児院の職員には、セレスティアが拾われた時の状況を何度も聞かされた。激しい雷の鳴り響く夜に、門の前に捨てられていた赤子がセレスティアだったと。

　とどろく雷鳴にも負けないほどの大きな泣き声は、耳が痛くなるほどうるさかったのだと笑って、職員は雷が鳴るたびにセレスティアを拾った時のことを話題にした。

　そのせいで、セレスティアは雷が鳴るたびに自分が孤児であることを自覚する。鳴り響く轟音は、おまえは親に愛されずに要らないと捨てられたのだと笑う孤児院の職員の声を思い出させて、どうしても身体がこわばってしまう。

　心配そうに見つめるオリヴェルの視線を感じて、セレスティアは腕の中にある愛用のクッションをぎゅうっと抱きしめてみせた。

「こうしてクッションを抱きしめていたら、気が紛れるから」

　そう言って、セレスティアはオリヴェルを見あげて笑う。うまく笑えていたつもりだったけれど、オリヴェルは痛ましげな表情をしていて、セレスティアは戸惑って瞳を揺らした。

「じゃあ、今夜は雷が止むまで一緒にいよう」

　オリヴェルの言葉に、セレスティアは窓の外に視線を向けた。外の天気はまだまだ荒れ模様で、雷が遠ざかる気配もない。

　いつもは早く天気が回復することを必死に祈っているのに、今は少しでも長くこの荒天が続くことを願ってしまう。

「すごく、心強いです」

　小さくつぶやきながら、こうしてオリヴェルを引き留められるのならずっと雷が鳴っていてほしいと思う身勝手な自分の心に少しだけ嫌気がさす。

　そんなセレスティアの心の内に気づかないオリヴェルは、優しく肩を抱き寄せてくれた。触れた部分から伝わるぬくもりが心地良くて、このままずっとこうしていたくなる。

「そうだ、素敵なお菓子があるんですよ」

　ずっと抱きしめていてほしいと思わず口にしてしまいそうなぬくもりから逃げるように、セレスティアはオリヴェルの腕の中を抜け出して立ち上がった。

　リクハルドからもらった宝石の欠片のような菓子は、瓶の見た目も綺麗なので棚の上に飾っている。小瓶を手にソファに戻ったセレスティアは、蓋を開けるとひとつ指先で摘み上げてオリヴェルに差し出した。

「これは……食べ物？」

　受け取ったオリヴェルは、手のひらの上で確かめるように何度か転がして首をかしげる。

「今日、リクハルド様にいただいたんです。最近、街で流行っているお菓子なんですって」

「リクハルド殿下が、今日こちらに？　ティアの誕生日を祝いに？」

　訝しげなオリヴェルの表情に、セレスティアは笑って首を振る。

「いえ、誕生日のことはご存知なかったと思います。単に様子を見に来てくださっただけですよ」

「そう、か」

　うなずいたオリヴェルは、そっと摘み上げた欠片を光に透かす。

「ティアの涙みたいだ」

「ふふ、リクハルド様もそう仰ってました。でも、わたしの涙とは違ってこれはとっても甘くて美味しいんですよ」

　くすくすと笑いながら食べてみるように勧めると、オリヴェルが摘み上げた欠片をゆっくりと口に運んだ。

「本当だ。だけど美しさはティアの涙の方が上だね。それに、ティアの涙には癒しの力がある」

　褒められて、セレスティアはくすぐったい気持ちで微笑む。

「この瓶も素敵でしょう。だからそこに飾っておいて、少しずついただこうと思ってるんです」

　指差した先の棚は、セレスティアのお気に入りのものを集めた場所。好きな本や可愛い人形、綺麗なオルゴールなどが置かれている。ふとあることに気づいたセレスティアは、小さく笑いながらオリヴェルを見あげた。

「そういえば、そこにあるのはリクハルド様にいただいたものばかりだわ。時々様子を見に来てくださって、そのたびに素敵なものをくださるの」

　今度、ここに楽師を呼んでくれるのだと報告するように告げると、オリヴェルはにっこりと笑っていた。だけどその表情はいつもの優しい笑みではなく、どこか冷え冷えとして見える。眼鏡の奥の彼の目が笑っていないことに気づいたセレスティアは、思わず口をつぐんだ。

「あぁ、そうか。いつもと違うその髪も、殿下に会うためだったのか」

「え……？」

　冷ややかに笑ったオリヴェルの手が、ゆっくりとセレスティアの纏めた髪に触れる。くいっと引っ張られたと思った瞬間、解けた髪がはらりと肩に落ちた。

　慈しむように撫でながら少しずつ髪を解いていくオリヴェルは、口元だけの笑みを浮かべている。稲光に照らし出された彼の表情がいつもとは違って冷酷に見えて、セレスティアは動くことができない。

「……おろしていた方が似合うよ、ティア」

　纏めていた跡の残る髪を撫でながら、オリヴェルが囁く。どう考えてもボサボサで乱れた髪なのに、彼は満足そうに笑っている。

「オリヴェル様……？」

　戸惑って瞬きをしたセレスティアの瞳から、ぽろりと涙が一雫こぼれ落ちた。結晶化せずに頬を滑ったそれは、雷の恐怖で浮かんだ涙の名残だろう。

　オリヴェルは小さく笑うと、まるで涙を受け止めるかのようにセレスティアの頬に唇を寄せた。

　オリヴェルの唇が頬に触れた瞬間、セレスティアは思わず身体を震わせた。柔らかな感触がそっと頬を掠めて離れていく。

「そんな菓子よりも、ティアの涙の方が甘く美しいよ」

　吐息がかかるほどの距離で、オリヴェルが囁く。眼鏡の奥の青い瞳は、笑うように細められているのにどこか冷たい。その視線に絡め取られたように、セレスティアは身動きひとつできず、ただ凍りついたようにオリヴェルを見つめ返していた。

「ティアは、リクハルド殿下のことが好き？」

　優しい手つきで髪を梳くようにしながら、オリヴェルが問う。その質問の意味が分からず、セレスティアは困惑して眉を顰めた。

　リクハルドのことは、もちろん好きだ。だけど、それを告げてはならないと頭のどこかで声がする。

「わたし……」

　それでも絞り出すような声をあげたら、オリヴェルの指先が唇に触れてそれ以上の言葉を封じた。

「答えなくていいよ。ティアは、私だけ見ていればいいんだから」

　穏やかな声と、触れる優しい手。眼鏡の奥の瞳だけが、感情の読めない色をしている。

「オリヴェルさ……」

　呼びかけようとした声は、オリヴェルの唇に塞がれて消えた。柔らかく、自分のものではないぬくもりが唇に触れている。

　目を見開いて固まるセレスティアを見て、そっと顔を離したオリヴェルは優しげな微笑みを浮かべた。

「私を見て、ティア」

　囁く声は命じるようで、セレスティアはぎこちなくうなずくことしかできない。

　唇を重ねるのは誰とでもすることではない、特別なものであるのはセレスティアだって知っている。ということは、オリヴェルはセレスティアを特別な存在だと思ってくれているのだろうか。

　そう考えた瞬間、全身が燃えるように熱くなった。まるでオリヴェルにも聞こえてしまうのではないかと思うほどに鼓動が激しくなって、セレスティアは動揺して口元を押さえる。微かに濡れた唇の感触に、更に熱が上がるような気がした。

「可愛いティア。きみは私だけを見ていて」

　何度も念押しするように囁いて、オリヴェルがセレスティアの頬に触れる。

「わ……、わたしには、オリヴェル様だけです」

　震える声でそう答えると、オリヴェルがにこりと優しく微笑んだ。いつもの甘いその表情を向けてもらえたことが嬉しくて、セレスティアの瞳からは大粒の涙がこぼれ落ちる。

　頬を滑り落ちながら、たちまち結晶に姿を変えたその雫は、どこかオリヴェルの瞳を思わせる色をしていた。青みがかったその色は、初めて見る。

「綺麗だ」

　結晶を拾い上げて、オリヴェルがつぶやく。やはり彼の瞳と結晶はよく似た色をしていて、セレスティアは小さく息をのんだ。

　セレスティアの涙は、その時の感情によって結晶の色が変わる。

　例えば美味しいものを食べた時は、ほんのりオレンジがかった色。美しい音楽や絵に触れた時に流れるのは、微かに緑がかった色。普段の何気ない日常で、嬉しいことがあると流れるものは、淡いピンク色をしている。

　今まで見たことのないその色は、きっとオリヴェルのことを想う気持ちがあふれて流れた涙だ。

　会いたくて、ずっとそばにいたくて、触れられると心が震えるほどの喜びを感じるこの気持ちは、きっと恋心。




「……キスは初めて、だね」

　手のひらの上に乗せた結晶を見つめながらオリヴェルが確認するように言うから、セレスティアは黙ってうなずいた。こんなこと、誰とでもするわけがない。

「こうして涙が結晶化したということは、嫌ではなかった──ということでいいのかな」

「嫌だなんて、そんな」

　慌てて首を振ると、オリヴェルが少し困ったような笑みを浮かべてセレスティアの顔をのぞき込んだ。

「すまない、聖女にこんなことをすべきではなかった」

「そんなことないです。わたしは……嬉しかった、から」

　うつむきながらもそう伝えると、オリヴェルが小さく笑った気配がした。

「だから、その結晶は、オリヴェル様に差し上げます」

「え？」

　セレスティアの言葉に、結晶を手のひらの上で転がしていたオリヴェルが動きを止める。

「お祖母様が、ご病気なのでしょう。それを使えば、きっと症状を改善できます」

「ティア、それは」

「涙の結晶を使うのには優先順位があると聞きました。若年者や王族、国の中枢を担う人々から使用を認められて、高齢者や……見込みのない、人は後回しにされると」

　全ての人々を救いたい気持ちはあるけれど、意図して涙を結晶化させられるわけではないので、セレスティアの涙の数にも限りはある。どうしても順番を決めなくてはならないのだろう。

　幸せな気持ちから流れた涙しか結晶化させることのできないセレスティアのことを思いやってか、救えない命があることは直接知らされていない。だけど、少し注意を払っていれば様々なことが耳に入ってくる。塔のまわりを行き交う侍女や騎士たちの雑談は、色々なことを教えてくれるのだ。

　部屋の通気口や小窓を通じて、セレスティアは時々彼らの声に耳を澄ましている。盗み聞きなんて褒められたことではないけれど、仕事の愚痴や城内の噂話、侍女や騎士の恋愛事情など尽きることのないその話題は、セレスティアが外の世界の情報を知る手段となっている。

　これまでにも、セレスティアを狙った侵入者が捕らえられたことや、贈り物の中に治療のために涙を分けてほしいと訴える手紙が入っていたこと、同時に涙の結晶を求める人がいた場合、神殿は国にとっての重要人物から優先する判断を下すことなど、セレスティアには教えられない内容を噂話から得ている。

　オリヴェルの祖母のことも、そうして知ったことだ。病状が重く、更に高齢である彼女の優先順位は低い。それに加えて、オリヴェルには身内と呼べる人が祖母しかいないことも、セレスティアは知っている。

「砕いて少しずつ使えば、きっと怪しまれることはありません。どうかこれで、お祖母様を治して差し上げてください」

「だけど、ティア」

　眉を寄せ、戸惑ったような表情を浮かべるオリヴェルの左手に結晶をしっかりと握らせて、セレスティアは微笑みを浮かべた。

「いつもオリヴェル様にはよくしていただいてるし、わたしに返せるものは、これくらいしかないから」

　笑顔で見あげても、オリヴェルは硬い表情を崩さない。何か言いたげにゆっくりと開いた彼の唇が拒絶の言葉を紡ぐ前に、セレスティアは握りしめた手に力を込めた。

「わたし、オリヴェル様に口づけをいただいて、嬉しかったんです。だから、あの……、そのお礼だと……思ってくだされば」

　とんでもないことを言っているような気もするけれど、紛れもない本心だ。

　だけど恥ずかしくて顔を見られない。うつむいたまま黙ってオリヴェルの手を握りしめていると、差し伸べられた右手がそっと頬に触れ、顎を掬うようにして顔を上げられる。

　少しだけ困ったような、だけど優しい笑みを浮かべて、オリヴェルがそっと親指でセレスティアの頬を撫でた。

「ありがとう、ティア。だけど、キスの対価としてもらうには、きみの涙は貴重すぎる。だから──」

「それなら、もう一度してください」

　オリヴェルの言葉を遮って、セレスティアは小さく叫ぶように言った。驚いたように動きを止めたオリヴェルを見あげて、言葉を重ねる。

「わたしが、それを差し上げたいと思ったの。それで足りないというのなら、もっと……」

　最後まで言わないうちに、今度はオリヴェルの唇がセレスティアの言葉を遮る。優しく何度も啄むように口づけられて、セレスティアの身体からは力が抜けていった。

　瞳からこぼれ落ちた涙は、青い結晶となってソファの上にいくつも転がっていく。

　オリヴェルの手が、逃さないとでもいうように後頭部に回されるのを感じながら、セレスティアも縋るようにオリヴェルのシャツを強く握りしめた。




　何度も何度も、柔らかな唇が角度を変えて押しつけられる。唇が離れるたびに、微かに啄むような音が響くのが恥ずかしくて、強く閉じた目を開けられない。オリヴェルのシャツを掴む手が、震える。

　お互いの触れ合う唇に味なんてないはずなのに、頭の奥が痺れそうなほどの甘い空気を感じてセレスティアはうっとりとその甘さに溺れた。それは今まで食べたどんなお菓子よりも甘くて、もっともっと欲しくなる。

　だけど、息を止めているセレスティアはそろそろ呼吸が限界だった。息が苦しくて、なんだか頭がぼうっとしてくる。

「……ん、も、無理……」

　限界を迎えたセレスティアは、逃げるように顔を背けると荒くなった呼吸を整えた。こぼれ落ちた結晶がまわりに散らばってきらきらと輝いているけれど、生理的な苦しさからあふれた涙は、結晶化することなく頬を滑り落ちていく。

「ティア」

　小さく囁いたオリヴェルが、慌てたようにそっとセレスティアの頬に触れて涙を拭う。ただ名前を呼ばれただけなのに、見つめる青い瞳に浮かぶ後悔の色を読み取ってしまい、返事をすることができない。結晶化しなかったこの涙は、決して嫌だったからではないのに。

「違う、嫌じゃ……ないです」

　首を振り、それだけ言ってセレスティアは唇を噛んだ。これ以上口を開けば、もっととねだってしまいそうだ。

　オリヴェルに与えられた口づけは甘くて優しくて、本当はもっと欲しい。だけど、それは清らかであれと言われる聖女として、言ってはならないことだろう。彼に恋心を抱いていることすら、許されるのかどうかも分からない。

「……あの、お祖母様が良くなられることを、わたしもお祈りしています」

　思わず視線を逸らしてつぶやき、セレスティアは散らばった結晶に手を伸ばした。オリヴェルに渡したものよりもずっと薄いものの、その色は確かに青みがかっている。

　見たことのない色に結晶化した理由を、成人を迎えたからだと言い訳して通じるだろうか。

　オリヴェルの訪問は表向きには誰にも知らされていないけれど、いつもそばにいるエルマや、セレスティアの後見人であるリクハルドがそれを知らないはずがない。恐らく彼がこうして訪ねてくるのも、リクハルドに命じられたからに違いないのだから。

　彼らに、この色がオリヴェルへの想いがあふれたものであることを知られたくないと思いながら、セレスティアは黙って結晶を集める。

「……でも、ティア」

　オリヴェルが握りしめた結晶をこちらに差し出そうとした気がして、セレスティアは首を振った。

「それは、わたしがオリヴェル様に差し上げたものです。それをどう使うかは、お任せします。不要なら、処分していただいて構いません。だけど、せめてわたしの目の届かないところでそうしていただけませんか」

　握りしめられた結晶を見つめながらそう言うと、オリヴェルの手がゆっくりと下げられた。

「……分かった。ありがとう、ティア」

　囁くような声と共に、オリヴェルは大切そうに結晶を胸元へとしまい込んだ。

　それを確認したあと、ふと窓の外に視線をやったセレスティアは、小さくため息をついた。いつの間にか雷は止み、空には星が瞬いている。これ以上、忙しいオリヴェルを引き止める訳にはいかないだろう。

「今日は、ありがとうございました。とても幸せな誕生日を過ごせました。雷も止んだし、もう平気です」

　オリヴェルの方を見て、セレスティアは笑顔を浮かべてみせる。だけど目を合わせることはできない。あの青い瞳を見つめたら、もっと欲しいと口づけをねだってしまいそうだから。

「うん。あらためて、誕生日おめでとう。ティアがこの先も幸せに過ごせるよう、私はいつだって祈っているよ」

　優しく微笑んだオリヴェルが、セレスティアの頭を撫でてくれる。そのぬくもりから離れたくないと言いたくなる気持ちを堪えて、セレスティアは意識して口角を上げた。弾みでこぼれた涙は、やはり微かに青く輝きながら転がり落ちていく。それを拾い上げたオリヴェルが、確認するように胸元を押さえるのが視界の隅に映った。

「次はまた満月の日、ですね」

　ぽつりとつぶやくと、オリヴェルは首をかしげた。

「あれ、ティアはもう忘れてしまったのかな」

「え？」

　戸惑って目を瞬くと、オリヴェルがくすりと笑う。

「ティアが誕生日に欲しいもの、教えてくれただろう。それともやっぱり嫌になった？」

「あ……」

　満月の晩以外にもオリヴェルに会いたいと、我儘を言ったことをすっかり忘れていた。彼にまた近いうちに会えるのは嬉しいけれど、また口づけをねだってしまいそうな自分が少しだけ怖くもある。

「嫌じゃないです」

　首を振り、もごもごとオリヴェルに会えるのは嬉しいことを伝えると、小さく笑ったオリヴェルがここに来る時に携えていた花束に手を伸ばした。生花だと思っていたその花束は、中央にある白い花だけはガラスでできていた。百合を思わせる美しく華やかなその花は、天井の灯りを反射して硬質な輝きを放っている。

「私もティアに会いに来るつもりでいるけれど、もしもティアが会いたいと思った時は、これを窓に飾って」

「……え？」

「そこの窓にこの花が飾られているのを見たら、私はいつだって会いに来ると約束するよ」

　微笑みながらオリヴェルが指差した窓は、彼の執務室のある方角。忙しい彼にそんな我儘を言うことはできないと思うものの、その気持ちが嬉しい。

「ありがとうございます。じゃあ、オリヴェル様に会いたくなったら、そうしますね」

　きっと飾ることはないだろうと思いつつも、セレスティアは笑ってうなずく。そんなセレスティアの心の内を読んだかのように、オリヴェルは少しだけ悪戯っぽい表情で首をかしげた。

「毎日、窓を確認するからね。次の満月までに一度も飾られなかったら、私に会いたくないのかと思って悲しくなってしまうよ」

「それは……」

　そんなことないと慌てて首を振ると、くすりと笑ったオリヴェルがうなずいた。

「だから、もしもティアが私に会いたいと思ってくれるのなら、花を飾って」

「分かりました」

　セレスティアが自分から呼びつけるような真似をできないと知っていて、オリヴェルはそう言ってくれたのだろう。その気持ちが嬉しくて、心があたたかくなるような喜びが涙となってあふれた。

　今夜だけで、どれほどの涙が結晶化しただろう。そのほとんどが青く輝いていて、その理由を何か決めておかなければとセレスティアはぼんやりと考えていた。





◇◆◇






「オリヴェル、ちょっといいか」

　執務室で書類の山と格闘していると、ノックもなしにリクハルドが入ってきた。もちろん、王太子である彼を咎める者など、ここには誰もいない。

「何でしょうか」

　ペンを持つ手を止めて、オリヴェルは顔を上げる。本来ならば立ち上がって出迎えるべきだろうが、その時間すら惜しいほどに忙しいのだ。

「そう嫌な顔をするなよ。差し入れを持ってきてやったんだ。疲れた頭には、甘いものだろう」

　白い箱を見せて笑ったリクハルドは、さっさとソファに座って箱の中身をテーブルの上に並べ始めた。鮮やかな色をした可愛らしい焼き菓子が甘い香りを振り撒いて、そういえば昼食もとり損ねていたことを思い出す。

　オリヴェルは一度眼鏡を外して眉間を揉んだあと、小さくため息をついてソファへと移動すべく立ち上がった。

「手短かにすませてくださいね。私も彼も、忙しい身なんです」

　お茶を淹れてくると言って隣室に向かった補佐官の机の上にも、大量の書類が積まれている。

「分かってる。そんなに手間は取らせないさ」

　笑いながらうなずいて、リクハルドはテーブルの上の菓子をひとつ、口に放り込んだ。




　リクハルドにお茶を出したあと、補佐官はまた隣室へと消えた。扉が完全に閉まるのを確認して、オリヴェルは目の前の王太子を見つめる。こうしてリクハルドが差し入れを持ってくるのは、内密の話をしたい時だ。補佐官もそれをよく分かっているから、隣室で仕事の続きをすることにしたようだ。

「さて、時間もないことだし、早速本題に入るが」

　姿勢を正したリクハルドの表情が、真剣なものとなる。途端に部屋の空気までぴりっとして、オリヴェルもわずかに背筋を伸ばした。

「セレスティアのことだが」

　抑えた口調でそう言って、リクハルドがテーブルの上にころりと結晶を転がす。それは、セレスティアの涙の結晶に違いない。オリヴェルがもらったものよりも色は薄いが、灯りに照らされて青く光っている。

「何か、ありましたか」

　彼女から涙の結晶をもらったことを、リクハルドは知らないはずだ。仕事に忙殺される日々のため、祖母のためにともらったふたつの結晶は、使われることなく今もオリヴェルの胸元にしまい込まれている。

　確かめるように胸元を押さえたくなる気持ちを堪えて、無表情を保ちながらオリヴェルは目の前の王太子を見つめた。

「あの子の流す涙は感情によって色を変えるが、青い結晶は初めて見る」

　リクハルドはテーブルの上の結晶を摘み上げて、オリヴェルの顔のそばに持ってくる。

「おまえの瞳の色によく似ているな」

「……っ」

　こくりと唾を飲み込んだ音が、静かな部屋の中に響いた。

「誕生日の晩、何があった。セレスティアの感情を大きく揺さぶるような出来事が、あったはずだ」

　黙って見つめるリクハルドの視線は強く、誤魔化すことを許してはくれない。オリヴェルは一度目を閉じると小さく息を吐いた。

「あの晩、雷が鳴ったでしょう。彼女は、雷に酷く怯えていました」

「それで？　怯えて流した涙は、結晶化しない」

「……雷が怖いと震える彼女を抱きしめて、慰めました」

　セレスティアと過ごした時間の詳細を報告することに抵抗を感じながら、それでもオリヴェルは淡々と告げる。

　その答えにもリクハルドは納得した表情を見せず、オリヴェルを見つめ続ける。

「それくらいで、結晶の色が変わるとは思えん。何だ、好きだとでも言われたか」

「それは……違います」

　どこまで話すべきか迷いつつ首を振ると、リクハルドは少しだけつまらなさそうな顔をした。

「まぁいい、別に責めているわけではないんだ。貴重な聖女の涙を多く流せるのなら、理由なんて何でもいい。ただ、この涙におまえが絡んでいることは違いないだろう」

「恐らくそう、ですね」

　言葉を選びつつ、オリヴェルはゆっくりとうなずく。あの夜セレスティアと交わしたキスが、この青い結晶の理由で間違いないだろう。

　結晶の色が変わったことで、あの夜にあったことをこうして問いただされるとは思わなかった。リクハルドに抱いた醜い嫉妬心まで暴かれたような気がして、オリヴェルは思わず唇を噛む。

「神殿で調べたらな、この色の結晶には他のものより強い癒しの力があることが分かった」

　天井の灯りに結晶を透かしてみせながら、リクハルドがつぶやく。聖女が流した涙の結晶は神殿に集められ、そこで必要な者に与えられる。聖女の感情によって流す涙の結晶の色合いは変わるが、これまでは癒しの力の強弱に違いは見られなかった。

　顔を上げたオリヴェルの方を見て、彼は真剣な表情を浮かべた。

「どうせ涙を流すなら、この色の結晶を多く手に入れたい。できるか」

「それは……」

　青い結晶の理由が自分にあると認めた以上、断る選択肢はオリヴェルにはない。だが、キスをしたことが結晶の色が変わった原因であると知っても、リクハルドはそれを求めるだろうか。

「聖女に過度な触れ合いをするのは……よくないでしょう」

　絞り出すようにつぶやくと、リクハルドの目が見開かれた。

「おまえまさか、セレスティアを押し倒しでもしたか」

「す、するわけないでしょう。その……えぇと、キス、を」

　慌てて首を振り、しどろもどろになりながら白状すると、身を乗り出していたリクハルドが大きく息を吐いてソファの背もたれに身体を預けた。

「なんだ、それくらいなら許容範囲だろう」

「そうでしょうか」

「まぁ、他言無用ではあるけどな。セレスティアが嫌がっていないことは、この結晶が証明しているし」

　ころころと手のひらの上で結晶を転がしながら、リクハルドは揶揄うような笑みを浮かべる。

「それにしても、意外と手が早いのな、おまえ」

　思わずかっと熱くなった身体と、痛いほどに高鳴った鼓動を隠すように視線を逸らすと、リクハルドの明るい笑い声が響いた。

「同じように可愛がってきた俺よりも、おまえの方に懐いているのは少し複雑だが、まぁそう命じたのは俺だしな。おまえはよくやってくれているよ」

「……ありがとうございます」

　まだ落ち着かない鼓動に動揺しつつも、平静を装って小さく頭を下げると、リクハルドが再度結晶をオリヴェルの顔のそばに持ってきた。

「恋を知った聖女の力……か」

　比べるように結晶とオリヴェルの瞳を見つめたあと、リクハルドは笑みを消して真面目な顔になる。

「宰相オリヴェルに命じる。聖女セレスティアと、これまでよりも更に親密な触れ合いをして、青い結晶を多く流させろ。ただし、一線は決して越えないように」

「拝命いたしました……が、一線を越えなければ何をしてもいいとも取れますが」

　オリヴェルの言葉に微かな皮肉を感じ取ったのか、リクハルドが小さく笑う。

「セレスティアが嫌がらなければ、それも構わない。もしかしたら、快楽を知ることで新たな結晶を生み出す可能性もあるからな。試してみる価値はあるだろう」

　黙ってうなずきながらオリヴェルは、リクハルドの下した命令の残酷さに胸の奥がざわめくのを感じていた。

　セレスティアはきっと、純粋にオリヴェルのことを慕ってくれているのに。その気持ちすら涙の結晶のために利用していることを知れば、彼女はどう思うだろう。

　もっとも、それをセレスティアに気づかせるような真似を、オリヴェルは決してしないが。







　話を終えたリクハルドを見送ったあと、オリヴェルはふと自らの唇に指先で触れた。

　あの晩、涙の結晶をもらう対価として何度も重ねた唇は、ぎこちないながらもオリヴェルを受け入れてくれていた。柔らかな唇の甘さと、無垢な聖女と口づけを交わすという背徳感もあって、少々歯止めが効かなかったことは自覚している。

　あれ以上の触れ合いをして一番辛いのは、もしかしたら自分かもしれないとオリヴェルは小さくため息をついた。
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　オリヴェルと誕生日を過ごした翌日、一晩で大幅に量を増やした涙の結晶にも、それが今まで見たことのない色をしていることにも、エルマは何も言わなかった。恐らく、リクハルドには報告がされているだろうけど。

　昨日はなかったはずの花束を見ても、エルマは特に反応することなく花瓶に活けてくれた。きっと、オリヴェルの訪問があったことも知っているのだろう。

　せめて彼との間にあったことだけは、二人だけの秘密であってほしいと、セレスティアは祈るように目を閉じた。




「今日は、昼から図書館に行ってきますね。何か読みたい本はありますか？」

　セレスティアの髪を櫛で梳かしながらエルマがそう言う。週に数回、セレスティアが読むための本を借りに行ってくれているのだ。

「あのね、もし見つかれば……でいいんだけど、あの本の続きがあれば読みたいの」

　本棚の中の一冊を、セレスティアは指差した。最近お気に入りのその本は、ドキドキするような甘い恋愛小説。リクハルドが、最近街の女性たちの間で流行っているようだからと言って買ってきてくれた本のひとつなのだが、良く言えば大らか──正直言うと大雑把な彼は、何故か一巻と四巻をセレスティアに買ってきた。途中を抜かして続きを読むわけにはいかず、ずっと気になっていたのだ。

　時々登場人物を自分とオリヴェルに置き換えてしまったことは誰にも秘密だけど、面白くて何度も繰り返し読んでいる。

　本の表紙を確認したエルマは、にっこりと笑った。

「あら、この本。私も好きなんですよ。面白いですよね」

「リクハルド様がくださったんだけど、途中の巻が抜けていて続きが気になってるの。図書館にあるかしら」

「店でも品切れが相次いでいるほどの人気だという話ですから、図書館にあったとしても貸出中でしょうね。私のもので良ければ今度、実家から持ってきましょうか？」

「いいの？」

　思わず身を乗り出したセレスティアに、エルマは笑ってうなずく。

「もちろんです。次の休みに持ってきますね。実は次の巻でこの二人が……」

「わぁぁ、内容は喋っちゃだめ！」

　悪戯っぽい笑みを浮かべてそんなことを言うエルマを慌てて止めて、セレスティアは耳を塞いだ。

「ふふ、ごめんなさい。冗談ですよ。でもとっても面白いので、読んだらセレスティア様も感想を聞かせてくださいね」

「分かったわ。嬉しい、すごく楽しみ！」

　笑顔でうなずいたセレスティアは、ふと編んでもらった髪を見て眉を上げた。

　いつものようにふたつに分けて緩く編んだ髪の先、普段は黒い紐でただ縛っているだけのそこに、今日は淡い紫色をしたリボンが結ばれている。たくさんの花を刺繍したリボンは華やかで、セレスティアの瞳によく似たその色は銀の髪にもよく映える。リクハルドの訪問もないのにこうして髪飾りをつけるのは初めてで、今日は何かあっただろうかと思わず首をかしげた。

「これ、リボン……？」

「ささやかですが、セレスティア様の成人のお祝いです。私の故郷のラピスゼラで作られているもので、私の妹たちが一針ずつ刺繍したんですよ」

　セレスティアの驚いた表情を見て、エルマが楽しそうにくすくすと笑う。国境付近にあるラピスゼラは、刺繍作品が有名な小さな町だ。エルマが年の離れた妹たちを可愛がっていることは度々聞いているし、そんな彼女らの作ったリボンを贈ってもらえたことが、嬉しくてたまらない。

　聖女として何不自由のない生活は保証されているものの、セレスティアが身につけるもの、口にするもののほとんどは、城で暮らしているとは思えないほどに質素なものだ。

　聖女とは清貧であるべきだと言う王の考えによって、華やかな装身具や菓子類などもよほどのことがないと与えられない。そのことに不満を持ったことはないけれど、それでも可愛らしいものが好きなセレスティアは、また宝物が増えたと髪に結ばれたリボンに触れて笑顔を浮かべた。

「素敵……！　ありがとう、エルマ」

　大切にしようと決めて微笑むと、嬉しさにあふれた涙が結晶となって、セレスティアの頬を滑り落ちた。







「セレスティア様、このお花はどこに飾りましょうか」

　エルマが、白いガラスの花を手にして首をかしげた。オリヴェルと交わした秘密の合図のその花は、案外大きくて場所をとる。

「そうね……、そこの棚の上に飾ろうかしら」

　セレスティアが指差したのは、リクハルドからもらったものが並ぶ棚。お気に入りのものを集めたその棚に、オリヴェルからもらった花も飾れることが嬉しい。もらった花束も、押し花にして取っておこうと決めているけれど、こうして形の残るプレゼントは嬉しいものだなと思う。

「結構大きいから、上の段に置くのは少し危ないですね。下の段に飾るか、そこの窓辺に飾っては？」

　棚の前で花を飾る位置を検討していたエルマが、窓を指差す。そこはオリヴェルと約束した場所で、さすがに昨日の今日で彼を呼び出すわけにはいかないセレスティアは、慌てて首を振った。

「お気に入りのものは、ここの棚に集めておきたいの。だから、下の段に飾ってほしいわ」

「では、こちらに飾っておきますね」

　優しく微笑んだエルマにうなずいてみせながら、セレスティアは何気ない様子で窓の方に視線をやった。ここから遠く離れた城の中心部、五つ並んだ大きな窓の一番端が、オリヴェルの執務室だ。

　もちろん開くことのない窓だし、距離や角度の関係で彼の姿が見られるわけではないけれど、時折そちらを確認するのがセレスティアの密かな楽しみ。

　この窓辺に花を飾ったなら、恐らく渡り廊下から確認することができるだろう。だけど、やっぱりセレスティアはオリヴェルを呼びつけるようなことはできないと思う。

　次の満月はそう遠くないので、オリヴェルには呼び出さなかったことを謝ろうと決めてセレスティアは小さくため息をついた。
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　そして訪れた満月の晩。セレスティアはいつもより速い鼓動にふわふわとした気持ちになりながら、銀色のドレスに着替えた。いつもはただおろしているだけの髪を、今日は両サイドをエルマにもらった紫色のリボンで結ってみた。おろしている方が似合うと言ったオリヴェルは、この髪型を見て何と言うだろうか。

　落ち着かない気持ちで窓からオリヴェルの執務室の方を見つめていると、階段を登ってくる規則正しい足音が聞こえてきた。

　急いで鏡をのぞき込んで髪を撫でつけたあと、セレスティアは小走りで扉の前へと向かう。速くなった鼓動を落ち着かせるように胸を押さえて深呼吸したところで、小さく扉を叩く音がした。

「──ティア」

　呼びかけられた低く柔らかな声に、心が震えるような喜びを感じる。

　ゆっくりと開けた扉の向こうには、予想通り穏やかな笑みを浮かべたオリヴェルが立っていた。

「こんばんは、オリヴェル様」

「こんばんは、ティア。呼んでもらえなくて、少し寂しかったよ」

　悪戯っぽい口調でそう言われて、セレスティアは思わずうつむく。

「ごめんなさい……、でもあの、会いたくなかったわけではないんです」

　やっぱり勇気を出して花を窓辺に飾れば良かったと今更な後悔をしつつ、セレスティアは唇を噛んだ。

「すまない、冗談だよ。私もこのところ忙しくしていて、こちらに来られなかったからね。だけど、会いたいと思っていたのが私だけでないと分かって良かった」

　くすりと笑ったオリヴェルが、そっとセレスティアの頭を撫でてくれる。そのぬくもりにゆっくりと顔を上げると、優しく見つめる青い瞳と目が合った。

「可愛らしい髪型だね」

　頭を撫でた手が、耳上の紫のリボンに触れるのを感じて、セレスティアは笑みを浮かべる。

「エルマにもらったんです。成人のお祝いにって」

「よく似合っている。ティアの瞳と同じ色だね。私も、何かアクセサリーを贈れば良かったかな。ずっと身につけていてもらえるように」

　髪を梳いた指先が、まるで確かめるかのように耳に触れ、首筋を滑った。イヤリングもネックレスも身につけていないけれど、彼の指先がそこに熱を灯す。

　体温の上がった身体に動揺しつつ顔を上げると、美しい宝石のような青い瞳と目が合った。慌てて視線を下げた先には、柔らかく弧を描く少し薄い唇。誕生日の夜、それがどんなに甘く柔らかく自分に触れたのかを思い出してしまい、セレスティアは一気に顔が熱くなるのを感じた。

「ティア？」

　思わずうつむいたセレスティアの頬に触れ、オリヴェルが顔を上げるように促す。そのぬくもりに抵抗することなどできずゆっくりと顔を上げると、眼鏡の奥の青い瞳が優しく細められた。

「この前のことを、思い出した？」

「……っ」

　低く優しく囁かれて、セレスティアは唇を震わせる。

「また、したくなったかな」

　そう言いながら親指で唇をなぞられて、背筋がぞくりとした。身体から力が抜けそうになるのを、腰に回された腕がしっかりと支えてくれて、密着した場所から感じるぬくもりに、何も考えられなくなっていく。

「ねぇ、ティア。また、キスを──したい？」

　吐息がかかりそうなほどの距離で囁かれ、青い瞳に見つめられて、セレスティアは気がつけば黙ってうなずいていた。

「ティア、言葉にして。きみが何をしてほしいのか、私に教えて」

　甘い声が、まるでセレスティアの頭の中に直接語りかけるように響く。

　セレスティアは震える唇を、ゆっくりと開いた。

「してほしい、です。また、キスを……して」

　それはほとんど吐息のような掠れた声だったけれど、すぐそばにいるオリヴェルの耳にはしっかりと届いたらしい。眼鏡の向こうの青い瞳が、嬉しそうに細められた。

「お望みのままに」

　小さく笑ったオリヴェルがセレスティアの身体を引き寄せると、もう片方の手で頬に触れた。その大きな手のぬくもりに思わず目を閉じると、一瞬遅れて唇に柔らかなものが触れた。

　セレスティアがよく読む本の中にも、主人公たちが口づけを交わすシーンは出てくる。だけど、それがこんなにも身も心も満たされるものだとはどこにも書いていなかった。

　何度も何度も、そっと押しつけられる柔らかな唇の感覚は、当然味なんてないはずなのに甘く思える。唇が触れるたび、もっともっと欲しくなるのは、どうしてなのだろうか。




「ティア、鼻で息をしたらいいんだよ」

　唇が離れた瞬間、くすりと笑ったオリヴェルが囁く。

　少し荒くなった呼吸を整えていると、オリヴェルと目が合って、また呼吸を忘れそうになってしまう。こぼれ落ちたいくつもの涙は、月明かりに青く光りながら床に転がっていく。

「もっと？」

　優しく微笑んでそんなことを聞かれたら、セレスティアに断る選択肢なんてない。黙ってうなずいたら、満足そうな笑みを浮かべたオリヴェルの顔が、また近づいてきた。

「合間で息をして──そう、上手」

　何度も重ねられる唇が離れる一瞬で息継ぎをすることを、セレスティアは覚えた。だけど、呼吸は止めていないはずなのに、頭の中がぼうっとしてきて息もどんどん荒くなる。

「……っは、んっ」

　ちゅ、と微かな音をたてて離れていった唇をほんの少し名残惜しく思いながらも、セレスティアは荒くなった呼吸を整えようと何度も深呼吸を繰り返す。ぐったりと力の入らない身体はほとんどオリヴェルに体重を預けていて、その時初めてセレスティアは、扉の前で立ったままキスをしていたことに気づく。

　足元にはたくさんの涙の結晶が転がっていて、どれほどの時間オリヴェルとこうしていたのだろう。

　なんだか無性に恥ずかしくなってうつむいたセレスティアを、オリヴェルがそっと抱き寄せた。彼の胸元に顔を埋めることになってそのことにも動揺するけれど、背中に回された腕はセレスティアを解放するつもりがなさそうだ。真っ赤になっているであろう顔を見られない方がマシだろうと無理矢理納得して、そのまま身体を預ける。

「ティア、どうする？　いつものように踊ろうか。それともソファに行って、この続きをする？」

　耳元でオリヴェルが囁く。月明かりの下、二人で踊るのが恒例だけど、今のセレスティアはそれよりも続きをしたいと望んでしまう。それに、ぐったりと力の入らない身体では、きっとちゃんと踊れない。

　だけど、もっと欲しいとねだることはとてもはしたないことのような気がして、言葉を紡ぐことができない。

「もっと、したい？」

　うつむいたままのセレスティアの顎をオリヴェルの指先が掬い上げ、優しく顔を上げさせられる。

　甘く細められた瞳に見つめられて、セレスティアは小さくうなずいた。

「ティア、言葉にして教えて」

　優しいけれど有無を言わさない口調に、セレスティアはゆっくりと口を開く。

「もっと……したい、です」

「よく言えたね」

　すぐそばで微笑んだオリヴェルを見つめていると、セレスティアの身体はふわりと浮き上がった。抱き上げられているのだと気づいて驚きに小さく声をあげたのも束の間、そっとソファの上におろされる。

「ティア」

　愛おしそうに囁いたオリヴェルが、セレスティアの髪を掬い上げて唇に当てる。まるで祈りを込めるようなその仕草に切ないほどに胸が苦しくなって、青い結晶となった涙がまたこぼれ落ちた。

「本当に、ティアの涙は美しいね」

　結晶を拾い上げたオリヴェルは、手の中のそれにも口づけた。伏せられた目蓋のせいで、月明かりが頬に睫毛の影を長く落としている。思わず見惚れていると、ふと視線を上げた青い瞳と目が合って、また鼓動が速くなった。

「ティア、続きをしようか」

　握りしめていた結晶をそっとテーブルに置いて、オリヴェルが囁く。優しく抱き寄せられるのに身を任せ、セレスティアは小さくうなずいて顔を上げた。

　軽く開いた唇を、オリヴェルの親指がそっとなぞる。それだけでセレスティアの身体は震え、体温がまた上がる。

　ふっと笑ったオリヴェルの顔が近づいてくるので、セレスティアは慌ててぎゅうっと目を閉じた。優しく押しつけられたぬくもりに、身体から力が抜けていく。

「ティア」

　少し掠れて響いたオリヴェルの声に目を開けると、すぐそばにある顔にやっぱり動揺してしまう。至近距離で微笑まれて、セレスティアはその優しい表情に目を奪われた。彼の眼鏡にうっすらと、惚けたような顔をした自分が映っている。彼の目に自分はこう映っているのだろうかと、セレスティアはオリヴェルの視線を独占していることに喜びを感じる。

「オリヴェル、様」

　思わず囁くように名前を呼ぶと、眼鏡の奥の瞳が柔らかく細められた。

「少し、進めてみようか」

「え……？」

　何を進めるのか分からず、目を瞬いたセレスティアに微笑んだオリヴェルが、ゆっくりとまた唇を重ねる。その心地よさにうっとりと目を閉じかけたセレスティアは、次の瞬間小さく身体を震わせた。

　セレスティアの唇をなぞるように動く濡れた感覚。それがオリヴェルの舌であることに気づいて、思わず逃げるように身体を引いてしまう。だけど、背中と後頭部に回された手がそれを許してくれない。

「……ぁ、ん……っ」

　無意識のうちに唇から飛び出した声は、自分でも驚くほどに甘えたような響きをしていて、セレスティアの鼓動が速くなる。

「声は我慢しなくてもいい。もっと聴かせて、ティア」

「……っ、でも……ん、あっ……」

　言いかけた言葉は、オリヴェルの唇に塞がれて途切れる。喋ろうとして開いていた口の中に、彼の舌がぬるりと滑り込んでくる。その熱く柔らかな感触に、セレスティアの身体からはどんどん力が抜けていく。

　唇が離れる一瞬で必死に息継ぎをするように呼吸をするけれど、それすら奪うようにオリヴェルの舌が深く入り込んでくる。まるで食べられてしまいそうだと思いながら、同時に彼になら食べられても構わないと思う。

　口の中を確かめるように動き回る舌にセレスティアの舌をも絡め取られ、強く吸い上げられると、背筋がぞくりと震えた。だけど決して嫌ではなくて、そのぞくぞくする感覚をもっと味わいたいとすら思う。彼に与えられるその感覚を逃さないよう、セレスティアは必死にオリヴェルの服にしがみついていた。







　どれほどの時間、そうしていたのだろう。

　ゆっくりと離れていった唇をやっぱり名残惜しく思いながらも、セレスティアはくたりとソファの背もたれに身体を預けた。この場から全く動いていないはずなのに、まっすぐ座っていられないほどに消耗しているのが不思議だ。

　疲れたように目を伏せたセレスティアを見て、オリヴェルが気遣うように眉を下げた。

「すまない、無理をさせたね」

　荒くなった呼吸を整えながら、セレスティアはゆるゆると首を振った。その拍子に、瞳からはまた青い結晶がこぼれ落ちる。ソファの上にはすでにたくさんの結晶が転がり、月の光を受けてほのかに青く輝いていた。

　セレスティアの涙は、幸せな気持ちで流すものしか結晶化しない。こうしてまわりにたくさんの結晶があるということは、セレスティアがオリヴェルとのキスを幸せなものと受け止めている証。

　キスは特別な人としかしないものだと、読んだ本には書いてあった。セレスティアにとってオリヴェルは、間違いなく特別な人だ。

　だけど、オリヴェルはどうなのだろう。

　ここに来ることもきっと、聖女の心を慰めるという彼の仕事の一部だ。もしかしたらこうしてキスをすることすら誰か──恐らくはリクハルド──に命じられたことなのかもしれない。月夜の舞踏会も、誕生日を祝ってくれたことも、全てはセレスティアに幸せな涙を流させるため。

　そう分かっていても、優しく触れた唇や柔らかく微笑んで見つめる瞳は、本当にセレスティアを想ってくれていると勘違いしそうなほどに甘い。

「……ティア、どうかした？」

　黙りこくるセレスティアに気づいたオリヴェルが、微かに眉を顰めて顔をのぞき込む。

「オリヴェル様にとって、わたしは……特別、ですか？」

　思わず口からこぼれ落ちた言葉に、オリヴェルが驚いたように一瞬ぴくりと身体を震わせた。だけど、その表情はあっという間に穏やかな微笑みに取って代わる。

「もちろん、ティアは私の特別な人だよ」

　その言葉に、セレスティアは口元だけの笑みを浮かべる。だけど、心のどこかがざわめくのを感じていた。いつだって決して本心を見せないオリヴェルは、セレスティアのために優しい嘘をつくことだって笑顔でこなすだろう。セレスティアにとっては特別な意味を持つ口づけすら、彼にとっては何でもないことなのかもしれない。

　一瞬うつむいたセレスティアの頬にオリヴェルの手が触れ、顔を上げるように促された。月の光を受けて白く反射する眼鏡の向こうに、少し困ったように細められた青い瞳が見える。

「自分でもね、戸惑っているくらいなんだよ。年の離れたきみを、こんなにも特別に想うなんて」

「オリヴェル様……」

「私を信じて、ティア。本当に、きみは私にとって大切な人だよ」

　囁くように告げられた言葉は、彼の本心なのだろうか。それとも、聖女の機嫌を損ねないための打算的な優しさなのだろうか。

　心に浮かんだ疑念を、一度目を閉じることでかき消して、セレスティアはにっこりと微笑んだ。

　たとえ全てが嘘だとしても、オリヴェルに会ってこうして触れ合うことができて、セレスティアは幸せなのだから。まわりに散らばった青い涙の結晶が、それを示している。彼の本心を知って、涙が結晶化しなくなることの方が問題だ。

「わたしも、オリヴェル様はとても大切な……、特別な人です」

　心からそう告げると、優しく微笑んだオリヴェルがそっとセレスティアの身体を包み込むように抱きしめた。

「そういう可愛いことは、他の誰にも言ってはだめだよ、ティア」

「誰にも言いません。オリヴェル様だけ」

「本当に？　リクハルド殿下にも言わない？」

　揶揄うような口調に、セレスティアは小さく唇を尖らせるとオリヴェルを見あげた。

「キスは誰とでもするものではなくて、特別な人としかしないと本で読みました。エルマだってリクハルド様だって大好きだけど、わたしがこうしたいと思えるのはオリヴェル様だけです」

　きっぱりと言い切ると、オリヴェルは一瞬ハッとしたような顔をしたあと、それを誤魔化すように柔らかな笑みを浮かべた。

「ありがとう、ティア」

　優しく抱き寄せられて、セレスティアの瞳からは一雫の涙がこぼれ落ちた。結晶化せずに頬を滑ったその涙は、オリヴェルの服に染み込んで消えてゆく。

　オリヴェルがセレスティアに向ける大切な人、特別な人という言葉の裏にはきっと、聖女だから、という意味が含まれている。恐らく、決定的な言葉は言わないようにしているのだろう。それは、セレスティアに期待させないための彼の優しさだ。

　セレスティアはオリヴェルに対して恋愛感情を持って好きだと思うけれど、彼に同じ気持ちを求めてはならない。こうして優しく受け止めてもらえるだけで、充分に幸せだと思わなければ。

　だからセレスティアは、決して好きだと告げてはならない。きっとオリヴェルを困らせることになるから。

　一度強く目を閉じたセレスティアは、笑顔を浮かべるとオリヴェルを見あげた。

「オリヴェル様、お願い。もっとキスを……ください」

　思いがけず積極的なセレスティアの言葉に、オリヴェルは驚いた表情を浮かべたあと、優しく笑った。

「ティアが望むなら、いくらでも」

　慈しむように指先が頬を滑り、そっと重ねられる唇。何度も角度を変えて触れる唇の間から、するりと舌が滑り込んでくる。その熱く濡れた感触に身体が震え、体温がどんどん上がっていく。熱にうかされたような気持ちになりながら、セレスティアはオリヴェルに縋りついた。

　彼の気持ちとか自分の気持ちとか、全てを放り出して、今はこの甘く幸せな口づけにただ溺れていたい。

　キスの合間には、唇から吐息混じりの甘い声が何度も漏れる。身じろぎするたびに、瞳からは青く輝く結晶がこぼれ落ちる。

　いつしかもっともっと、とねだるように、セレスティアは自らオリヴェルに唇を押しつけていた。







「ティア、これ以上は……」

　うっとりと甘いキスに溺れていたのに、オリヴェルが突然顔を離してしまうので、セレスティアは思わず眉を下げた。やっぱり、こうすることも嫌だったのだろうか。

「あぁ、違うよティア。キスが嫌なわけではない。ただね、そろそろ我慢ができなくなりそうなんだ。私にだって、人並みに欲はあるから」

　セレスティアの表情に気づいたオリヴェルが、困ったような笑みを浮かべながら首を振る。

「我慢……、欲……？」

　言葉の意味が分からず首をかしげると、オリヴェルは小さなため息をついてセレスティアを抱き寄せた。

「──いや、私の事情だから、ティアは気にしなくていいんだ」

　この話は終わりだというようにきっぱりと言い切られて、セレスティアは戸惑いつつもうなずく。

「さぁ、そろそろ眠る時間だよ、ティア」

　ぽんぽんと、あやすように背中を叩いたオリヴェルの言葉は、先程までの甘さを含んでいない。まるで小さな子供に言い聞かせるような声音に、思わず唇が尖る。

「わたし、もう成人を迎えたんですよ。こんなに早い時間には、眠りません」

　そう言いながらも壁の時計に目をやると、いつもの就寝時間を過ぎていることに気づき、途端に眠気が襲ってくる。

　威勢よくまだ寝ないと宣言したそばから、ふぁと小さな欠伸をしてしまい、オリヴェルがくすくすと笑う。

「色々と疲れているだろうからね、早く休んだ方がいい」

　そう言って、オリヴェルの指先がそっと唇に触れる。色々と、を意味する先程までの甘い触れ合いを思い出してしまって、セレスティアの頬が赤く染まった。確かに、いつものように踊ってもいないはずなのに、酷く疲れているような気がする。

　キスというのは踊ることより消耗するものなのだなと思いながら、セレスティアは渋々うなずいた。

「分かりました。でも眠るまでは、そばにいてくださいね」

「もちろんだよ」

　優しくうなずくオリヴェルに微笑みを返して、セレスティアは着替えのために立ち上がった。




　ベッドに横になったセレスティアのそばに、オリヴェルが腰掛ける。指を絡めるように優しく手を包み込まれて、その心地よさに思わず目を細めた。

「おやすみ、ティア」

「おやすみなさい、オリヴェル様」

　握られた手のぬくもりを感じながら、セレスティアはあっという間に眠りに落ちる。

　深く静かな闇に意識が完全に沈み込む直前、オリヴェルの低い声が名前を呼び、唇に柔らかなものが触れたような気がした。








第三章　甘い触れ合い









　それからオリヴェルと会うたびに、口づけを交わすことが二人の恒例となった。リクハルドやエルマがそれを知っているかどうかは分からない。だけど、オリヴェルとキスをするたびに瞳からこぼれ落ちるほのかに青みがかった結晶は、それまでの日常とは比べ物にならないほど多い。恐らくは、涙が結晶化して更にその量も増えるというなら、その手段は問わないというのが正直なところなのだろうと思う。

　だからセレスティアは、今夜もオリヴェルとの甘いキスに溺れる。




「……ん、あ……っ」

「キスが上手になったね、ティア」

　長い口づけのあと、まだほとんど唇が触れ合う距離でオリヴェルが囁いて笑う。

　息継ぎだってうまくできるようになったし、オリヴェルの舌に応えることだってできるようになった。

　それでも、ぐったりと消耗してしまうのだけはいつまでたっても変わらない。疲れた様子を見せないオリヴェルを、セレスティアはいつも不思議な気持ちで見あげている。

　だけど、ある程度口づけを交わしたら、オリヴェルは決まってもうおしまいとでも言うように顔を背けてしまう。

　一度彼がそうしたあとは、表情は変わらず優しいのに甘い空気はかき消えてしまい、そのことがセレスティアは少しだけ不満だ。オリヴェルとこうするようになってから何だかどんどん欲張りになっているような気がして、聖女としてもっと自分を律さねばと思うものの、彼のくれる甘いキスはいくらでも欲しくなる。

　以前にオリヴェルが言っていた、我慢ができなくなるとか彼にも欲があるという言葉の意味を、セレスティアはずっと考えている。オリヴェルは、何を我慢しているのだろうか。

「ティア、何か考え事？」

　小さく首をかしげたオリヴェルが、セレスティアの顔をのぞき込んだ。その表情は先程までの甘さを一切含んでいなくて、彼の切り替えの早さにはいつも少しだけ戸惑ってしまう。

「いえ、あの……、以前にオリヴェル様が言っていたことを考えていました」

「私が？」

　きょとんとした様子で目を瞬くその表情は、いつもより少しだけ無防備に見えて、本来の彼が垣間見えるような気がする。

「えぇと、我慢をなさってるとか、欲がある……とか。わたし、オリヴェル様に何かご迷惑をおかけしていますか？」

　その言葉に、オリヴェルはぽかんと口を開いて固まってしまった。その頬が微かに赤く見えるのは、気のせいではないだろう。彼がここまで表情を変えるのは滅多にないことで、もしかして失礼なことを言ってしまったのだろうかと、セレスティアも驚いて口をつぐんでしまう。

「いや──、ティアは悪くない、から」

　何とも歯切れの悪い口調に、セレスティアは首をかしげる。

「でも、我慢できなくなるって仰ってました。わたしとキスをすることで、オリヴェル様に何か不都合があるのでしょう？」

「え、あ、それは……」

　いつも余裕のある表情を浮かべていて、こんな風に言葉に詰まるところなど見たことがない。オリヴェルにそんな顔をさせたことが妙に楽しくて、セレスティアはくすりと笑って更に詰め寄った。

「何を我慢しているのかを教えてください、オリヴェル様。わたしにできることがあるなら、何でもしますよ？」

「ティア……」

　低く呻いたオリヴェルは、ため息をつきながら手で顔を覆ってしまう。ここまで彼が困る理由が分からなくて、セレスティアはもう一度首をかしげた。

　我慢と欲という言葉から想像するに、オリヴェルには何か欲しいものがあって、それを手に入れるのを我慢しているということだろう。だけど彼の欲しいものに全く見当がつかないし、それとキスがどう繋がるのかも分からない。

　セレスティアは、今までに読んだ本を思い返してみた。物語のラストは、幸せなキスシーンで幕を閉じることが多い。ということは、オリヴェルは幸せになりたいということだろうか。

「えっと……、オリヴェル様は、幸せになりたいん……ですか？」

「うん？」

　怪訝な表情を浮かべたオリヴェルを見て、どうやら自分の見立ては間違っていたことに気づく。

「あの、ほら、お話の最後で王子様とお姫様はキスをして、そしていつまでも幸せに暮らしましたってなるでしょう。だから、オリヴェル様もそうなのかと……」

　慌ててつけ加えるように言葉を重ねるうちに、無意識にお話の中の二人をオリヴェルと自分に当てはめていたことに気づく。これではまるで、自分と一緒に幸せになりたいのかと聞いているようなものだ。

　一瞬で顔を真っ赤にしたセレスティアを見て、オリヴェルが小さくふきだした。

「そうだね、幸せに……なりたいと、思うね」

　どこか遠くを見つめるような表情で、オリヴェルが微笑む。セレスティアの勘違いを優しく受け止めてくれたけど、どうやらこれは正解ではないようだ。

　答えを探して眉を顰めたセレスティアを見て、オリヴェルはくすくすと肩を震わせる。

「ティアは本当に可愛いね」

　笑い混じりに言われても、揶揄われているようなものだ。思わず唇をむうっと尖らせてしまうと、オリヴェルがそっとそこに自らの唇を重ねた。あっという間に深まる口づけに一瞬驚いたものの、嬉しくなってセレスティアもそれに応える。オリヴェルが、一度終わりにしたキスを再開するなんて、初めてのことだ。

「んん……ふ、ぁ……」

　呼吸すら奪うように強く舌を絡め取られて、セレスティアは思わず縋るようにオリヴェルのシャツを強く握りしめた。頭がぼんやりと白く霞んで、オリヴェルのことしか考えられなくなっていく。ぽろぽろと流れる涙は、あっという間に結晶となって頬を滑り、ソファの上へといくつも転がり落ちた。

「ねぇ、ティア。キスをしたら、その先があるんだよ」

　唇を離して、それでも鼻先が触れ合うほどの距離でオリヴェルが囁く。

「キスの……その、先？」

　ぼんやりとした頭で、オリヴェルの言葉を繰り返す。キスをしたらそのあとは、何をすればいいのだろう。物語の中では、いつまでも幸せに暮らしましたとしか書いていなくて、セレスティアには正解が分からない。

「……知りたい？」

　甘い囁きは、セレスティアにうなずけと言っているよう。だからセレスティアは、以前に教えられた通り小さくうなずいたあと、ゆっくりと口を開く。

「知りたい、です。教えてください、オリヴェル様」

「いいよ、ティア」

　すぐそばにある眼鏡の奥の青い瞳が、にっこりと細められた。

　何度も口づけを交わしながら、ゆっくりとセレスティアの身体はソファの背に押しつけられた。甘く幸せなキスの先には、何が待っているのだろう。

「ティア」

　囁いたオリヴェルの手が、頬を滑り首筋を撫でたあと、胸元のリボンにかかる。そのまましゅるりと結び目を解かれて、服の締めつけが少し緩んだ。

「オリヴェル、様？」

　彼の行動の意味が分からず、セレスティアは戸惑って首をかしげる。はらりと解けたリボンのせいで、緩んだ胸元からは白いレースがのぞいている。下着を人目に晒すのがはしたないことは、さすがにセレスティアだって知っている。

　慌てて胸元を押さえようとした手をとられ、そのままソファに押しつけられてセレスティアは目を瞬いた。

「オリヴェル様、待ってください。服が……っ」

「いいんだよ、ティア。見せて」

「え……」

　混乱するセレスティアにオリヴェルは優しく笑いかけると、唇にそっと触れるだけのキスを落とした。

「キスは、唇にするだけのものではないからね、ティア」

「え、待っ……あぁ、んっ」

　囁いたオリヴェルの唇が耳に触れ、かぷりと柔く食まれる。次いで舌先が耳の形を確かめるように動くから、今まで感じたことのない感覚にセレスティアは悲鳴をあげて身体を震わせた。背筋がぞくりとするのはオリヴェルと深いキスをする時に感じるのと似ているけれど、それよりももっと激しく鋭い。

「あ、ゃ……っ、耳、だめ……っ」

　肌が粟立つようなその感覚から逃れたくて必死に身体をよじろうとするものの、オリヴェルの手がそれを阻むし、唇がどこまでも追いかけてくる。

「や……あぁっ、ふぁ……」

　耳元で響く濡れた音にも、吹き込まれる吐息にも追い詰められて、セレスティアはぎゅうっと目を閉じた。

　慣れない感覚に戸惑いはあるものの、頬を滑った涙は結晶となって転がってゆく。オリヴェルに与えられるものなら、この嵐のような感覚だって、きっと悪いものではない。

　耳に何度も口づけていたオリヴェルの唇が、結晶を追うように移動していく。首筋を滑る唇に、またぴくりと身体を震わせてしまって、オリヴェルが小さく笑った気配がした。

「ティアは、敏感だね」

　笑みを含んだ声で囁いたオリヴェルの唇が、首筋に一度口づけたあと、鎖骨付近へとおりていく。同時に指先が胸元の服を引き下げられて、隠されていた下着が露出した。白く繊細なレースに包まれたふたつのふくらみは、身の回りの世話をしてくれる同性のエルマにだってほとんど見せたことのない場所。なのに今、オリヴェルの目の前に晒されている。

「……っ、だめ、です」

　何だかとても恥ずかしくなって思わず隠そうと身を縮めようとしたら、オリヴェルの手が優しくそれを止めた。

「大丈夫。とても綺麗だよ、ティア」

「でも……っ、あ、んんっ」

　オリヴェルが胸の中央、ちょうど深い谷間になった部分に口づけを落とすから、セレスティアの言葉は甘い吐息となって消えてしまう。

「言っただろう、キスは唇にするだけではないと」

「ん、でも待ってくださ……、あぁっ」

　レースと肌の境目をなぞるように、オリヴェルの唇が動いていき、制止しようとしていたセレスティアの口からは、高い声が漏れた。

「ティアの全てを見せて」

　囁いたオリヴェルの手が、レースの下着をゆっくりと引きおろす。ふるりと震えて姿をあらわした白い肌は、月の光に照らされて内側から光を放っているようにも見える。塔から出ることのないセレスティアの肌はほとんど日焼けをしていないけれど、陽に当たることのないその部分は、更に白く見える。呼吸に合わせて微かに揺れるふたつのふくらみのその中央だけが、まるで花のように淡く色づいていた。

「……っ」

　羞恥に耐えかねて、セレスティアは唇を引き結ぶとオリヴェルから視線を逸らしてうつむいた。今、彼と目が合ったら、恥ずかしくて叫び出してしまいそうだ。

「ティア、触れてもいい？」

　囁くようなオリヴェルの声に誘われて、セレスティアはうつむいたまま、黙ってこくりとうなずく。

　優しくセレスティアの肩を撫でたあと、オリヴェルの手がそっと胸に触れる。外気に晒されて冷えた肌に、彼の指先が酷く熱く感じられた。

「……ん、ふぁ……っ」

　堪えようと思っても、吐息と共に微かな声が漏れる。視界の隅に映る、自分の胸に沈み込むオリヴェルの指先。まるで感触を楽しむかのように柔く揉みしだかれて、その場所から全身に、そわそわとした感覚が広がっていく。

　これまで誰にも見せたことのない場所を曝け出して、触れさせている。性知識の乏しいセレスティアでも、それがいけないことであろうとは、朧おぼろげながら理解している。

　だけど、オリヴェルに触れられるたびに瞳からこぼれ落ちる涙は、青くきらめきながら結晶となって転がってゆく。この涙の結晶がある限り、この行為はきっと黙認されるだろう。セレスティアの存在意義は、この結晶だから。

　たとえこの涙のためだとしても、彼がこうして優しく触れてくれるのなら何だって差し出せる。




　ふいにオリヴェルの指先が胸の中央にある色づいた場所に触れ、セレスティアは思わず声をあげた。

「ひぁ……っ、あ……や、そこ……、なに……？」

「気持ちいい？　ティア」

「え、あ……分かんな……っ」

　背筋がぞくりとするような感覚に襲われて、セレスティアは戸惑って首を振る。

「気持ちがいいと、ここはこうして硬くなるんだよ、ティア」

　ほら、と言いながら胸の先を摘まれて、セレスティアは再度高い声をあげた。

「あっ……だめ……っ！　んぅ、や……っ」

　触れられて硬くなったそこは、いつもより濃さを増して赤く色づいている。入浴の際に自分で触れても何も感じたことはないのに、オリヴェルに触れられているだけで全身が熱くなって頭の中が沸騰したような心地になる。

「可愛い……ティア」

　少し掠れたような声で囁いたオリヴェルが、その赤く色づいた場所を口に含んだ。そんなことをするのは赤子に乳をやる時だけのはずで、セレスティアの頭は混乱していく。

「あっ、あ、だめ……オリ、ヴェル様……っ」

　優しく舌先で転がされたり、時折強く吸いつかれたりするるたび、身体が震える。オリヴェルに与えられる、背筋がぞくりとするような肌が粟立つような感覚にセレスティアは翻弄された。唇からはひっきりなしに声が漏れ、瞳からは青みがかった結晶がいくつも転がり落ちていく。

　体温が上がったせいかセレスティアの白い肌はいつの間にかほんのりと上気し、しっとりと汗ばんでいた。

「ふぁ、や……も、やぁ……っ！」

　ぞくぞくと全身が震えるような感覚に、呼吸すら忘れそうなほどに溺れる。だんだんと頭の中が白くなっていき、セレスティアは堪えきれずに意識を手放した。







「……ティア」

　頬に触れる手のぬくもりに嬉しくなってゆっくりと目を開けると、顔をのぞき込んでいるオリヴェルと目が合った。

「わたし……？」

　戸惑いながら身体を起こすと、いつの間にかかけられていたブランケットが肩を滑り落ちた。

　ぼんやりと何度か瞬きを繰り返し、さっきまでのことを思い出して、セレスティアは一気に真っ赤になってブランケットに顔を埋める。オリヴェルが整えてくれたのか服は元通り着せられているけれど、ものすごく恥ずかしいことをしたような気がして、顔を上げられない。

「すまない、少し……やりすぎた」

　少し困ったようにオリヴェルが眉を下げるから、セレスティアはうつむいたまま首を振った。深いキスよりも更に刺激的で全身が痺れるようなあの感覚は、今思い出しても身体が熱くなるほどだけど、決して嫌だったわけではない。

　顔が見られないのは、恥ずかしいから。そして、もう一度あの感覚を味わいたいと思ってしまう自分が少し怖いからだ。

「平気です。ただ、あの……恥ずかしくて」

　ブランケットの隙間から目だけのぞかせて、セレスティアは小さな声でつぶやく。それでもオリヴェルの顔は見られない。視線を落とした先には彼の手があり、その指がどれほど優しくセレスティアの胸に触れたかを思い出してしまって、治まりかけていた身体の熱がまたぶり返したように広がっていく。

　再び疼いた身体に思わず無言で悶えてまたブランケットに顔を埋めたら、ふわりとオリヴェルの腕の中に包まれた。あたたかなぬくもりにまた鼓動が速くなり、瞳からあふれた涙が結晶となっていくつも転がり落ちた。

「今夜のことは、二人だけの秘密にしようか」

　耳元で囁いたオリヴェルの言葉に、セレスティアは黙ってこくりとうなずいた。こんなこと、誰にも話せない。それに二人だけの秘密という響きは、とっても親密な感じがして嬉しくなる。

「じゃあ、約束」

　小さく笑ったオリヴェルが、優しく額に口づけた。同じように唇に触れられているはずなのに、甘い空気は全く感じない。まるであやすようなその口づけに子供扱いされているような気がして少しだけ不満な気持ちが顔を出すけれど、それを押し込めてセレスティアは笑顔でうなずいた。

「そういえば、結局オリヴェル様が我慢していたことって何だったんですか？」

　ふと思い出して、セレスティアはオリヴェルを見あげる。目が合った瞬間、オリヴェルは苦笑を浮かべて首をかしげた。

「……何だと思う？」

　質問に質問で返されて、セレスティアはぱちぱちと目を瞬きつつ考える。しばらく考えても答えは出ず、困ったように眉を下げたのを見て、オリヴェルは悪戯っぽく笑うとセレスティアの頬に手を伸ばした。その指先はするりと耳へと滑っていき、くすぐるように耳たぶを撫でる。

「……ん、っ」

　先程までの甘いひとときを彷彿とさせるようなその指の動きに、セレスティアは思わず肩をすくめて身をよじった。

　そんなセレスティアの様子を楽しそうに見つめながら、オリヴェルは内緒話をするかのように顔を寄せた。

「ティアにね、こうして新しいことを教えようかどうか、迷っていただけだよ」

　耳元で囁かれた答えに納得して、セレスティアは小さくうなずいた。

　以前にダンスを教えてくれた時も、なかなかうまくステップを踏むことのできないセレスティアに、オリヴェルは優しく丁寧に教えてくれた。少しずつ新しいことを教えてもらって、今ではたくさんのステップを踏むことができる。

　きっとオリヴェルは、キスにも色々な種類があることを教えてくれたのだろう。若くして宰相の地位まで昇りつめた頭の良いオリヴェルは、人に教えることが好きなのかもしれない。

「それなら、我慢なさらずに教えてくだされば良かったのに」

　セレスティアの言葉にオリヴェルは、思わずといった様子で声をあげて笑った。彼がそんな風に笑うことなどあまりなくて、珍しいこともあるものだと驚いてしまう。

「ふふ、そうだね。では、またティアに教えてあげようか」

　まだ少し肩を震わせながらオリヴェルがそう言うから、セレスティアは大きくうなずいた。

「オリヴェル様にこうして色々と教えていただくのは、あの……すごく嬉しい、です」

　少し恥ずかしくもあるけれど、と小さくつけ加えると、優しく頭を撫でられた。その手のぬくもりに嬉しくなって笑うと、瞳から涙が結晶となってこぼれ落ちた。







　オリヴェルを見送ったあと、セレスティアはふと自分の胸を見おろした。彼に触れられ、肌を晒し、それどころかこんな場所への口づけまで受けた。

　思い出して身体が熱くなってきたので、慌てて首を振りつつも、そっと服の上から胸に触れてみる。

　やはり自分で触れても何も感じなくて、そのことを不思議に思いながらまたオリヴェルに触れられたいと考えてしまって、セレスティアは頬を押さえた。

　これまでの満たされた生活の中で、自分から何かを欲しいと思うことなどほとんどなかったのに、オリヴェルに関することだけはとても欲張りになってしまう。もっと会いたいし、もっとあの瞳に見つめられたいし、もっと触れられたい。

　ぽろりと落ちた涙の結晶を受け止めながら、セレスティアは小さくため息をついた。

　物語の中の主人公のように、オリヴェルに愛されたいと時折願ってしまうけれど、きっとそれは分不相応な望み。

　だけどこの結晶がある限り、オリヴェルはセレスティアが望むまま、甘く優しく触れてくれるだろう。それだけで充分幸せだ。

　気づかず頬を滑った涙は一雫だけ、結晶化することなくこぼれ落ちて床に消えた。
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　数日後、セレスティアのもとにリクハルドが訪ねてきた。一段飛ばしの軽快な足音も、せっかく整えた髪をぐしゃぐしゃと乱されるのも、明るい笑顔もいつもの通り。

　今日は以前に約束していた通り、うしろに楽師が控えている。初めて見る小さなハープのような楽器に、セレスティアは興味津々で身を乗り出した。

「セレスティア、こちらにおいで」

　リクハルドに促されて、セレスティアは彼の隣に腰掛ける。そして奏でられた美しい音色に夢中になって聴き入り、曲が終わる頃にはスカートの上にいくつもの結晶が転がっていた。

「楽しめたみたいだな」

　結晶を拾い上げたリクハルドが、セレスティアの頭を撫でて笑う。笑顔でうなずきながら、リクハルドに頭を撫でられても全く心が動かないことをあらためて認識する。もちろん嬉しくはあるのだけど、もっと触れてほしいとか、もっと近くに寄りたいという気持ちは全然湧かないのだ。

　やっぱりオリヴェルだけが自分にとって特別な人なのだなと思いながら、そんなことを考えているのが悟られないように、セレスティアはにっこりと笑った。

「ええ、とても素敵な演奏で楽しかったです。リクハルド様、ありがとうございます」

「それは良かった。綺麗な結晶もたくさん手に入ったし、また近いうちに何か他に楽しめるものを考えておこう」

　リクハルドが笑いながら、目尻からこぼれ落ちそうになっていた結晶に手を伸ばす。微かに彼の指先が頬を掠めて、セレスティアは一瞬身体を硬くした。こうして涙の結晶を受け止めるようにリクハルドに触れられることは今までもあった。なのに、何故か酷く警戒してしまう。

「セレスティア？」

　訝しげな表情を浮かべるリクハルドに、何でもないと笑って首を振りながら、セレスティアは胸の奥がざわめくのを感じていた。

「ん、そのイヤリングは……」

　首を振った瞬間に、耳元を飾るイヤリングに気づいたのか、リクハルドが再度セレスティアの方に手を伸ばした。

　王太子であるリクハルドがここを訪れる日、セレスティアはいつも少しだけ華やかに着飾っている。普段身につけることのないイヤリングもそのひとつで、小さな花を模した白いそれは以前にリクハルドから贈られたもの。恐らく、今日の服を見立てたエルマが気を利かせたのだろう。

「着けてくれているんだな」

「……っ、嫌っ」

　嬉しそうに笑ったリクハルドの指先が耳に触れた瞬間、背筋がぞくりとして肌が粟立つ。それを感じた時、セレスティアは思わずその手を振り払っていた。

　驚いたように目を見開くリクハルドを見て、とんでもないことをしてしまったと気づいたセレスティアは、血の気が引いていくのを感じて息をのんだ。

「あ……、申し訳ありません……！」

　慌てて頭を下げたセレスティアに、リクハルドは戸惑いの表情を浮かべながらもうなずく。こちらに伸ばされた手が行き場を失って、中途半端な位置で宙に浮いている。

「──いや、こちらこそ悪かった。驚かせたな」

　笑ってそう言ってくれるのはリクハルドの優しさだけど、セレスティアはもう一度深く頭を下げた。そして、顔を上げると耳に触れてイヤリングを見せる。

「あの……このイヤリング、とてもお気に入りなんですよ」

「あぁ、よく似合っている」

　小さく笑ったリクハルドが、宙に浮いたままの手をゆっくりと膝の上におろした。

　オリヴェルに耳に触れられた時にも同じように背筋がぞくりとしたけれど、そこには甘い喜びがあった。

　なのに、リクハルドに触れられるのは嫌で仕方がない。今まではそんなことなかったはずなのに、身勝手なこの気持ちに酷く罪悪感を覚える。こんなにも、良くしてもらっているのに。







　当たり障りのない会話をいくつか交わしたあと、リクハルドは執務に戻ると言って立ち上がった。

　扉のそばまで付き添ったセレスティアを振り返って、彼はまた近いうちに来ると約束してくれる。

「今度は、美味い菓子でも持ってきてやろう」

　優しいその言葉に、セレスティアも笑って礼を言いながらうなずく。

　その時、リクハルドがセレスティアの腕をぐいっと引き寄せた。

「……っ」

　一瞬抵抗しようと身体がこわばるものの、先程のことを思い出してセレスティアは力を抜く。そのままリクハルドの腕の中に抱き寄せられることとなり、やはり背筋がぞくりとした。

「セレスティア」

　囁いたリクハルドの手が頬に触れ、顔を上げさせられる。オリヴェルにも何度もこうされたから分かる、これはきっと口づけの合図だ。

　だけど、彼の手をまた振り払うことなどできるはずがない。震える身体を堪えて、セレスティアはぎゅうっと強く目を閉じた。

　微かなため息が耳に届いたと思ったら、額に柔らかなものが押しつけられる。唇への口づけではないことに気づいて思わず目を開けると、リクハルドの顔がゆっくりと離れていくところだった。

　驚きに目を丸くしたセレスティアの顔を、リクハルドの透き通った緑の瞳がじっとのぞき込んでいる。しばらく見つめたあと、ふっと表情を緩めたリクハルドは、小さなため息を落とした。

「……俺では結晶化しないか」

「え？」

　聞き取れなくて怪訝な表情を浮かべたセレスティアに、リクハルドは笑って首を振る。

「何でもない。……またな」

　口元だけで笑ったリクハルドが、ぽんぽんと頭を撫でて出て行く。階段をおりていく足音が遠ざかって聞こえなくなるまで、セレスティアはその場から動くことができなかった。

　額に触れたのは、恐らく彼の唇。だけどきっと親愛の証として贈られた、挨拶のようなものだ。そうに違いない。

　無理にそう思い込んで、セレスティアは額をそっと拭った。




　リクハルドのことは、好きだ。明るい笑顔も、ちょっと豪快な振る舞いも、頭を撫でる大きな優しい手も。王太子としてこの国を思う気持ちだって尊敬している。

　それはきっと、兄を慕うような気持ち。彼も同じように妹を可愛がるような気持ちでいると思っていたから、戸惑ってしまうのだ。これまで彼が、こうした触れ合いを求めたことはなかったから。

　今後、リクハルドがまた触れ合いを求めてきたら、どうすればいいのだろうか。セレスティアには、彼を受け入れられる気がしない。

　だけど、彼は王太子だ。セレスティアの気持ちなど関係なく、求められれば応えなければならないだろう。聖女として保護されているということは、きっとそういうことだ。

　無性にオリヴェルに会いたくなって、セレスティアは自らの身体を抱きしめるようにしながら、その場にうずくまった。
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　朝、セレスティアは緊張に震える手でゆっくりと窓辺に白い花を飾った。会いたくなったら窓辺に飾るようにとオリヴェルに言われたこの花を、ここに飾るのは初めてのことだ。

　リクハルドの訪問から数日。オリヴェルに会いたいという気持ちは日に日に高まり、我慢していたものの思い切って花を飾ることにしたのだ。満月までは、まだ日にちがあるから。

　だけど、窓に視線をやるたびにそわそわと落ち着かない気持ちになってしまう。オリヴェルに会いたい、会って抱きしめてもらいたい、そしてできることならあの甘い口づけを──。

　そんなことを考えてしまう自分が酷くはしたなく思えて、自己嫌悪に陥ってしまう。

　結局、昼にもならないうちにセレスティアは花を片付けてしまった。

　忙しいオリヴェルのことだ、花が飾られたことにも気づいていないかもしれない。きっとそれでいい。彼に会いたいと、そして触れ合いたいと願うことなど、聖女に相応しくない望みだ。

　心を落ち着かせるようにため息をついて、セレスティアは膝の上に広げた本に視線を戻した。

　しばらく本を読んでいると、出かけていたエルマが戻ってきた。腕にはたくさんの白い花を抱えていて、ふわりと爽やかな香りが漂ってくる。

「綺麗なお花ね、エルマ」

「お庭を通りかかったら、セレスティア様にもぜひ、といただいたんです」

　笑ってうなずきながら、エルマが花を見せてくれる。

「とってもいい香りだわ」

　明るい日差しを思わせるような爽やかな香りを吸い込んで、セレスティアは笑う。瞳からは、いくつかの涙が結晶となって頬を滑り、スカートの上に転がり落ちた。

「香水の材料にも使われることの多い花なんですよ」

　そう説明しながら、エルマが花瓶を抱え上げると窓辺へと向かった。

「あ、そこは……」

　思わず声をあげてしまい、エルマが不思議そうな顔をして振り返る。その窓は、さっきまで花を飾っていた場所。遠目から見れば、同じ色をしたこの花を合図だと勘違いしてしまうかもしれない。

「ほら、そこは少し日差しが強いんじゃないかしらと思って」

　慌てて言い訳のようにつぶやくと、エルマは笑って首を振った。

「大丈夫ですよ、この花はたっぷり日差しを浴びるのが好きですから」

「そ、そう……」

　花を窓辺に飾ってほしくない理由をそれ以上見つけられず、セレスティアは黙ってうつむいた。朝のうちに実際オリヴェルに会いたいと合図を送っていたのだから、結果的には同じだと思うものの、やはり忙しいオリヴェルを呼びつけることに対する罪悪感が少しある。

　結局花は窓辺に飾られたまま、部屋の中に清々しい香りを振り撒いていた。







　そして夜。セレスティアは寝支度を整えたものの、そわそわとした気持ちでずっと部屋の中を歩き回っていた。

　すでにエルマは塔をおりているので、うろうろと落ち着きのないセレスティアを気にする者は誰もいない。

　オリヴェルは、窓辺の花を見ただろうか。セレスティアの呼び出しに、彼は応えてくれるのだろうか。

　少し落ち着こうとソファに座ってみたり、やっぱり階段そばに行ってみたりと、何度も移動を繰り返す。

　そのうち就寝時間が近づいてきて、規則正しい生活を送っているセレスティアは眠気を感じて思わず欠伸をした。

　忙しいオリヴェルのことだ、きっと来られないのだろうと小さくため息をついてのろのろと寝室へ向かおうとした時、階段を登ってくる足音が聞こえてきた。セレスティアは小さく息をのんで、思わず扉の前に駆け寄る。

「ティア？」

　小さなノックのあと、呼びかけられた低く優しい声。

　嬉しくて震える手を堪えながら、セレスティアはゆっくりと扉を開ける。

「こんばんは、オリヴェル様。お忙しいのに、ごめんなさい」

「ティアが初めて会いたいと言ってくれて、嬉しかったよ。だけど、遅くなってすまなかったね。もう寝るところだった？」

「まだ平気です。眠くないから」

　今日こそ絶対に欠伸はしないと決めて、セレスティアは笑う。さっきまでは少し眠たかったけれど、オリヴェルに会えたことで眠気はどこかにいってしまったようだ。

　オリヴェルは優しく微笑むと、セレスティアをそっと抱き寄せてくれた。外気を纏ってひんやりとした身体に包まれて、熱くなっていた頬が少しずつ落ち着いてくる。

「ティアが会いたいと望んでくれたのは嬉しいけれど、表情が晴れないみたいだ。何かあった？」

　会えた嬉しさでこぼれ落ちた涙の結晶を受け止めながら、オリヴェルが小さく首をかしげて顔をのぞき込む。やはり彼には、どんなに触れられても嫌だと思わない。それどころか、もっと触れてほしくなる。

「何もないです。ただ、オリヴェル様に会いたかっただけ」

　セレスティアは、顔を隠すようにオリヴェルの胸に顔を埋めた。そっと背中を撫でるぬくもりに、また涙があふれる。

　セレスティアにとって、たった一人の特別な人。

　我儘を言って呼び寄せたのに、こうして笑って受け止めてくれる優しい人。

　だけど、セレスティアが向ける想いは、決して同じように返ってはこない。

　分かっていても、こうして優しく抱きしめることすら彼の仕事のうちなのだろうと思うと、時々胸が苦しくなる。以前は、ただ会えるだけで満足だったのに。




「可愛いことを言ってくれるね、ティア」

　抱きしめる腕が強くなり、耳元で嬉しそうな声が囁いた。そのまま顎を掬い上げられ、優しい口づけが降ってくる。

「ん……オリ、ヴェル様」

　滑り込んできた舌に思わず声を漏らすと、薄いレンズの向こうでオリヴェルの瞳が細められた。

　しばらくの間甘いキスに夢中になったあと、オリヴェルがそっと顔を離す。

　はふ、と少し荒くなった呼吸を整えていると、優しく肩を叩かれた。

「さぁ、もう休むところだったんだろう。眠るまでそばにいるから」

　寝室へ行くように促されて、セレスティアは小さく唇を尖らせる。せっかく会えたのに、まだ足りないのに。

「まだ、眠くないです」

　我儘を言うように首を振ると、オリヴェルが微かに困ったような表情を浮かべた。そのことに少しだけ胸が疼くけれど、セレスティアはまだ離れたくないという気持ちを込めてオリヴェルを見あげる。

「眠くなるまで、もっとキスをしてくれますか？」

「もちろん。ティアが望むなら、何度でも」

　穏やかに笑ったオリヴェルが、セレスティアの身体を抱き上げた。そしてまるで宝物のようにそっとベッドへとおろされて、額に柔らかな口づけまでもらった。

　嬉しくてこぼれ落ちた涙の結晶を、オリヴェルが受け止めて、愛おしそうに撫でた。

　ベッドの上に腰掛けて、何度も唇を触れ合わせるだけのキスを落とされる。その優しいぬくもりは嬉しくはあるのだけど、セレスティアの身体はその先を望んでしまう。だけど、それを自分から言い出すのは少し恥ずかしい。

　言葉の代わりに、ねだるように舌を差し出してみても、オリヴェルは積極的に応えてくれない。

　いつものような甘い雰囲気にならないよう、拒まれているような気がして、だんだんと悲しくなってくる。

　だって、もっと甘い口づけが欲しいのもキスのその先が欲しいと思っているのも、自分だけだという事実を突きつけられるから。

　思わず瞳からこぼれ落ちた涙は結晶化せずに頬を滑り、ぽたりぽたりとシーツの上にいくつもの染みを作っていく。

「……ティア？」

　驚いたように顔を離したオリヴェルが、瞳に溜まる涙を見て慌てたように指先で拭う。

「どうして泣いているの、ティア」

　慌ててうつむこうとしても、オリヴェルの手がそれを許してくれない。結晶化しない涙の雫が、いくつも瞳から流れては、顎をつたって落ちた。

　小さくしゃくりあげて、セレスティアは黙って首を振る。こんなぐちゃぐちゃの心の内を、オリヴェルに知られたくない。ただ会うだけでは、そして優しい触れ合いだけでは足りないと思う、こんな浅ましい気持ちを。

「何でも……ない、です」

　搾り出した声は不安定に歪んでいるし、あふれる涙も止まらない。

　どう見ても何でもないとは言えない状況に、オリヴェルが小さく名前を呼ぶと抱きしめてくれた。

「ティアは、また何か我慢をしているね。私じゃ、ティアの望みは叶えられない？」

　あやすように背中を撫でながら、オリヴェルが囁く。

　首を振った拍子にこぼれ落ちた涙は、彼の上着にいくつも吸い込まれていく。

「教えて、ティア。何が欲しい？　何を望んでる？」

　セレスティアの願いなんて、ひとつしかない。だけど、それを口にすることはできない。

　ただ黙ってしゃくりあげるセレスティアの涙を拭いながら、オリヴェルは優しく顔をのぞき込んだ。

「また、花束を贈ろうか。ティアの瞳と同じ、紫色をした宝石でもいいね。それとも、美味しいお菓子がいいかな」

　きっとオリヴェルからなら何をもらっても嬉しいだろうけれど、今セレスティアが欲しいものは、それではない。

「違う……」

　思わずつぶやくと、眼鏡の奥の瞳がふっと細められた。

「じゃあ、ティアが欲しいのは何？」

　もう一度問われて、セレスティアは一度唇を噛むと、勢いよく顔を上げた。そして、そばにあるオリヴェルの頬に手を伸ばして引き寄せると、そのまま唇を重ねた。

　一瞬驚いたように目を見開いたオリヴェルだったけれど、突然押しつけられた唇を黙って受け入れてくれている。背中に回された腕も優しく抱きしめてくれているのだけど、セレスティアはまだ足りないという思いを込めて、更に強く唇を押しつけた。

「……ティア」

　一瞬唇が離れた時に、オリヴェルが囁く。その声は少しうわずっているようで、いつも冷静な彼を動揺させたことにセレスティアは少しだけ満足する。

「もっと……」

　小さく囁いて更に深い口づけをねだると、オリヴェルの身体は驚いたように一度ぴくりと震えた。だけど、次の瞬間にはセレスティアも戸惑うほどに強く舌を絡められる。

「ぁ……んん、ぅ」

　呼吸さえも奪われそうな深いキスに、オリヴェルの服を掴む指に力がこもる。それとは反対に、くたりと力の抜けた身体はゆっくりとオリヴェルの手によってベッドの上に倒された。のしかかるようにしてセレスティアの身体をベッドに押さえつけている彼の顔は、今まで見たことのない表情を浮かべていた。冷たくも見える眼鏡の奥の青い瞳は、何か言いたげにセレスティアを見おろしている。

「もっとして、オリヴェル様」

　何かに迷っているようなオリヴェルを見あげて、セレスティアは深く甘い口づけの続きをねだる。

　一瞬躊躇ったように見えたオリヴェルは、何かを振り払うように小さく首を振ったあと、優しい笑みを浮かべた。

「それが……ティアの望みなら」

　与えられる深いキスは、頭の奥が痺れそうなほどに甘い。慈しむように髪を撫でられ、オリヴェルの指先に自分の銀の髪が絡んでいるのが嬉しくなる。

　時折吐息混じりの声を漏らしながら、セレスティアはひたすらうっとりとキスに溺れた。

　やがて、頭を撫でていた手がゆっくりと首元を滑り、胸のボタンに触れる。ぷつり、ぷつりとボタンが外されて、緩んだ胸元から冷たい空気が入り込んでくる。

　頬に一度、触れるだけの口づけを落としたあと、オリヴェルの唇が少しずつ移動していく。耳をなぞり、首筋を何度も啄むようにしながらだんだんと胸へと近づいていくから、セレスティアは思わず期待に息を詰めた。

「あっ……は、ぁっ……」

　柔らかくてあたたかなオリヴェルの舌が胸元の肌と下着のレースの境目をゆっくりとなぞり、セレスティアは思わず小さな声を漏らした。

「怖くない？　ティア」

　囁くように問われて、セレスティアは首を振った。そして、ゆっくりと震える唇を開く。

「平気、です。もっと……して、ください」

　羞恥心はあるものの、これを望んだのはセレスティアだ。目を逸らさずにそう告げると、オリヴェルの青い瞳が濃く色を増したような気がした。

「じゃあ、全てを委ねて、ティア。だけど、怖くなったら……すぐに教えて」

「オリヴェル様がすることに、怖いことなんて、何もないです」

　微笑みを浮かべて見あげると、オリヴェルが微笑んでそっと頭を撫でてくれる。そして一度額にキスを落としたあと、その唇はまた胸へとおりていった。

　同時にレースの下着も引きおろされて、ふるりと揺れてこぼれ出た胸に、オリヴェルの指先が沈む。先日教えられたように、胸の先はすでに硬く尖っていて、セレスティアの身体が快楽を得ていることを教えてくれる。

「あ……、ぁんっ」

　赤く色づき、いつもより濃さを増したその場所を口に含まれて、セレスティアは自分でも驚くほどに甘い声をあげた。ぬるりと動く舌の感触も決して嫌なものではなくて、身体の奥が熱くなるような、もっと欲しくなるような感覚。

　これが気持ちいいということなのだと理解しながら、セレスティアはそれを伝える代わりにオリヴェルの身体を強く抱き寄せた。







　オリヴェルにキスの先をねだってから、どれほどの時間が経ったのだろう。恐らくいつもの就寝時間は大幅に過ぎているはずだけど、眠気は一向に訪れない。そのかわり、眠気とは別に頭の中がふわふわと靄がかかったようになっている。

　何度も何度も胸の先を吸われ、指先で摘まれて、そのたびに身体が熱くなっていく。ふたつのふくらみを優しく揉みしだく手のぬくもりも、色々な場所に落とされる口づけも、嬉しくて幸せでたまらない。

　吐息混じりの声と共に、瞳からこぼれ落ちるのは、青い結晶。オリヴェルに触れられるたびに、きらきらと輝きながらシーツの上に転がってゆく。

　ふと気がつけば、寝衣のボタンは胸の下あたりまで外され、裾は大きく捲れ上がって、白い肌が月の光に照らされていた。

　さすがにはしたない格好だと、慌てて身体を丸めようとしたセレスティアの肩を、オリヴェルが優しく掴んで止める。

「ティア、怖い？」

　そっとのぞき込んだ青い瞳は、まだ少し迷っているように見える。

　ここで怖いとうなずけば、きっとこの甘いひとときは終わるだろう。だから、セレスティアは笑って首を振った。まだ終わらせたくないから。

「大丈夫です。だからもっとください、オリヴェル様」

「ティアが、望むなら」

　まるでそう自分に言い聞かせるようにつぶやいて、オリヴェルの手がまた胸に触れる。それだけでセレスティアの身体は小さく震え、鼓動も呼吸も速くなっていく。

　胸を優しく弄んでいたオリヴェルの手が、ふいにするりと肌を滑り、はだけてあらわになっていた腰を撫でた。

「ひゃ……んっ」

　肌が粟立つような感覚に、セレスティアは思わず身体を震わせ、高い声をあげた。オリヴェルの指先は、腰のところで結ばれた下着の紐にそっとかけられる。

　微かな衣擦れの音と共に下半身がほんのり頼りなく感じて視線をやると、下着の紐が片方解かれていた。

「ま、待ってください、あの、これは……」

　さすがにこんな場所を人目に晒したことはなくて、セレスティアは慌てて肌を隠そうと身体をよじる。だけどそれを、オリヴェルの手がそっと止めた。

「ティアは、嫌？　やめる？」

「えっと、あの……」

　セレスティアは言葉に詰まって首を振る。嫌ではないけれど、自分でもほとんど触れたことのない場所だし、何より排泄する場所だ。人前に出すものではないことくらい、分かる。

　戸惑いの表情を浮かべるセレスティアを見て、オリヴェルは優しく微笑んだ。そしてなだめるように頭を撫でたあと、片手がそっと下着の中へと侵入してくる。

「……っ」

「あぁ、良かった」

　誰にも触れさせたことのない場所に指先が当たり、びくりと身体を硬くしたセレスティアとは反対に、オリヴェルはどこか嬉しそうな表情で小さく笑った。

「ティア、分かる？　気持ちがいいと、ここはこうして濡れるんだ」

「え……？」

　意味が分からず目を瞬くセレスティアの前に、オリヴェルは自らの指を差し出した。とろりとした蜜のようなものにまみれたその指先を、思わず凝視してしまう。

「これは、ティアが気持ちよくなっている証だ」

　オリヴェルの表情は優しくて、それが悪いものではないと教えてくれているよう。だから、セレスティアは小さくこくりとうなずいた。

「ちゃんと気持ちよくなれて偉いね、ティア」

　頬を撫でられ、慈しむようにこめかみに口づけを落とされたあと、オリヴェルの唇が胸元へと移動する。と同時に、指がまた下着の奥へと潜り込んできた。

「あ……待っ、オリヴェルさ、ま……っ」

　ぬるりと滑る感覚と、思わず逃げ出したくなるような背筋の震えに、セレスティアは悲鳴をあげてオリヴェルを制止する。嫌悪感はないけれど、未知の感覚に飲み込まれそうな気がして、少し落ち着いて呼吸する時間がほしい。なのにオリヴェルの指は、セレスティアの秘められた場所をどんどん暴いていく。

　びくりと身体を跳ねさせたのは、驚きと、それからぞくりとするような感覚のせい。それが気持ちいいという意味であるということを、セレスティアはすでに知っている。

　だけど、胸への口づけを受け止めるだけでも精一杯だったセレスティアにとって、それ以上の快楽は未知のもので少し怖い。

「ん……っ、待っ……待って、くださ……」

　オリヴェルを止めなければと思うのに、彼の唇と指が触れた場所から全身に広がるそわそわとした感覚に翻弄されて、力が入らない。

　背筋がぞくぞくする感覚に流されそうになりながら、セレスティアは必死で首を振る。少しでも気を抜けば、嵐のような快楽の波に飲み込まれてしまいそうだ。

「大丈夫、ティア。そのまま身を任せてごらん」

　優しい声が聞こえるけれど、それに答える余裕すらない。何度も何度も、確かめるようになぞる指の動きに合わせて、セレスティアの身体はびくびくと震える。

　下からゆっくりと撫で上げるように動いていた指先がある一点に触れた時、激しい電流のようなものが全身に走って、セレスティアはひときわ高い声をあげて身体を跳ねさせた。

「や、だめ……！　そこ……っ、あぁっ！」

「ティア、大丈夫だから」

　オリヴェルが囁きながら、肩を撫でて抱きしめてくれる。そのぬくもりにほっとしたのもつかの間、指先がまた同じ場所をそっと撫でる。

「……痛い？」

　ぴくりとまた震えたセレスティアの顔をのぞき込んで、オリヴェルが囁く。

「痛くない……けど、何か変……っ」

　ふるふると首を振って、だけど自分の身体の反応に戸惑いを隠せず、セレスティアは涙目になりながらオリヴェルを見あげた。

　堪えきれずに勝手に跳ねる身体も、それと同時に身体の奥底に何か熱いものが溜まっていくような感覚も、これまでセレスティアが経験したことがないものばかり。オリヴェルがくれるものが悪いことであるはずないし、こぼれ落ちる涙は次々と結晶化していくから嫌なはずはないけれど、それでも未知の感覚に対する本能的な怖さはある。

「大丈夫。ここはね、ティアがとても気持ちよく感じる場所だ。だけど刺激が強いから、そっと触ろうね」

　セレスティアを優しく抱き寄せながら、オリヴェルの右手の指先は敏感なその場所を何度も撫でるように動く。

「ふぁ……っ、あ、んんっ」

「ティア、気持ちいい？」

　すぐそばで囁くように問われて、セレスティアはこくこくとうなずいた。オリヴェルの指先に、敏感な場所を優しく押し潰すように触れられると、とても気持ちがいい。だけど気持ちがよすぎてどうにかなってしまいそうで、逃げ出したくもなる。

「やぁっ……ぁ……、んぅ………」

　襲いくる激しい快楽に跳ねた身体は強く抱きしめられ、声をあげようとした唇はなだめるようにキスで塞がれた。

　お腹の奥に溜まった熱いものが、今にも爆発しそうだ。舌を絡める深いキスをした時よりも、胸に触れられた時よりももっと、頭の中が真っ白に染まっていく。

「もう……だめ、あぁ……っ」

　言葉にならない吐息混じりの声をあげながら、セレスティアはオリヴェルの腕の中でがくがくと身体を震わせた。







「……ティア」

　耳元で響くオリヴェルの声に、セレスティアは呼吸を整えつつゆっくりと目を開けた。あまりに激しい感覚を受け止めたせいか、身体に力が入らない。

「ティア、大丈夫？」

　まだ時折小さく身体を震わせながら、セレスティアは小さくうなずいた。

「すまない、ちょっとやり過ぎてしまった」

　申し訳なさそうに頭を下げたオリヴェルに、平気だと首を振って身体を起こそうとしたセレスティアは、シーツの上に散らばる青い結晶を見て思わず目を瞬いた。これまで流したものよりも、ひとまわりほど大きな結晶がいくつも転がっている。こんなに大きな結晶は、今まで見たことがない。

　頬をつたう涙が青く染まることも、これほどまでに大きな結晶となることも、どちらもオリヴェルに触れられた時だけだ。彼のくれる快楽が、この結晶を作り出しているのだろうか。

　もう一度オリヴェルに触れてもらって確かめたい気持ちはあるけれど、身体が怠くてたまらない。

　乱れた服を直して、疲れたように目を閉じて息を吐いたセレスティアを見たオリヴェルが、そっと抱き寄せてくれた。

「そろそろ休もうか、ティア。少し夜更かしをさせてしまった」

「眠るまで、そばにいてくれますか？」

　欠伸を噛み殺しながらそう言うと、もちろんとうなずいたオリヴェルの唇がそっと額に押し当てられる。そのまま横になるよう促され、まるで寝かしつけるように胸をぽんぽんと叩かれて、子供じゃないのにと不満に思うものの規則的なその振動に眠気を誘われて抗えない。

「また次も……、キスを、してくださいね」

　半分眠りに落ちながら囁くと、閉じかけた目蓋の向こうでオリヴェルが優しく微笑むのが見えた。

「いいよ、ティア。おやすみ」

　もう一度額に触れた唇のぬくもりを感じながら、セレスティアは今度こそ意識を手放した。





◇






　オリヴェルに触れられて、セレスティアは快楽というものを覚え、頭が白くなって身体が勝手に震えるような感覚が達するということであるとも教えてもらった。

　セレスティアの予想通り、オリヴェルに触れられて快楽を得た時に流す涙の結晶は、それまでのものより大きい。どうせなら大きいものの方が良いということなのか、オリヴェルは以前より頻繁にセレスティアのもとを訪れるようになった。

　その目的が涙の結晶であると分かっていても、オリヴェルに会えるのは嬉しい。彼はいつだって、セレスティアに優しく甘く触れてくれるから。決して涙が目的だとは語らず、まるで恋人のように振る舞ってくれるオリヴェルの優しさに、セレスティアはいつまでも甘えている。




　そして今夜も、セレスティアはオリヴェルの指と唇が与えてくれる快楽に溺れる。

「ふ、ぁ……んんっ……」

「ティア、気持ちいい？」

　囁きながら耳元に口づけられて、セレスティアはぞくりとする感覚から逃れるように肩をすくめた。

「逃げたらだめだよ、ティア。ほら、気持ちがいいならちゃんと私にも分かるように教えてくれなくちゃ」

「あ……ん、気持ちいい、です……っあ、オリヴェルさまに触られるの、好きなの……っあぁん」

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、セレスティアは切れ切れに訴える。うしろからオリヴェルに抱きしめられるような体勢で彼の胸に背中を預けて座っているから、振り返らないと顔を見ることができない。言われたようにちゃんと気持ちがいいのだと伝えたいのに、オリヴェルの唇が耳を食み、指先が秘部を撫で上げるから、うまく言葉にすることができない。

　必死にオリヴェルの顔を見あげると、眼鏡の奥の青い瞳が甘く細められてセレスティアを見つめていた。

「可愛いね、ティア」

　微笑んだオリヴェルが、優しい声とは裏腹に少し強く胸の先を摘む。同時に、蜜にまみれた敏感な花芽も指先で押し潰すようにされて、セレスティアは高い声をあげて全身を震わせた。




　呼吸を整えつつ力の入らなくなった身体をオリヴェルの胸にぐったりと預けると、うしろから労わるように抱きしめられる。そのぬくもりが嬉しくて、セレスティアは乱れた服を整えながら微笑んだ。

「少し休もうか」

　身体を清めたあと、額に口づけを落としてオリヴェルが柔らかく笑う。そしてサイドテーブルの上に置いた水差しを取ると、グラスに注いだ。

「ほら、ティア」

　差し出されたグラスに手を伸ばそうとするものの、ぐったりとした身体には力が入らず、腕を上げるのも億劫だ。

　それに気づいたのか、オリヴェルは小さく笑うとグラスをセレスティアの口元に近づけようとして、ふと何かを考えるように動きを止めた。

　喉が渇いていたセレスティアは、水を求めてゆっくりと重たい腕を上げた。その指先が届く前に、グラスは何故かオリヴェルの口元に運ばれてしまう。

「……あ」

　欲しかったのに、と少し不満な声を漏らした瞬間、オリヴェルがグラスの水を口に含んだままセレスティアに顔を近づけた。

「ん……ぅ」

　重ねた唇の間から、水が流れ込んでくる。少しぬるくなった水は、普段飲んでいるものよりもどこか柔らかくて甘い。

　こくりと喉を鳴らしてセレスティアが水を飲み込んだことを確認して、オリヴェルがゆっくりと唇を離した。

「もっと？」

　ほとんど吐息のような声で囁かれて、セレスティアは小さくうなずく。それに満足したようにうなずいて、オリヴェルはもう一口水を含むとまた唇を重ねた。

　グラスの水がなくなるまでそれを繰り返して、セレスティアはまたぐったりとオリヴェルの身体にもたれかかった。水を飲んだだけのはずなのに、さっきよりもっと身体に力が入らなくなってしまった。

　シーツの上には結晶がいくつも転がっていて、月明かりを受けて青く輝いている。それを見つめながら、セレスティアは抱きしめてくれるオリヴェルの腕にそっと手を添えた。

「ティア、疲れた？　そろそろ寝ようか」

　顔をのぞき込んでそう言ったオリヴェルを見あげて、セレスティアは首を振った。

「もっと、してください」

「ティア」

　驚いたように目を見開くオリヴェルの表情に、少しだけ困惑の色が浮かぶ。いつも穏やかな笑みを浮かべていてあまり表情を変えないオリヴェルだけど、ずっと見てきたセレスティアは彼の些細な表情の変化を見分けることができる。きっとオリヴェルは、気づいていないけれど。

「でもティア、もう疲れているだろう。時間も遅いし、そろそろ休まないと」

　優しく笑ってセレスティアをのぞき込むその表情は、先程までの甘さを含んでいない。まだ就寝時間にはなっていないし、もっと夜遅くまで触れ合ったことだってあるはずなのに。

　いつも甘い快楽を与えてくれるオリヴェルは、一度か二度セレスティアが達すると、もうおしまいだと言うように身体を離してしまう。確かに快楽を受け止めることはすごく消耗するけれど、嫌なわけではないのに。

「疲れてないし、眠くもないです」

　セレスティアは頑なに首を振ると、オリヴェルの手をとって自らのお腹に当てた。

「もっと、欲しいです。なんだかお腹の奥が熱くて、足りないの」

「ティア……」

　今度こそはっきりと困惑の表情を浮かべて、オリヴェルはセレスティアを見つめる。我儘を言って困らせていることは分かっているけれど、熱く疼く身体を持て余しているのは事実だ。この熱はきっと、オリヴェルに触れてもらわないと治まらない。

　小さく熱い吐息を漏らしたセレスティアを見て、オリヴェルはため息をつきながら指先で眼鏡を押し上げた。眼鏡の奥の青い瞳は、再び優しい表情を浮かべている。

「本当にティアは……、無邪気にそういうことを言うんだから」

　セレスティアのお腹を撫でるように触れて、オリヴェルは小さく笑った。

「ここ？　お腹の奥が疼く？」

　囁くように問われて、セレスティアはこくりとうなずいた。物足りなく感じるのは、きっと蜜をこぼす場所の更に奥。そこに彼の指を受け入れたことは何度かあるけれど、圧迫感ばかりでほとんど快楽を得ることができなかったせいか、いつもオリヴェルは胸と秘部にある花芽を優しく愛撫してくれる。それ以外の方法で、どうすればこの身体の空白を埋められるのか、セレスティアには分からない。

「ティアは聖女様だからね。純潔を失うわけにはいかないだろう」

　ゆっくりとセレスティアをベッドの上に押し倒しながら、オリヴェルが言う。髪を撫でた手が首筋を滑り、胸の谷間をつうっと撫で上げるから、セレスティアは思わず小さな吐息を漏らした。

「だから、今はまだこうして気持ちよくなるだけにしておこうね」

　服の中に滑り込んだ指先が、胸の先をくすぐる。先程の余韻か、それとも再度触れられるのを待ち焦がれていたからか、そこはすでに固く尖っていた。

「……っ、んんっ」

　鼻にかかった声をあげたセレスティアを見おろして、オリヴェルがくすりと笑う。

「敏感で、すぐにこんなに蕩けてしまうティア、本当に可愛いね」

「あ、ふぁ……んっ」

　オリヴェルの指先が与える快楽に声をあげながら、セレスティアは純潔を失うとはどういう意味なのだろうかと頭の隅で考えていた。

　聖女は清らかでなければならない。それは何度か聞いたことがある。だからセレスティアは、日々慎ましく生きている。

　こうしてオリヴェルに秘められた場所を許していることは、きっと清らかな行いではない。だってこんなこと、誰にも言えないから。

　だけど、セレスティアが涙を結晶化させる限りはこの行為だって許される。リクハルドの命を受けてここへ来ているはずのオリヴェルは、きっと許される範囲内での触れ合いをしているはずだ。彼の手によって、セレスティアは純潔を失わないよう守られているのだろう。お腹の奥で疼くこの熱を鎮めることが、その手段が、純潔を失うということなのだろうか。

「ティア、考え事？」

「や、ぁんっ」

　セレスティアの思考は、オリヴェルが胸の先をきゅっと摘んだことで霧散する。思わず見あげると、眼鏡の奥で青い瞳が悪戯っぽく細められていた。

「私のことだけ考えていて」

「……っあ、オリヴェル様だけ、です」

「うん、いい子だね」

　満足げに笑ったオリヴェルの手が身体の側面を滑り、今度は下着の中に入り込んでくる。すでにそこは再び熱くぬかるんでいて、オリヴェルに触れられるのを待ち望んでいる。

「は……、こんなにとろとろに蕩けて。そんなに触ってほしかった？　ティア」

　オリヴェルが指を動かすたびに、くちゅくちゅと濡れた音が響く。花芽に触れられると痺れるような快楽が全身を覆い、セレスティアはあっという間に達してしまう。

　大きく身体を震わせたあとぐったりと力の抜けたセレスティアを、オリヴェルが労るように抱きしめた。まるでぐりっと腰を押しつけられるように密着して、そのぬくもりと腕の強さに思わず吐息が漏れる。と同時に太腿のあたりに何か硬いものが当たっていることに気づいて、セレスティアは息を荒げながらもオリヴェルを見あげた。

「ん、オリヴェル様、脚に何か当たって……」

「……っ、すまない」

　その言葉に、慌てたようにオリヴェルが身体を離す。視線を逸らした横顔は、微かに赤い。

「えっと、何が……」

　セレスティアは戸惑って瞬きを繰り返した。当たった場所から察するに、あの硬いものがあるのは彼の下半身。騎士のように帯剣はしていないだろうから、護身用のナイフでも持っているのだろうか。

　何が隠されているのか暴こうとじっと見つめるセレスティアの視線に気づいたのか、オリヴェルが身体を起こして更に距離をとる。

「少し頭を冷やしてくる。ティアは先に休んでいて」

　また戻ってくるからと言い置いて、オリヴェルは浴室の方へと姿を消した。何があったのだろうと不思議に思いつつも、立て続けの絶頂はセレスティアの体力を大きく奪ったらしく、急激に眠気が襲ってくる。

　オリヴェルの消えた扉の向こうを見つめながら、セレスティアはいつの間にか眠りに落ちていた。







　翌朝目覚めた時には当然オリヴェルの姿はなく、おやすみの挨拶ができなかったことを少しだけ残念に思いながらセレスティアは身体を起こした。

　乱れたまま眠りに落ちたはずの寝衣は綺麗に整えられているし、シーツの上やベッドの下に転がっていたはずの結晶も集められてテーブルの上に置かれている。グラスからあふれてこぼれ落ちそうなほどの結晶は、いつもより多くの触れ合いをしたからだろうか。

　目をこすりつつベッドからおりたセレスティアは、喉の渇きを感じてそばの水差しへと手を伸ばす。途端に思い出すのは、昨晩オリヴェルに口移しで水を飲ませてもらったこと。

　熱を持った頬を押さえながら、セレスティアはうるさい鼓動を落ち着かせるように水を一気に飲み干した。熱くなった身体に染み渡っていくような冷たさは心地がよいけれど、同じ水なのにやはりオリヴェルに飲ませてもらった時の方が甘く感じるなと思いながら、セレスティアは小さくため息をついた。




　着替えて寝室を出たところで、ちょうど起こしに来たエルマと出会った。その手には数冊の本が抱えられている。以前に続きが読みたいとセレスティアがねだった本を、持ってきてくれたらしい。

「遅くなりましたが、以前にお話していた本です。少し前に出た最新刊もお待ちしましたから、ぜひ感想を聞かせてくださいね」

「わぁ、楽しみにしていたの。ありがとう！」

「私はもう読み終えてますから、ゆっくりどうぞ」

「嬉しい！　今日は何も予定はなかったかしら。朝食を食べたらすぐにでも読みたいわ」

　宝物のように本を抱きしめてそわそわとするセレスティアを見て、エルマがくすくすと笑う。そして、少しだけ困ったような顔をした。

「申し訳ないのですが、本日は午前にドレスの採寸、午後にはリクハルド殿下の訪問が予定されています」

「う……、そう、だったわね。残念だけど仕方ないわ」

　セレスティアも眉を下げつつ、小さくうなずく。短い夏が終われば、もうすぐ建国祭だ。一年に一度、その時だけはセレスティアも塔から出て聖女として国民に挨拶をすることが求められる。そのためのドレスの採寸と、式典の打ち合わせのためにリクハルドが来ることは以前から決められた予定なので、セレスティアの我儘で変更することはできない。

　それでも名残惜しそうに本を見つめるセレスティアを見て、エルマが優しく肩を撫でた。

「一冊だけ、そばに置いておきましょう。そうすれば、ちょっとした時間に読むことができるでしょう？」

「ありがとう、エルマ！」

「ですが、朝食が先ですよ。しっかり食べて身支度を整えたら、採寸の時間まで読書ができますからね」

「分かってる！　急いで、だけどちゃんと優雅に食べるわ」

　ぴしりと背筋を伸ばしてそう宣言すると、エルマも笑ってうなずいてくれた。







　朝食を終え、いつものように髪を編んでもらったあと、セレスティアは本を持っていそいそとソファへ移動した。採寸のために仕立屋が来るまでは、読書を楽しめそうだ。

　早速本を広げたセレスティアを見て、くすくすと笑いながらエルマがお茶を淹れてくれる。集中できるようにと気遣ってか、何かあれば呼ぶようにと言い残して彼女は隣室へと下がっていった。

　夢中でページをめくっていたセレスティアは、とあるシーンでふと手を止めた。甘く切ないラブストーリーに胸をときめかせていたけれど、どうやらこの本は今までセレスティアが読んできたものとは少し内容が違うようだ。

　これまでセレスティアが楽しんでいた本は、口づけをして愛を誓っておしまいだった。だけど、この本はキスのその先が語られている。自分がオリヴェルと経験したような甘く深い口づけが詳細に描かれていて、思わず昨晩のことを思い出して頬が熱くなる。

　心を落ち着かせようと一旦本を閉じて、セレスティアは大きく息を吐いた。

　何度か深呼吸を繰り返したあと、再び本を開く。

　時折、熱を持った頬を手で仰いでみたりしながら文字を追っていると、次のシーンでセレスティアの手は完全に止まってしまった。

　それは、甘いキスを交わした二人が抱き合った状態で、ヒロインの女性が脚に硬いものが当たっていると訴えるシーン。昨晩の状況と全く同じで、セレスティアの鼓動が速くなっていく。

　恐る恐るその先を読み進めたセレスティアは、ぱたんと本を閉じると頬を押さえた。発熱したかと思うほどに、顔も身体も熱くてたまらない。

「──そろそろ時間ですよ、セレスティア様？」

「きゃあぁっ!?」

　ぼんやりとしていたら、エルマに声をかけられて思わず悲鳴をあげてしまう。驚いた様子の彼女に、集中して読んでいたからびっくりしただけだと慌てて告げて、セレスティアは熱を振り払うようにぷるぷると首を振った。

　仕立屋の到着を待つ間、セレスティアは読んでいた本のシーンを思い返す。

　──本に書いてあることが本当なら、あの時わたしの脚に当たったものは……。

　叫び出したくなる気持ちを抑えて、セレスティアはぎゅっと服の裾を握りしめた。

　セレスティアの身体が快楽を得た時に様々な反応を示すのと同じように、どうやら男性の身体も一部が硬くなるらしい。昨晩セレスティアがオリヴェルに指摘したのは、きっとそういうことだ。

　そして、その硬くなったものを女性が蜜を垂らす部分に受け入れることで、本当に二人は結ばれるという。

　キスや甘い触れ合いが与えてくれる快楽のその先があることにも驚いたけれど、何よりセレスティアに衝撃を与えたのはオリヴェルの身体の反応。本当に彼も、セレスティアを欲しいと思ってくれていたのだろうか。以前に何かを我慢している、欲があると言っていたことも、このことを指しているような気がする。

「セレスティア様、お顔が赤いようですけど、体調が悪いのでは？」

「あ、何だか今日は暑い気がするから、そのせいかしら」

　心配そうに顔をのぞき込むエルマに慌てて言い訳をして、窓を開けてもらうように頼む。吹き込んできた風が身体と心を冷やしてくれることを祈りながら、セレスティアは気持ちを落ち着かせるように大きく息を吐いた。







　ドレスの採寸を終え、早めの昼食をとったセレスティアは、リクハルドを迎えるために準備をする。

　いつもより華やかな服装に着替え、アクセサリーだって身につけた。オリヴェルにはおろしている方が似合うと言われたけれど、今日も髪は丁寧に編み込まれて纏められている。

　仕上げにと飾られた髪飾りも、以前にリクハルドに贈られたもの。またリクハルドに触れられるのだろうかと、セレスティアは不安な気持ちを堪えるように小さく手を握りしめた。




　相変わらず一段飛ばしで階段を駆け上がってきたリクハルドは、前回のことなど忘れたかのようにいつも通りだった。明るい笑顔も、可愛い焼き菓子を手土産に持ってきてくれるのも変わらない。

　だけどいつものように頭を撫でることはなく、微妙に距離をおいているのは、きっとセレスティアを怖がらせないためなのだろう。申し訳なさと、ほっとする気持ちが入り混じる。

「ドレスの採寸は済ませたか」

　お茶を飲みながらそう問われて、セレスティアはうなずいた。

「午前中に終わりました。とても素敵なドレスに仕上がりそうで、楽しみにしています」

「きっとよく似合うだろう。ドレスに合わせたアクセサリーを用意させないとな」

「ありがとうございます」

　笑顔を浮かべたセレスティアの頭を撫でようとしたリクハルドの手が一瞬躊躇うように止まるから、大丈夫だという意味を込めてセレスティアはリクハルドの顔を見あげた。

　そっと頭に触れた手は大きくてあたたかくて、安心できる。決して嫌いではないのに、セレスティアの鼓動は少しも速くならない。

　なんとなく申し訳なくてうつむいたセレスティアを見て、リクハルドはいつものようにがしがしと頭を撫でた。

「おまえは本当に、いい子だね」

「えっと……？」

　突然、噛み締めるようにつぶやいたリクハルドの言葉の意味がよく分からなくて、セレスティアは首をかしげる。リクハルドは、何でもないというように笑って首を振った。

「俺はおまえの保護者だからね、何か悩みがあればいつでも相談しろよ」

「ありがとうございます。リクハルド様のおかげで、わたしは毎日幸せですよ」

「それは良かった。建国祭の日まで少し忙しくなるが、よろしく頼むな」

「はい」

　うなずいたセレスティアの頭をもう一度撫でて、リクハルドは立ち上がった。

「そろそろ戻る。見送りは必要ないから、セレスティアはゆっくり過ごせ。今日は朝から採寸で疲れただろう」

　立ち上がろうとするセレスティアをそっと制して、リクハルドは手を振って出て行った。

　前回は、見送りの際にリクハルドから額に口づけを受けた。もしかしたら今回もそうかもしれないと、どこか構えていたことを彼は気づいていたのだろうか。

　自分はセレスティアの保護者であると殊更に強調するような今日のリクハルドの態度に、申し訳なく思いながらもセレスティアは少し安心してため息をついた。








第四章　建国祭









　建国祭は毎年秋の収穫の時期に、五日間に渡って盛大に催される。城のあちこちが華やかに飾りつけられ、城下町にはたくさんの出店が並ぶという。

　セレスティアはもちろん城下町に行ったことはないけれど、毎年エルマが出店で色々なものを買ってきてくれるのを楽しみにしている。

　新しいドレスに身を包んだセレスティアは、鏡の中の自分をじっと見つめた。微かにピンク色がかった生地は座っていてもふわりと広がって、ところどころに施された花の刺繍に飾られたビーズが、きらきらと繊細な光を放っている。普段の質素な服装に不満はないけれど、やっぱりこういう華やかで可愛らしいドレスを着れば、心は躍る。

「よくお似合いですよ、セレスティア様」

　ケースの中からアクセサリーを取り出しながら、エルマも微笑む。リクハルドが用意してくれたアクセサリーもドレスに合った上品さで、気に入っている。

「とっても素敵だけど、少し緊張するわね。大勢の人の前に出ることって、ほとんどないから」

「セレスティア様は、笑顔で手を振るだけで大丈夫ですよ。今年もバルコニーからのご挨拶だけですし」

　アクセサリーを着けながら励ますようにそう言ったエルマに、セレスティアは小さくため息をついてみせた。

「最近は国民の皆さんと交流の機会がないから、残念だわ」

　以前は直接国民と触れ合う機会が毎年設けられていたが、ここ数年はバルコニーから挨拶をするだけだ。安全面を考慮した結果だとリクハルドには言われたけれど、人々と直に会って話すことで本当に自分は役に立っているのだと実感できる機会は貴重だったから、少し心残りではある。

「セレスティア様の涙は貴重ですからね。涙を手に入れるためなら手段を選ばないというような者も中にはいますから、安全のためには仕方ないかと」

　慰めるようにつぶやいたエルマが、髪に白い花を飾ってくれる。満足気なため息も聞こえて、どうやら支度が全て終わったようだ。

「それでも、セレスティア様の姿を一目見たいと大勢の人が集まっているそうですからね。背筋を伸ばして優雅に、ですよ」

「分かってる。指の先までちゃんと意識して振る舞うわ」

　うなずいてセレスティアは胸を張ってみせた。




「では、行ってらっしゃいませ」

　エルマの声に見送られ、普段は荷物を運ぶための昇降機に乗ってセレスティアはゆっくりと塔をおりた。年に一度セレスティアが使う時にだけ設置される小さな椅子に座り、護衛の騎士と共に地上を目指す。

　久しぶりに地面の上にいる感慨にふけっていると、リクハルドが迎えに来てくれた。盛装したセレスティアを見て、彼は目を細める。

「よく似合ってるな。そうしていると……本当にお姫様みたいだ」

「ありがとうございます。素敵なドレスのおかげです」

「聖女だと知らないやつが見たら、どこぞの姫君だと勘違いされてしまいそうだ」

　手放しで褒めてくれるリクハルドの言葉に、セレスティアはくすくすと笑った。孤児だった自分が聖女になっただけでも信じられないくらいなのに、更にお姫様に間違われるなんて。ありえない例えは、きっとセレスティアの緊張をほぐすためだろう。

　笑顔になったセレスティアの頭を撫でて、リクハルドはそっと腕を差し出してくれた。慣れないヒールの靴でよろめくことのないよう気をつけながら、セレスティアは足を踏み出した。

　いつもよりゆっくりとした足取りでたどり着いたのは、城の最上階にあるバルコニーに続く控えの間。気が遠くなるほどの距離を歩いたように感じるけれど、きっとそれは普段ほとんど歩かない生活をしているせいだ。

　すでにセレスティアは疲労困憊だが、これからが本番だ。この先の部屋にあるバルコニーに出て、挨拶をしなければならない。

「セレスティア、そう固くなるな。まだ時間はあるから、甘いものでも食べるか」

　向かいのソファに座ったリクハルドが、そう言って菓子を勧めてくれるけれど、セレスティアは微笑みを浮かべて小さく断った。ここは塔の中とは違ってまわりにたくさんの人がいるし、何より斜め前には国王夫妻が座っているのだ。

　聖女が孤児であるということが受け入れ難いのか、王はいつもまるでセレスティアが見えていないかのように振る舞う。年に一度この場でしか会うことはないけれど、王の目にセレスティアが映ったのは、孤児院から引き取られた時だけだ。王妃は時折穏やかな笑みを向けてくれるけれど、それでも王の手前セレスティアに声をかけてくることはない。

　粗相のないようにとセレスティアは背筋を伸ばして座り、余計な口はきくまいと唇を引き結んだ。




「陛下、そろそろお時間です」

　バルコニーへ向かうようにと告げに来たのは、オリヴェルだった。宰相である彼がここにいることは何も不思議ではないのだけど、塔の部屋以外で彼の顔を見ることは滅多にないからか、セレスティアの胸が小さく音をたてた。

　目が合ってもオリヴェルは、冷たい無表情を崩さない。当たり前だけど甘さの欠片もないその顔に少しだけ寂しい気持ちになりつつ、セレスティアはなるべくオリヴェルの方を見ないように意識した。気を抜けば、つい彼の姿を目で追ってしまいそうになるから。

　一瞬、先日読んだ本のことが頭の隅を過ぎるものの、今はそれどころではないとセレスティアは慌てて気持ちを切り替えた。詳しい話をするのは、また二人きりになってからの方がいいだろう。




　国王夫妻とリクハルドがバルコニーへ向かったあと、少し経ってセレスティアも呼ばれた。緊張で少し震える手を握りしめて、ゆっくりとバルコニーへと向かう。

　わあぁっという大きな歓声に出迎えられて、セレスティアは一瞬怖気づいて足を止めた。はるか向こうまで数えきれないほどの人の姿があり、聖女の登場に興奮した声をあげている。

「……ティア、大丈夫だから。ゆっくり深呼吸をして」

　うしろからそっと囁いたのはオリヴェルの声。なだめるように背中を一度撫でられて、そのぬくもりにこわばっていた身体が少しだけ緩む。

　小さく深呼吸をして、セレスティアはしっかりと前を見た。オリヴェルがうしろにいてくれる安心感からか、身体の震えも治まった。

「ほら、皆が聖女に会えて喜んでいる。笑顔で手を振って」

　励ますように背中をぽんと叩かれて、セレスティアは一歩前に踏み出す。引き攣りそうな頬を必死に上げて笑みを浮かべ、ゆっくりと手を振ると、歓声が更に大きくなったような気がした。

　セレスティアを包み込む歓声はあたたかくて、皆が笑顔で手を振っている。この中にも、セレスティアの涙によって病を癒された人がいるのだろうか。病に苦しむ人が少しでも減るようにと願って、セレスティアは一瞬目を閉じる。その拍子にこぼれ落ちた涙は、美しい結晶となって頬を滑り落ちた。







　バルコニーでの挨拶を終えたセレスティアは、ようやく緊張感から解放されてほっと息を吐いた。本当は早く塔の部屋に戻って休みたいのだけど、今日はこのあとの夜会にも出席するようにと言われている。

　夜会なんて初めてだし、マナーにも不安がある。それでも、そんな理由で断れるはずがない。孤児だったセレスティアは、聖女としてこの国に保護してもらっているのだから。

　エルマに再び身なりを整えてもらい、セレスティアは憂鬱な気分で会場へと向かう。綺麗なドレスは長時間着るには少し窮屈だし、履き慣れない高いヒールの靴で歩き回ったので足が疲れている。こんな状態で、優雅に振る舞えるだろうか。

　不安な気持ちのまま初めて参加した夜会の場は、昔セレスティアが憧れた絵本の中の舞踏会そのものだった。きらびやかな衣装に身を包んだ男女が踊る様子が華やかで、疲れも忘れて思わず身を乗り出してしまう。

「セレスティア、俺から離れるなよ」

　エスコートを務めてくれるリクハルドが引き止めるようにそっと腕を引いて、耳元で囁いた。思わず見あげようとすると、そのまま前を向いているように言われて慌てて視線を正面に戻す。

「基本的に、俺以外の誰とも話すな。話しかけられても俺が対応するから、セレスティアは黙って微笑んでいればいい」

「分かりました」

　いつもの明るいリクハルドとは違って、どこか緊張感を漂わせていることに少し違和感を覚えるけれど、きっと塔の外での彼はこんな感じなのだろう。

「それから、難しいかもしれないが、この場ではなるべく泣くな。おまえの涙が結晶化するのを間近で見れば、誰もがそれを欲しがるから」

「努力……します」

　涙が結晶化するかどうかは自分で制御できるものではないのだけど、疲労の溜まったこの状態ではあまり幸せな気持ちになれそうにもないので、大丈夫かもしれない。

　セレスティアは、小さくうなずいた。




　国王夫妻に挨拶をしたあと、セレスティアは会場の隅へと移動した。やはり国王はセレスティアを見ようともしなかったが、王妃はこっそりとドレスが素敵だと褒めてくれた。

　聖女に挨拶をしたいという人たちに何度か囲まれ、この場で涙を流してみせてほしいとも言われたけれど、リクハルドがうまく対応してくれて少し安心する。きっとこうなることを彼は予測していたのだろう。セレスティアは言いつけ通り、黙って微笑みを浮かべるだけだ。

「セレスティア、疲れただろう。何か飲み物でも──」

　リクハルドがそう言いかけた時、目の前に一人の男があらわれた。その瞬間、隣に立つリクハルドの身体に力が入ったような気がした。

「こちらが噂のイーゼリア国の聖女殿ですか、リクハルド殿下」

　男は、にっこりと笑うとセレスティアをじっと見つめた。目にかかる長めの黒い前髪の隙間から、赤い瞳がのぞいている。笑顔を浮かべているはずなのにその瞳はまるでセレスティアを値踏みするかのようで、何となく背筋がぞくりとした。

　返事をしないリクハルドを見て、男はわざとらしい仕草で首をかしげた。

「おや、違いましたか？　リクハルド殿下が片時もそばを離れないなんて、随分と大切にされているようですが」

「いえ──、彼女が聖女セレスティアです。セレスティア、こちらはアストリア国のアドルフ殿下だ」

　ぽんと背中を叩かれて、挨拶を促されていることに気づいたセレスティアは、ゆっくりとお辞儀をした。

「セレスティアと申します。お目にかかれて光栄です、アドルフ殿下」

　アストリアはこの国と陸続きの大きな国だ。国同士の関係は悪くなかったと記憶しているけれど、セレスティアはイーゼリアの聖女として失礼のないよう振る舞わなければならない。

「声まで可憐だね。さすが籠の鳥だ」

　深く頭を下げたセレスティアが顔を上げる前に、アドルフの声が上から降ってくる。明るい声音なのにどこか神経を逆撫でするような不快感を覚えて、セレスティアは一瞬眉を顰めた。彼の言う籠の鳥とはどういうことなのだろうか。

「リクハルド殿下が捕まえて、城の塔の中に閉じ込めているんだろう？　月の神に愛された稀有な能力だけでなく、これだけ可憐なレディなら、逃げられたり誰かに盗られてしまうのではと不安になるのも仕方ないね」

「アドルフ殿下」

　流れるように話すアドルフの言葉を、リクハルドが硬い声で遮ろうとする。確かにセレスティアの状況は塔の中に閉じ込められていると捉えられてもおかしくはないけれど、それに不満を感じたことなんてないのに。

　アドルフは、セレスティアをじっと見つめると笑顔を浮かべた。笑っているのに瞳はまるで獲物を狙うように細められていて、逃げ出したくなるほどの恐怖を覚える。そばにリクハルドがいてくれなかったら、その場で崩れ落ちてしまったかもしれない。

「ねぇ、イーゼリアの聖女は美しい声で囀さえずる代わりに、涙を宝石のように変化させられると聞いたけど、本当かい？」

　今ここで泣いてみせてよ、と言ってアドルフが一歩セレスティアに近づく。それだけで肌が粟立つほどの嫌悪感を覚えて、セレスティアは思わず一歩うしろに下がった。リクハルドの腕が大丈夫だと言うようにそっと支えてくれるけれど、舐めるように見つめる赤い瞳が怖くてたまらない。

「……申し訳ありません。自分の意思で涙を結晶化できるわけではないのです」

　声が震えそうになるのを堪えて、セレスティアは目を伏せながら小さくつぶやくように言う。

「ふふ、怖がらせちゃった？　残念だな、見てみたかったんだけど。涙の結晶には癒しの力があるんだろう？　すごく素敵だ」

　楽しそうに笑いながらアドルフがそう言う。微妙に甲高いその声は、怯えるセレスティアを見て楽しんでいるように聞こえる。

「いいなぁ。可愛くて、宝石みたいな涙を流す、癒しの聖女。僕も欲しくなっちゃった」

　くすくすと笑うアドルフの言葉にリクハルドが一瞬息を詰め、拳を握りしめたのが見えた。隣国の王子なのだから失礼な態度をとってはならないと心の中で言い聞かせているけれど、セレスティアだって本当は今すぐ逃げ出したいくらいだ。

　そんな二人の様子に気づいていないのか、アドルフは機嫌良さそうにセレスティアの顔をのぞき込む。

「ねぇ。きみは外に出たいと思ったことはないの？　ずっと閉じ込められてて窮屈なんじゃない？　そうだ、今度アストリアに遊びにおいでよ。色々と素敵なものを見せてあげるよ。僕は、珍しいものをコレクションするのが趣味なんだ」

　さっと手を握られて、セレスティアは声をあげそうになるのを必死で堪えた。少し冷たい指先がじっとりと手の甲を撫でるのが、まるで蛇が這っているように思えて身体がこわばる。

「あ……の、」

　本当は今すぐにでも手を振り払いたいし、行きたくないと断りたい。だけど相手は隣国の王子。どう答えるのが正解なのかセレスティアには分からない。

「申し訳ありません、アドルフ殿下。お誘いいただけるのはありがたいのですが……」

　硬い声でそう言いかけたリクハルドを遮って、アドルフは甲高い笑い声をあげるとセレスティアから手を離した。

「やだなぁ、冗談だってば。だけど、聖女の涙は見てみたかったなぁ。きみと僕の出会いの記念に、ひとつもらえない？」

　にっこりと笑って首をかしげたアドルフに見つめられて、セレスティアは言葉に詰まる。やはり今ここで涙を流した方がいいのだろうか。だけど、こんな気持ちで流す涙はきっと結晶化しない。

　口ごもるセレスティアの背をそっと撫でたリクハルドが、少し前に出る。

「彼女は自由に涙を結晶化できるわけではありませんから。こちらで保管している結晶で良ければ、のちほどお部屋に届けさせます」

「直接涙が結晶化するところを見たかったんだけど、仕方ないね。じゃあまたね、可愛い小鳥ちゃん。もしも外に出たくなったら、いつでも遊びにおいで」

　アドルフはそう言うとセレスティアの手をまた取り、甲に口づけを落とすと、ひらひらと手を振って去って行った。

　その姿が完全に見えなくなって、セレスティアはようやく肩の力を抜く。隣で大きなため息をついたリクハルドと顔を見合わせて、お互い疲れたような笑みを浮かべた。

「嫌な思いをさせて悪かった、セレスティア」

「いえ……。あの方は、この国にとって大事なお客様なのでしょう？」

　アドルフに対するリクハルドの態度や口調を見ていれば、彼の機嫌を損ねたくない事情があることは分かる。

　リクハルドは、困ったような笑みを浮かべて小さくうなずいた。

「そうだね、なるべく穏便に済ませたかったんだ。本当は、おまえに会わせたくはなかったんだが」

「わたし……、外に出たいとは思ってないです。孤児だったわたしを、こうして大切にしてくださるリクハルド様には、ずっと感謝してます。閉じ込められてるなんて……、思ったことない」

　籠の鳥呼ばわりされたことを、自分は許せなく思っていたことにセレスティアは気づく。

　リクハルドは、そんなセレスティアを見て目を細めた。

「ありがとう、セレスティア。さぁ、そろそろ部屋に戻ろう。子供は寝る時間だ」

「わたし、もう成人してますよ、リクハルド様」

　ちょっと拗ねたように唇を尖らせてみせると、リクハルドが小さく笑ってうなずいた。

「そうだな、いつの間にかこんなに大きくなった。だけど、聖女とお近づきになりたいと考えるやつは多いからな、変なやつに捕まる前に戻った方がいい」

　リクハルドはまだこの場から離れられないので、セレスティアは護衛の騎士と共に塔に戻ることになった。

　誰とも会話をしないように、と再び言い聞かせたあと、リクハルドがセレスティアの右手をとった。

「戻ったらここ、消毒しておけよ」

　視線は手の甲に注がれていて、アドルフの口づけを受けたことを思い出す。

「分かりました」

　手を握られたことも、唇をつけられたことも、思い出すとやはり嫌悪感で身体の奥がざわつく。

　しっかり手を洗おうと決めて、セレスティアもうなずいた。







　塔に戻って入浴を済ませたセレスティアは、ほとんど倒れ込むようにソファに座った。朝からずっと気疲れのする一日だったし、体力的にも随分と消耗した。

　エルマが淹れてくれた安眠効果のあるお茶を、少し行儀が悪いと思いつつもクッションに身体を預けながら飲む。いつもなら、背筋を伸ばして優雅にとエルマのお小言が飛んでくるけれど、お茶を淹れてもらったあと彼女には下がってもらうよう伝えたので部屋には誰もいない。

　ぼんやりとお茶を飲みながら、セレスティアは部屋の中を見回した。決して豪華なつくりではないけれど、清潔に居心地良く整えられたこの部屋は、どこよりも心落ち着く場所だ。

　少し厳しいけれど姉のように優しいエルマがいて、いつも可愛がってくれる兄のようなリクハルドがいる。身寄りのないセレスティアにとって、この場所は何より大切だ。

　涙を流すことしかできない自分が外に出て生活していけるとも思えないし、居心地の良いここから出たいとも、閉じ込められていると思ったことも一度だってない。

　籠の鳥だと言ってセレスティアを小鳥と呼んだアドルフのことを思い出して、また胸がざわめくような不快感に襲われる。孤児院の頃はともかく、この城に来てからは誰かの悪意に触れることなく生きてきたセレスティアにとって、アドルフの言葉も態度も心を抉るような悪意の塊に思えた。

「……わたし、アドルフ殿下が嫌いだわ」

　小さく声に出して、セレスティアは身体を震わせた。誰かを嫌いだと思うなんて、生まれて初めてのことだ。

　その時、階段を登ってくる足音に気づいたセレスティアは思わずソファから立ち上がった。聞き覚えのあるその足音は、オリヴェルのもので間違いない。

「……ティア、まだ起きてる？」

　囁くように声をかけられて、セレスティアは速くなった鼓動を落ち着かせるように胸を押さえながら扉の前に急ぐ。

「オリヴェル様」

「遅くにすまないね。もう休むところだった？」

　寝衣姿なのを見てオリヴェルが少し申し訳なさそうな顔をするから、セレスティアは慌てて首を振った。

「良かった、顔色は悪くないね。リクハルド様から、少し疲れているようだったから様子を見に行くよう言われたんだ」

　訪ねてきた理由が彼自身の意思でないことに少し残念な気持ちになりつつ、セレスティアは平気だと言って微笑みを浮かべた。

「今日は色々と疲れただろう。眠るまでそばにいるから、早く休むといい」

　優しく促されて、セレスティアはこくりとうなずいた。やはり疲れもあってか、ふぁと欠伸をしたのを見てオリヴェルがくすりと笑う。その瞳は小さな子供を見るような、慈しむような表情をしていた。

「皆、ティアに会えて喜んでいたよ。今日はよく頑張ったね」

　労わるように頭を撫でられて、その優しいぬくもりに嬉しくなる気持ちと、いつものようにもっと深い触れ合いをしたい気持ちとが入り混じる。

　そんなセレスティアの心の内をよそに、オリヴェルはそっと右手をとり上げた。

「今日、アストリアのアドルフ殿下に、こうして触れさせただろう」

　まるで再現するかのように手の甲に唇を押し当てられて、セレスティアは驚きに思わず息をのむ。だけど湧き上がる感情は不快感ではなく、心の奥があたたかくなるような喜び。

「……とっても嫌、だったの。アドルフ殿下に触れられた時、嫌で嫌でたまらなかった。オリヴェル様には、どれほど触れられても嫌じゃないのに」

　ぽつりと漏らした言葉に、オリヴェルが微笑んで顔を上げる。

「可愛いことを言ってくれるね。そう、ティアにこうして触れていいのは、私だけだよ」

　言いながらオリヴェルは、何度も何度も手の甲に口づけを落とす。彼の唇が触れるたび、嫌だった記憶が上書きされていくような気がする。だけど同時に身体中に熱いものが広がっていくのを感じて、セレスティアは赤くなった頬を隠すようにうつむいた。

「もっと、触ってください」

　下を向いたままつぶやくと、小さな笑い声と共に抱き寄せられる。それに身を任せながら、セレスティアはオリヴェルのシャツにそっと触れた。

「今日は疲れているだろうから、少しだけ」

　囁いたオリヴェルが、ゆっくりとセレスティアの身体をベッドに押し倒す。思わず期待に熱い息を吐いた唇が、優しく彼のもので塞がれた。

「……ん、ぁ、もっと……」

　啄むような口づけだけでは物足りなくて、セレスティアはオリヴェルの首筋に手を伸ばす。彼はすぐそばにいるけれど、唇が離れるわずかな距離すらもどかしい。もっと密着するようにと引き寄せると、触れるだけだったキスが深まった。

　滑り込んできた熱い舌に応えながら、セレスティアはふと先日読んだ本のことを思い出す。唇以外はあまり触れ合っていない状態だけど、彼の身体は今どうなっているのだろう。

「ティア、何か考え事？」

　反応が薄くなったせいか、オリヴェルが微かに唇を離して首をかしげた。

「えっと……あの」

　どう切り出せばいいのか分からず、セレスティアは言葉に詰まる。だけど、眼鏡の奥の青い瞳が優しく見つめて返事を待っているから、勇気をもらうように目の前の唇に一度触れたあと、セレスティアはゆっくりと口を開いた。

「あの、わたしの身体は……その、オリヴェル様に触れられると、色々な反応をするでしょう？」

「反応？　……あぁ、そうだね。ティアは敏感で、いつもすぐに蕩けてしまうから、本当に可愛い」

　くすりと妖艶な笑みを浮かべたオリヴェルが、指先でセレスティアの頬を撫で上げ、ついでとばかりに耳をくすぐる。その些細な刺激にも身体をよじって小さく声をあげながら、セレスティアはオリヴェルを見あげた。

「オリヴェル様も、同じ……ですか？」

「え？」

　戸惑ったように目を瞬くオリヴェルの胸元にそっと手を伸ばし、指先をゆっくりと滑らせる。手触りの良いシャツを上からボタンを辿るように撫で、腰のベルトに爪の先が微かに触れた瞬間、オリヴェルがその手を止めるように握りしめた。

「ティア、何を」

　少しうわずったような声といつもより熱い手を不思議に思いながら、セレスティアはオリヴェルの手を握り返す。

「本で、読んだんです。男の人も気持ちがよくなると身体の一部が反応して硬くなるって。この前オリヴェル様が抱きしめてくれた時にわたしの脚に当たったものが、そうなのかなと思って」

「え……っと、ティア、それは」

　動揺したように視線をさまよわせるオリヴェルを見て、そんな彼の表情は初めて見るなと思いつつも、やはり自分の見立ては間違っていただろうかとセレスティアは小さくため息をついた。

「ごめんなさい、わたしの勘違いですね。オリヴェル様も気持ちがよくなってくれていたのかなとか、ちょっと思っただけ、なんです」

　本で読んだようにオリヴェルもセレスティアを欲しいと思ってくれていたなら、と勝手に期待したことが恥ずかしくてたまらない。

　つんと鼻の奥が痛くなり、セレスティアは思わず腕で顔を隠した。情けなさで滲んだ涙は結晶化せずに頬を滑ってシーツにぱたぱたと落ちる。

「ティア、違うんだ」

　おろおろとした声と共に、セレスティアの身体はあたたかな腕の中に抱き寄せられた。優しく包まれたぬくもりが嬉しくて、こぼれ落ちた涙は途中から結晶に変わってきらめいた。彼の行動ひとつで、セレスティアの涙はすぐに変化する。

「その、ティアが本で読んだ通り……だ」

　いつもより早口で、オリヴェルがつぶやく。セレスティアが身動きできないほどにぎゅうっと強く抱きしめられているのは、彼の動揺をあらわしているらしい。

「本当に？」

　すぐそばにあるオリヴェルの耳元に囁くと、微かなため息と共に更に強く抱きしめられた。ほとんど隙間なく密着するような体勢で、あの夜と同じように脚に何かが当たっている。布越しに触れるその硬さに、セレスティアの身体の奥がぞくりと疼いたような気がした。

　思わず熱い吐息を漏らしたセレスティアの顔をのぞき込んで、オリヴェルは困ったようなため息をまたひとつ落とした。

「これでも必死に耐えていたんだよ」

「我慢なんて、しなくていいのに。オリヴェル様になら、わたしは何をされても平気ですよ」

　そういえば、以前にも何か我慢をしているとオリヴェルが言っていたことを思い出しながら、セレスティアは彼の背中にそっと手を回した。途端に、抱きしめる腕がピクリと震えてこわばった。

「……それは、できない。許されないことだ」

「純潔を失ってはいけない、から？」

「そう。ティアは、聖女様だからね」

　抱きしめた腕をゆっくりと緩めながら、オリヴェルが囁くように言う。そして額にそっと唇が触れたあと、身体が離れていった。

「私がティアにあげられるのは、口づけとほんの少しの快楽だけだ」

「それ以上のものを欲しいとわたしが願っても、聞き入れてはくださらないの？」

　セレスティアの言葉にオリヴェルはうなずき、指先で目元をそっと撫でた。目尻に溜まっていた涙が、青い結晶になって転がり落ちていく。

「聖女の力を失うわけにはいかないだろう、ティア」

　彼が優しくしてくれるのは、セレスティアが聖女だから。この甘い触れ合いだって、涙の結晶を作り出すため。

　分かっていても、あらためてそれを突きつけられると少し胸が痛む。

　それでも義務感で仕方なくセレスティアに触れているわけではないことは、オリヴェルの身体が教えてくれている。だから、それで充分だ。

　セレスティアは、一度目を閉じるとオリヴェルを見あげて微笑んだ。

「分かりました。だけど、純潔を失わない程度の触れ合いなら構わないのでしょう？」

「……ティア」

「まだ足りないです。もっと欲しいの」

　離れていった身体を引き寄せて、セレスティアはねだるように囁く。

「いいよ」

　微かな苦笑を浮かべながら、オリヴェルの口づけが降ってきた。

　再び肌に触れる優しい指先がくれる快楽に、セレスティアは溺れる。だけど瞳からこぼれ落ちる涙は、結晶化せずにシーツに染み込んでいった。
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　眠りについたセレスティアをしばらく見守ったあと、オリヴェルは塔を後にした。

　やり残した仕事を片付けるために執務室へと向かいながら、ふと手のひらを見る。まだそこにセレスティアのぬくもりが残っているような気がして、思わず閉じ込めるように拳を握りしめてしまう。

　快楽に蕩けた表情をして甘くか細い声をあげるセレスティアを見るたびに、このままもっと彼女の身体を暴きたいという欲望に苛まれる。

　どこに触れても柔らかな肌や、オリヴェルの与える刺激に様々な反応を示す素直な身体。そのまま熱く潤んだ場所に自身の昂りを埋め込むことができたら、どれほどいいだろう。

　それが許されないことであるのはよく分かっているが、自分の腕の中で快楽に溺れるセレスティアを見ていると、いつだって身体は痛いほどに反応してしまう。あの無垢な身体を暴く背徳的な喜びと共に、持て余す欲情。

　彼女と過ごす淫靡な夜は、まるで甘い毒のようだ。

　快楽に蕩けながらも無垢なセレスティアは、男女の閨事に対する知識を持たない。だから、オリヴェルの身体が欲望を溜め込んでいるなんて知らないはずだった。

　きっかけは、恐らく前回の夜。まるで性交を望むようなセレスティアの言葉にオリヴェルもうっかり理性を飛ばしそうになり、思わず彼女の身体に強く下半身を押しつけてしまった。

　あの時は、セレスティアも自身の身体に当たったのが何であるのか理解していないようだったが、きっと本で調べたのだろう。

　性的なことに関しては無知でも、セレスティアはなかなかに聡明だ。彼女に与えられる書物に過度な性描写の含まれるものはないはずだが、ちょっとした描写を繋ぎ合わせて答えを導き出したのだろうか。

　もっと進んだ触れ合いをしたいと言った彼女の願いを、本当は受け入れたい。無垢なのに快楽を知っているあの身体を更に暴いて、誰も触れたことのない奥深くに熱をねじ込んで放ち、身体中に自分のものだという印をつけてやりたい。

　そんな浅ましい欲望を妄想して、オリヴェルは深いため息をついた。

「……何をばかなことを。想いのひとつも告げていないのに」

　彼女のもとを訪ねるのは、リクハルドに命じられたから。まるで恋人にするかのように甘く優しく触れるのだって、涙の結晶をたくさん流させるため。

　常に自分に言い聞かせている言葉だ。

　オリヴェルは一度眼鏡を外して目を閉じ、心を落ち着かせたあと再びしっかりとかけ直した。眼鏡がなくても支障がない程度の視力はあるが、これはオリヴェルにとって自身を守る障壁のようなものだ。眼鏡をかけているだけで真面目そうに見えるし、表情を読み取りにくくする効果もある。だからオリヴェルは、仕事中には決して眼鏡を外さない。そうしていれば、どれほどセレスティアに触れてもこれは仕事だと自分を律することができる。

　二人の行為が愛によるものでないことは、お互い分かっている。

　純潔を失わない程度の触れ合いをもっとしたいとねだったセレスティアは、自身のおかれた状況をよく理解しているのだろう。見つめる瞳の熱さも、深い口づけも、流す涙ですらオリヴェルのことを慕っていると雄弁に語っているのに、彼女は想いを決して口にしようとはしない。

　結ばれる未来などないことを、セレスティアも知っているから。

　同じ想いを抱いていながら、強引に奪うことすらできない弱さを、それなのに涙の結晶のためだと言い訳をして彼女に触れるずるさを、セレスティアは笑って受け入れてくれる。その優しさに、オリヴェルは甘え続けている。

　このままずっと、この関係が続くことはないだろう。

　リクハルドの命令ひとつで、オリヴェルは彼女に触れる権利すら失う。

　その日が来た時にどうすればいいのか、オリヴェルはまだ分からない。
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　建国祭を無事に終えて、オリヴェルは久しぶりに休暇を手に入れた。休日返上で溜まった業務を片付けようかと思ったものの、共に働く部下にも休暇は必要だ。

　休んだ分だけ積み上がる書類を想像して少しげんなりしつつも、オリヴェルは王都のはずれにある古びた養老院へと向かった。

　年季の入った建物の中は少し薄暗いものの清潔で、消毒液の匂いがぷんと香る。時折すれ違う職員に小さく会釈をしながら、オリヴェルは廊下の突き当たりにある部屋を目指す。

　ぎぃと軋む扉を開ければ、白いベッドの上に身体を起こして座る小柄な女性が、読んでいた本から顔を上げた。

「おや、珍しいこともあるもんだね。それとも夢を見てるのか。こんなところに孫が来るなんて」

「夢じゃありませんよ。ご無沙汰してます、ヘルガさん」

　苦笑を浮かべつつ、オリヴェルは近づいた。

　ヘルガはオリヴェルの祖母で、両親を早くに亡くした幼いオリヴェルを育ててくれた母親代わりの人でもある。祖母呼ばわりされるのを嫌った彼女を、オリヴェルはずっと名前で呼んでいる。

「体調はどうですか」

　ベッドの横にある椅子に腰掛けながら、オリヴェルは尋ねた。

　以前から肺を患っているヘルガは、今ではほとんどこのベッドの上から動くことができない。息苦しさを緩和するという薬草を煎じて飲んでいるものの、あまり効果はないようだ。

　身の回りのことができなくなった頃から、オリヴェルはヘルガをこの養老院に入所させた。建物は少し古いがここのスタッフは皆親切だし、何よりオリヴェルの自宅からも近い。そう言ってほとんど訪問できていないのが現状なのだが。今回の訪問も数ヶ月ぶりだ。

「まぁ、変わりないね。それよりも、忙しいあんたが来てくれるなんて、そっちの方にびっくりだよ」

　そっけない口調ながらも、ヘルガは笑みを浮かべている。その表情は昔と同じだが、折れそうに細く骨の浮いた腕や一言喋るごとに肩で息をするような様子に、彼女の病状の悪化が見てとれる。数ヶ月前は、ここまで酷くなかったはずなのに。

　忙しさを言い訳にせず、もっと早くに来るべきだったと内心で後悔しつつ、オリヴェルはポケットの中にそっと手を入れた。指先に触れるのは、涙の結晶。セレスティア本人からと、リクハルドからもらったふたつの結晶は、指で触れるだけでもほんのりとあたたかな癒しの力が流れ込んでくるような気がする。

「仕事は順調かい」

　口を開きかけたオリヴェルより先に、ヘルガの声が響く。

「えぇ、まぁ。忙しくしてます」

「おまえは昔から頭のいい子だったからね。孫が歴代最年少の宰相だなんて、鼻が高いよ」

　ヘルガが嬉しそうにそう言うのは、いつものことだ。決して裕福とは言えない生活の中、知識は何よりの宝だからとヘルガはオリヴェルが学ぶことに関してはお金を惜しまなかった。そのおかげで今のオリヴェルがあると言っても過言ではない。そして、どんどん昇進していくオリヴェルのことを、ヘルガはまるで自分のことのように喜んでくれた。

　今まで何も返せなかったけれど、これで少しは恩返しになるだろうか。

　そう思いながら、オリヴェルはポケットの中の結晶を取り出してヘルガの手に握らせた。

「これは？」

「聖女の涙です」

「そんな貴重なものが、どうしてここに。まさかおまえ、不正にこれを手に入れたんじゃ……」

　目を丸くしたヘルガに、オリヴェルは苦笑を浮かべる。セレスティアと触れ合う機会の多いオリヴェルにとって聖女の涙は珍しいものではないが、大多数の国民にとっては目にすることすら稀まれなのだから、ヘルガの反応も理解できる。

　それでも孫を前にして不正を疑うなんて酷いと笑いながら、オリヴェルはヘルガの手のひらに置いた結晶を両手で包み込んだ。

「これでも私は、この国の宰相ですからね。聖女の涙を手に入れることのできる立場なんです」

　それは半分くらい嘘だ。宰相という地位にあっても、オリヴェルに聖女の涙を自由に使えるほどの権限はない。それでも貴重な涙の結晶を手に入れることができたのは、この地位あってこそ。

　聖女の涙の使用は王族、そして国の中枢を担う者に優先されるから、オリヴェルはひたすらに上を目指してきた。ヘルガの病を治す、ただそれだけのために。

　幼い頃から母親代わりとしてオリヴェルを育ててくれたヘルガには、苦労ばかりかけた。オリヴェルが何不自由ない生活を送る裏で、彼女が寝食を削って仕事をしていたことに気づいたのは、随分と大きくなってからだった。

　必死に勉強をして城の文官として働くことになり、自分で稼ぐことができるようになってようやく恩返しできると思っていたのに、まるでそれを見届けるかのようにヘルガは体調を崩した。慌てて医師に診せるも、長年患った肺はすでに治療を受けつける状態ではなく、残る希望は聖女の涙の結晶を手に入れることだけ。

　新入りの文官にそんな伝手などあるはずもなく、ヘルガはそれも運命だと笑ったが、オリヴェルは諦めなかった。出世して、聖女の涙を手にすることができるほどになればいいのだ。そして、オリヴェルはその決意通り、史上最年少の若さで宰相の地位を手に入れた。

　ヘルガはオリヴェルが実力で宰相になったと思っているようだが、さすがにこの地位を短期間で自力で手に入れることは難しかった。もちろん寝る間も惜しんで仕事に励んではいたが、王太子のリクハルドに気に入られたことが一番の理由だ。

　横領や賄賂など、城内にはびこる不正を正すことでオリヴェルは邪魔な相手を引きずりおろし、その地位に成り代わることを繰り返していた。地位が上がれば、その分だけ聖女の涙を手に入れる可能性が高くなる。ヘルガの病状は緩やかではあるものの確実に悪化していて、生意気だと言われようが蹴落とした相手に恨まれようが、なりふり構っている時間はなかった。

　それを面白がったのがリクハルドだった。将来の即位に向けてあらゆる不正を潰しておきたいという彼は、オリヴェルの清廉潔白さと野心を気に入って宰相に取り立ててくれた。

　ヘルガを治すために聖女の涙を手に入れるという目的は誰にも話したことはないが、大雑把に見えて人のことをよく見ているリクハルドには見抜かれていて、彼はオリヴェルに涙の結晶をくれた。




　ヘルガは、ゆっくりと指先で撫でるように涙の結晶に触れた。淡いピンクと青、ふたつの結晶は小さいけれど手のひらの上できらきらと輝いている。

「綺麗だね。聖女様の美しい心が、そのまま結晶になったみたいだ」

「ヘルガさんの分しかないから、他の人には知られないようにこっそりと飲んでほしい。砕いた結晶を湯に溶かして少しずつ飲めば、急激な回復に怪しまれることもないと思うから」

　オリヴェルの言葉に、光に透かすように結晶を眺めていたヘルガが小さく笑みを浮かべると首を振った。

「これは、あたしには必要ないよ」

「ヘルガさん」

　思わず咎めるような声音になったオリヴェルを見あげて、ヘルガは笑う。

「他にこれを必要としている人が、たくさんいるはずだ。あたしはもう寿命だからね、今更良くなろうとも思わないよ」

「そんな、だってこれを飲めば……」

「無理に寿命を引き延ばすような真似はしたくないんだ。おまえもこんなに立派になったし、いつお迎えが来ても後悔なんてないよ」

「でも」

　無意識に立ち上がっていたオリヴェルに座るよう促しながら、ヘルガは穏やかに微笑む。

「あたしは長く生きすぎたからね、そろそろあの人に会いたくなったりするんだよ」

　目蓋を閉じた彼女が思い浮かべているのは、オリヴェルの生まれる前にすでに亡くなっていたヘルガの夫のことだろう。共に過ごした時間は短かったというが、ヘルガは夫を描いた小さな肖像画を今でも大切に持っている。

「ごめんね、オリヴェル。あたしのためにと無理して手に入れてくれたんだろう。その気持ちは、本当に嬉しいんだよ」

　それなら飲んでくれればいいのにと言いかけた言葉を、オリヴェルはため息と一緒に飲み込んだ。こうと決めたら意思を曲げないヘルガに、何を言っても変わらないだろうことはオリヴェルもよく分かっている。

「……だけど、一応置いておきます。私は、ヘルガさんに良くなってもらいたいと思ってるから」

　つぶやいて、オリヴェルはヘルガの手に再度結晶を握らせた。本人の望まない治療を押しつけるような真似がヘルガを苦しめるかもしれないと分かっていながらも、それでもオリヴェルは彼女の完治を望んでしまう。

　一人にしないでと口からあふれそうになった言葉を、オリヴェルは唇を噛むことで耐えた。

　唯一の身内を亡くすかもしれないという状況に、足元から世界が崩れ落ちていくような恐怖を感じる。両親の死を幼すぎて覚えていないオリヴェルにとって、身内との別れを意識するのはこれが初めてだ。

　ほとんど表情には出していないものの、オリヴェルが泣き出しそうに動揺していることは長い付き合いで分かるのだろう。ヘルガは小さく笑った。その顔は慈愛に満ちていて、向けられた笑顔に更に胸が苦しくなる。

「そんな顔しなくても、すぐには逝かないよ。こう見えて調子は悪くないんだ。できることなら、おまえが結婚するところまでは見届けたいしね」

　いい人はいないのかと揶揄うような口調のヘルガに首を振ってみせながら、その涙の結晶を作り出す聖女のことを想っているのだと告げたなら、ヘルガは結晶を飲んでくれるだろうかと、オリヴェルはぼんやりと考えていた。





◇






　ヘルガのことを気にかけつつも、休暇が終わればオリヴェルは仕事に忙殺される日々だ。

　ほとんど寝るだけの自宅に帰る時間すら惜しくて、執務室の隣にある仮眠室に泊まり込むことも多い。

　今夜も帰宅は諦めようと考えながら、オリヴェルはもはや昼食なのか夕食なのかも分からない食事をとったあと、執務室へ戻るべく廊下を急ぐ。時間を問わず軽食を出してくれる城の食堂は、独り身のオリヴェルにはありがたい。

　頭の中で次の仕事内容を整理しつつ執務室に戻ると、机の前にリクハルドの姿があった。

「俺に回す予定の書類は、もうサインをしておいたぞ。仕事が減って嬉しいだろう」

　ひらひらと紙を振ってみせながら、彼はどうだと言わんばかりの表情を浮かべている。

　机の隅によけておいたリクハルド宛の書類の山が随分と減っているのを見て、オリヴェルは驚きに口を開けた。

「ありがとうございます、非常に助かります。お茶でも淹れましょうか」

「そうだな、少し話しておきたいこともあるし」

　うなずいたリクハルドがソファに移動するのを横目に見ながら、オリヴェルは紅茶の準備を始める。意外と甘党の彼には、砂糖を多めに。

　熱い紅茶を淹れてソファに向かうと、リクハルドは疲れたように目を閉じていた。王太子として常に気を張っている彼の無防備な姿は、この部屋でしか見られない。

　ことり、とテーブルにカップを置くと、リクハルドが目を開けた。その表情は、すでに王太子としての顔を取り戻している。

「忙しいところ悪いな」

「こんな夜更けにこちらにいらしている時点で、殿下も同じでしょう」

　オリヴェルの言葉に、リクハルドは確かにと笑ってカップに口をつけた。

　何かを考えるようにしばらく黙ってお茶を飲んでいたリクハルドは、ゆっくりとカップをテーブルに戻すと微かに姿勢を正した。

「今日ここへ来たのは、アストリアのアドルフ王子についての話をするためだ」

　意を決したようにつぶやかれた言葉に、オリヴェルも思わず背筋を伸ばす。薄々予感はしていたが、やはりその名前を聞くと胸の奥に嫌なものが広がる。

　表面上は友好関係にある両国だが、アストリアは常にイーゼリアを取り込む機会を狙っている。

　先日のアドルフ王子の訪問も、表向きは建国を祝ってという名目だったが、本当のところはイーゼリアの優秀な金属加工の職人を引き抜くためだったのではないかと言われている。今のところそのような動きはないようだが、オリヴェルも注意して経過を追っているところだ。

　そして、アドルフ王子につきまとう噂こそがオリヴェルやリクハルドが彼を警戒する最大の理由。アストリアの第二王子である彼は、王位継承権を放棄する代わりに自由奔放な振る舞いを許されていることで知られている。

「もしかして」

　小さくつぶやいたオリヴェルに、リクハルドも苦々しい表情でうなずいた。

「セレスティアに目をつけられた。できることならアドルフ王子には会わせたくはなかったんだが……」

　オリヴェルの脳裏にふと、夜会の場でアドルフに言い寄られていたセレスティアの姿が浮かぶ。立場上断れるはずがなかったとはいえ、彼女が手の甲に口づけを許したことに苛ついて、まるで上書きするかのように何度もキスを落としたのはつい先日のことだ。

「あの人は、珍しいものが好きだからな。涙を結晶化させることのできる聖女なんて、興味を惹かれないわけがない。夜会の場では何とかとりなしたが、きっとセレスティアをコレクションに加えようと考えているはずだ」

　リクハルドが、重いため息を落とした。

　アドルフ王子は、変わった能力を持つ者や人とは違う見た目の者などを、城の一角に集めているという。まるで物のように扱われるそのコレクションは、彼が飽きたらゴミのように捨てられる。

　かつて、左右の瞳がそれぞれ美しい金と銀をしていたからという理由で連れてこられた娘が、最終的に瞳以外は要らないと両目を奪われた上で城の外に捨てられたという噂は、彼の無邪気な残虐さをあらわす逸話として密やかに語られている。

　アドルフ王子の次の狙いは、セレスティアに違いない。

　とはいえ、イーゼリアの聖女であるセレスティアを国王がそう簡単にアストリアに渡すとは考えにくい。聖女とは国にとって大切な存在のはずだ。

　そう考えたオリヴェルの表情を見て、リクハルドは皮肉げに唇を歪めて笑った。

「父は、セレスティアをアストリアに差し出すつもりだ」

「え……？」

「アストリアが我が国の銀山を欲しがっていることは知っているだろう」

　リクハルドの言葉に、オリヴェルは黙ってうなずく。

　イーゼリアは銀の産地として有名で、銀をはじめとした金属加工は国の主要産業となっている。

　そして、国内に資源を持たないアストリアが何十年も前からイーゼリアの銀山を欲しがっていることは、よく知られている。特に国境に近いガリアン銀鉱で採掘された銀は質も良いため違法採掘の被害に遭うことも多い。明確な証拠はないものの、そのほとんどが密かにアストリアに流れていると思われる。

「ガリアン銀鉱に手を出させない代わりに、セレスティアをアストリアに行かせる話が出ている」

　ため息混じりに吐き出されたその内容に、オリヴェルは思わず身を乗り出していた。

「ですが、ティア──セレスティアは我が国の聖女です」

「あぁ。だから、表向きは病に臥せるアストリア王妃の治療のためという名目で向かうことになる。セレスティアの涙に癒しの力があることは知られているからな」

　ただし、とつぶやいてリクハルドは眉間に皺を寄せて首を振る。

「一度アストリアの地を踏めば、何らかの理由をつけてセレスティアは帰してもらえないだろう。そのまま、アドルフ王子のコレクション入りだ」

「そんな……」

「ガリアン銀鉱と聖女。ふたつを比べて、父は銀鉱をとった。セレスティアの涙は確かに貴重だが、生活に不可欠なものではないからな。それよりも国土を、国の資源を守る必要があるという父の考えは、確かに間違っていない」

　リクハルドの言葉に、オリヴェルも唇を噛んでうなずく。確かにどちらが国にとってより重要かと聞かれれば、オリヴェルも同じ答えを出すだろう。

　しかし、国のためにセレスティアをまるで生贄のようにアストリアに差し出すことを素直にうなずけるほど、冷酷にはなりきれない。オリヴェルは、震える手を強く握りしめた。

「それでも、聖女を政治の駆け引きに使うなんて」

「あぁ、そうだな。セレスティアの顔を見たくないという父の気持ちを尊重しているつもりだったけど、まさか国外にやってしまうとは思わなかった」

　苦い表情でリクハルドもうなずく。国王は、セレスティアが孤児であるということを良く思っていないのだと聞いたことがある。確かに国王は聖女に関する全てをリクハルドに任せて自身は一切関わろうとしないし、唯一顔を合わせる建国祭の時にもセレスティアの方を見ようともしない。

　だが、リクハルドの推薦があったとはいえ後ろ盾のないオリヴェルを宰相に取り立ててくれた国王が、孤児というだけでここまでセレスティアを嫌うだろうかと今更な疑問が湧き上がる。

「陛下は、何故セレスティアを厭いとうのでしょうか。確かに彼女は孤児ですが、こんなにも国に貢献してくれているのに」

「さあな。昔、嫌っていた誰かにでも似てるんだろう」

　思わず漏れたオリヴェルの疑問に、リクハルドは冗談とも本気ともつかない口調でつぶやくと深いため息をついた。

「残念ながら、王の決定は絶対だ。セレスティアはこの国を守るため、アストリアに引き渡される。そこであの子がどんな扱いを受けるかなんて、考えてもいない」

　リクハルドは唇を歪めて吐き捨てる。その瞳の奥には隠し切れない怒りが見え隠れしていて、彼がこの決定に納得していないことをあらわしている。だが、王太子といえども王の決定を覆すことはできない。オリヴェルはもっと無力だ。

「アストリア行きは、いつになりますか」

　動揺を抑えて平坦な声で尋ねると、リクハルドは沈んだ表情で視線だけオリヴェルに向けた。

「来月の予定だ。その時には、宰相としておまえに同行を命じることになるだろう」

　まるで、オリヴェル自らの手でセレスティアをアストリアに差し出してこいと言われているような気がして、指先が冷たくなっていく。

　黙り込んだオリヴェルを見て、リクハルドはゆっくりと身を乗り出した。

「……だが、もしも彼女を行かせずにすむ方法があるとしたら、おまえはどうする？」

「え？」

「おまえにしかできないことだ。ただし、セレスティアを深く傷つけることになる。あの子の人生を壊すことになる。おまえにそれを背負う覚悟はあるか」

「それは、どういう……」

　リクハルドの暗い表情が示す内容はどう考えても良い話ではなさそうで、鼓動が嫌な速さで打ち始める。

　躊躇いを振り払うように一度こくりと唾を飲み込んだリクハルドは、まっすぐにオリヴェルを見つめた。

「無理矢理でいい、セレスティアの処女を奪え」

「……っ」

　告げられたあまりの内容に、オリヴェルは一瞬引き攣ったような声を漏らした。

「理由を聞いても？」

　冷静に問うたつもりの声は、自分でも分かるほどに震えている。

　リクハルドは、頭を抱えるように額に手をやってため息をついた。

「涙を結晶化させられなくなったセレスティアには、アドルフ王子も興味を失うはずだ。純潔を奪えばあの子は力を失い、聖女でなくなる。アストリアに行く理由もなくなる」

「ですが……」

「ただし、そうなればセレスティアはこの城からも追いやられることになるだろうな。元聖女として何とか待遇は維持してやりたいが」

　オリヴェルは、動揺して視線をさまよわせる。アストリアに行けば、セレスティアが酷い扱いを受けることは間違いない。宰相として、隣国の状況はいくつも耳に入ってくる。アドルフ王子の残虐な振る舞いがアストリア内で行われる分には構わないが、そこにセレスティアが関わるとしたら話は別だ。

　だが、セレスティアを守るためとはいえ聖女の力を奪うことが、本当に最善だろうか。考えるものの、答えは出ない。

「他に、方法は」

　絞り出すように問い返したオリヴェルに、リクハルドは黙って首を振った。

「セレスティアが聖女である限り、アストリアは──アドルフ王子は諦めないだろう」

「そう……ですね」

　アドルフ王子の執念深さは、オリヴェルだってよく知っている。たとえ今回乗り切ったとしても、方法を変えて必ずセレスティアを手に入れようとするはずだ。

　うなずいたオリヴェルを、リクハルドは沈痛な面持ちで見つめる。

「だから、セレスティアが聖女でなくなるのが一番いい。せめておまえの手で奪ってやれ」

「そんな……」

　オリヴェルは、思わず首を振る。セレスティアを塔の外に出してやりたい、そのために純潔を奪えばいいのではと考えたことがないとは言わない。彼女と一線を越えたいと願ったことだってある。だが、それは決してこんな形ではなかった。

「セレスティアが、おまえを慕っていることは俺だって分かっている。おまえもあの子を憎からず想っているだろう。聖女の力を奪う役目は、おまえ以外にいない」

　リクハルドの言葉が胸に突き刺さる。彼の言う通りだ。どうしてもセレスティアの純潔を奪わねばならないのなら、オリヴェルはその役目を他の誰にも譲る気はない。こんな形で終わらせることになるとは思わなかったが、無垢さにつけ込んで彼女を弄んだ自分にぴったりの役だとすら思う。

「……分かりました」

　しばらく黙ったあと、絞り出すような声でつぶやいたオリヴェルを見て、リクハルドも小さくうなずいた。

「ただ、セレスティアは顔も知らぬ男に襲われて純潔を失うのであって、相手がおまえだと知られてはならない。アストリアに行かせないために俺たちが画策したことが表沙汰になれば、セレスティアも銀鉱も奪われることになりかねないからな」

「ですが、私だと気づかれないようにするのは難しいのでは。見えないよう、目隠しでもしますか」

　聞いておきながら、その内容の醜悪さに吐き気がする。結局のところ、セレスティアを物のように扱っているのはアドルフ王子もオリヴェルも同じだ。

　その問いに、リクハルドは首を振った。

「セレスティアには、自分を襲った相手の顔をしっかりと見てもらわなければならない。薬で髪と目の色を変えろ。灯りをつけず、仮面でもかぶっておけばいい。ちょうど、最近王都を騒がせている連続暴行事件があるだろう。あの犯人がセレスティアを襲ったことにする」

　犯人に目星はついており、次の犯行でその場を取り押さえるために囮捜査が予定されているのだという。

　すでに何人もの女性を襲った犯人は、捕えられれば死刑は確実で、そこにもうひとつ聖女を襲うという罪状が加わるだけだとリクハルドは冷たい表情で笑った。

　そしてその男の似顔絵を見せられ、似せて変装するようにと命じられる。

「自らを襲う相手を覚えさせ、見知らぬ男だったとセレスティア自身に証言させる、ということですか」

　オリヴェルの言葉に、リクハルドは冷酷な表情を崩さないままうなずいた。

「その通りだ」

「残酷なことを」

　思わず漏れた言葉に、リクハルドは憐れむような笑みを浮かべる。

「そうだな、セレスティアをこれ以上ないほどに傷つけることになるだろう。だけど、傷ついたセレスティアを優しく慰め、また前を向かせるところまでがおまえの仕事だ」

　黙って見つめるリクハルドは、オリヴェルに本当にできるのか、その覚悟はあるのかと問うているように見える。

　ここでオリヴェルが怖気づいたなら、彼はこの役目を別の誰かに命じるのだろう。

　他の誰かに奪われるくらいなら、せめて自分の手で。

　そう決めて、オリヴェルはリクハルドをまっすぐに見つめ返した。

　しばらく無言で視線を合わせたあと、リクハルドがふっと表情を緩めた。

「決行の日と侵入方法については、追って指示する」

「御意」

　声が震えないように気をつけながら、オリヴェルはゆっくりと頭を下げた。








第五章　失った力









　入浴を済ませ、寝衣に着替えたセレスティアは、時々欠伸を噛み殺しながらソファの上で本を読んでいた。

　エルマに借りた本を読み始めたら止まらなくて、夜更かしをしているのだ。こんなに遅くまで起きていることがエルマに知られたらきっと叱られるだろうけれど、ページを捲る手が止まらない。あと少し、あと少しだけと読み進めていくうちに、夜はどんどん更けていく。

　ようやく最後のページを読み終えて、セレスティアはほうっとため息をついて本を閉じた。主人公たちの甘く幸せなラストに、うっとりと余韻に浸ってしまう。

　いつかこんな幸せな恋をしたいなと思いつつ、頭の中に浮かぶのはオリヴェルのこと。彼との関係に甘い未来などないことは分かっているから少しだけ切なくなるけれど、せめて今夜は彼のことを想って眠ろうと、セレスティアは本を抱きしめた。

　時計を見あげると、いつもの就寝時間を大幅に過ぎている。窓の外は、いつの間にか雨が降りだしていた。

　ふぁ、とまたひとつ欠伸をして、セレスティアは目を擦りながら寝室へと向かった。

　灯りを消してベッドに横になると、途端に眠気が襲ってきた。明日は寝坊するかもしれないなと思いながら目を閉じた時、雨音に混じってゆっくりと階段を登ってくる足音が聞こえ、セレスティアは眉を顰めて身体を起こした。

　こんな真夜中に誰かが訪ねてくることなど、今まで経験がない。それに、まるでセレスティアに気づかれないようにと忍ばせた足音も不安をあおる。

　エルマが何かの用事で戻ってきたのだろうか。それともオリヴェルかリクハルドか。セレスティアのもとを訪ねてくる人物なんて、それくらいしか浮かばない。

　凍りついたようにベッドの上から動けないセレスティアの耳に、きぃと扉の開く音が届いた。続いて聞こえる足音は、まっすぐにこの寝室を目指しているようだ。

　どうすればいいか分からなくて、ただ視線をさまよわせるだけだったセレスティアの目の前で、寝室の扉がゆっくりと開く。

「……っ」

　灯りを落とした薄暗闇に紛れるように、黒い人影が見える。背格好から男性だと思われるが、闇に溶けるような黒髪を無造作に束ねたその姿に見覚えはない。顔がよく見えないと思ったら真っ黒な仮面を身につけていることに気づき、セレスティアはサイドテーブルの上に置いたベルに手を伸ばした。普段はエルマを呼ぶために使っているそれを鳴らせば、塔のまわりで警備をしているはずの騎士にも届くだろうか。

　だけど、セレスティアが動くのと同時に仮面の男も一直線にこちらに向かってくる。

「や……っ！」

　悲鳴をあげる間もなく、セレスティアの身体はベッドの上に押し倒された。指先が微かにベルに掠ったものの、音を鳴らすことは叶わない。

　男は手際良くセレスティアの口に布を噛ませ、両手首を掴むと懐から取り出した縄でベッドの柱にくくりつけた。その用意周到さに、セレスティアは信じられない思いで息を詰めた。

　両脚でセレスティアの身体を挟むようにして乗り上げた男の手には、鈍く光るナイフが握られている。恐怖のあまり引き攣った悲鳴をあげたが、その声は口の中に押し込められた布に吸い取られていく。

　殺されるのかと覚悟して目を閉じたものの、予想していたような痛みは訪れない。代わりにビッと布の裂ける音と共に服の締めつけが緩んだ。

　思わず目を開けたセレスティアは、男の目的を理解して必死に身体をよじった。そのせいで破られた寝衣が更に乱れ、白い肌が男の目の前に晒されていく。

　押さえつけられたセレスティアがろくに動けないことを嘲笑うように、男の手がこぼれ出た乳房を鷲掴みにした。痛みすら感じるほどの荒々しさに、涙が浮かぶ。

　どんなに嫌だと首を振っても、逃れようと身体をよじっても、男の手は止まらない。仮面の奥の真っ黒な瞳が、無感情にセレスティアを見つめている。

　まるで見せつけるようにセレスティアの胸を弄んでいた男は、やがてゆっくりと身体を起こすと下半身へと手を伸ばした。引きちぎるような勢いで乱暴に下着を取り去られ、両脚を割り開かれて、セレスティアは再度必死に抵抗を試みる。経験はないけれど、この先に何が起こるのかはオリヴェルとの触れ合いを繰り返してきたセレスティアにだって分かっている。

　だけど、どれほど身体をよじろうとしても、縛られた腕を動かそうとしても逃れられない。瞳からこぼれ落ちた涙が、耳をつたってシーツにいくつもの染みを作った。

　男の指先が秘部に触れ、セレスティアは必死に首を振って声をあげようとする。オリヴェルに触れられる時とは違って全く潤んでいないその場所に強引に指をねじ込まれて、引き攣るような痛みに全身がこわばった。

　身体の内側を蹂じゅう躙りんするような指から逃れようと脚をばたつかせた時、パッと明るい光が部屋の中を一瞬照らした。

　それが稲光だと認識するのと同時に、見おろす仮面の奥の瞳と目が合った。

　何を考えているのか分からないほどに無表情だったはずの漆黒の瞳が、微かに動揺を浮かべているように見えて、同時にその瞳に見覚えがあるような気がした。




　──オリヴェル、様……？




　瞳の色も、髪の色も長さも違うはずなのに、セレスティアは自らを組み敷く男がオリヴェルであると確信した。一度気がついてしまえば、見おろす瞳も触れる指先の感覚も、彼のもので間違いないと思える。

　オリヴェルが、どうして姿を変えてまでセレスティアにこんな真似をするのかは分からない。だけどきっと、何か理由があるのだろう。こんなことをするほど、彼に憎まれていたとは思えないし、思いたくもない。

　少し遅れて重たく響く雷の音を聞きながら、セレスティアはゆっくりと身体の力を抜いた。

　抵抗が止んだことに気づいたのか、男が戸惑ったように手を止める。うかがうように見つめる黒い瞳を、セレスティアはじっと見あげた。




　──オリヴェル様になら、何をされても平気です。




　何度か彼に告げたことのある言葉。声は出せないけれど、その思いを込めてひたすらに見つめる。

「……ティア」

　掠れた声が聞こえた気がしたのは、セレスティアの願望が聞かせた幻聴だろうか。

　再び秘部を抉り、身体の奥を暴くように動き始めた指は、セレスティアに焼けつくような痛みを与える。いつもオリヴェルが触れてくれる時とは全く違う、乱暴で残酷な手。だけど、彼に与えられるものならば、この痛みだって耐えられる。

　ふと、先程読み終えた本のワンシーンが頭に浮かぶ。

　それは、様々な障害を乗り越えた二人が初めて結ばれる場面。ヒロインが、愛する人に与えられる痛みなら、それすら嬉しいのだと囁いていた。

　まるで今のセレスティアと同じだと思いながらも、苦い気持ちになる。本の中の二人とは違って、セレスティアとオリヴェルの間に愛などないから。

　それでもやっぱり、セレスティアはオリヴェルがくれるものならば、それが痛みでも構わないと思うのだ。

　瞳に浮かんだ涙は、みるみるうちに美しい結晶へと姿を変えた。

　ぽろりとこぼれ落ちた結晶は、青く輝いてシーツの上に転がる。再び部屋を照らした稲光が眩しくそれを照らし、その瞬間、男の動きが止まる。

　ゆっくりと伸ばされた震える指が青い結晶を摘み上げ、セレスティアもぼんやりとそれを見あげた。

　定期的に部屋を照らす閃光に浮かび上がったのは、いつもオリヴェルに触れられる時に流すものと同じように深い青をした結晶。だけどよく見ると、淡い紫から青に変化するような色をしている。まるで二人の瞳の色が混じり合ったようなその色に、セレスティアは思わず見惚れる。

　黙って結晶を見つめていた男は、何かを吹っ切ったように小さく首を振ると、結晶を懐にしまい込んだ。冷たい手は再びセレスティアに触れるものの、痛みを感じるほどの乱暴さはない。

　やがてゆっくりと身体を離した男は、よろめくように立ち上がるとそのまま身を翻して部屋を出て行った。

　待ってと声をかけたつもりだったけれど、言葉は口の中に押し込まれた布に吸い込まれて消える。

　縛られたままの腕も、乱暴に掴まれた胸も蹂躙された秘部も、どこもかしこもずきずきと痛む。鳴り響く雷の音から逃げたくて、耳を塞ぎたいのにそれもできない。

　痛くて、怖くて、辛くてたまらない。

　だけど一番痛いのは心の奥だ。

　きっともう、二度とオリヴェルに会うことはないだろう。たとえ姿を変えていても、こんなことをしておいて以前のように二人で過ごすなんてありえないから。

　セレスティアは小さくしゃくり上げると、目を閉じた。

　いつか終わりが来ると、覚悟はしていたつもりだった。だけどこんな形で終わるなんて、思ってもみなかった。

　再びあふれた涙は、やはり結晶化せずに流れ落ちる。

　そのままセレスティアは、意識を失った。





◇






　翌朝、セレスティアはエルマの悲鳴で目覚めた。

　全身の痛みに顔をしかめながら、昨晩のことを思い出す。

　両手を縛られて服を乱し、肌を曝け出した状況は、誰が見たって襲われて乱暴されたと判断するだろう。

「セレスティア様、何が……、誰がこんな……」

　震える声で涙を流しながら、エルマが両手の戒めを解いてくれる。乱れた服は破られてぼろきれのようになっていたので、ガウンを羽織ってセレスティアはソファへと移動した。全力で抵抗した名残か、足が震えて支えがないと立てないし、少し動くたびに全身が酷く痛む。だけど、頭の中は靄がかかったようにぼんやりとしている。

　セレスティアよりもエルマの方がよっぽど動揺しているようで、お茶の準備をする手が震えている。かちゃかちゃと音をたてるなんて、普段の彼女にはありえないことだ。

　テーブルの上のカップに手を伸ばそうとしたセレスティアは、腕にぽたりとあたたかいものが落ちたことに驚いて目を瞬く。

　その時初めて、セレスティアは自分がずっと涙を流し続けていることに気がついた。







　恐らくエルマが連絡をしたのだろう、お茶を飲み終える前にリクハルドがやってきた。うしろに控えているのは、セレスティアも何度か会ったことのある医者の女性。

「セレスティア……」

　痛ましげな顔で、リクハルドはセレスティアを見つめる。だけどいつもより更に距離をとっているのは、セレスティアを怖がらせないためなのだろうか。

「リクハルド様、ごめんなさい。わたし……、力を失ったのだと思います。涙が、全然結晶にならないんです」

　あとからあとから流れる涙は、今も結晶化することなく頬を滑り落ちていく。

　涙を拭いながらぽつりとつぶやくと、リクハルドが唇を噛んで首を振った。

「とにかく……怪我がないか診てもらえ」

　促されてセレスティアの前に女性医師がゆっくりと進み出る。怯えさせないようにと気遣ってか、その表情はとても優しげだ。

「聖女様、診察をさせていただけますか」

　その言葉に、セレスティアは黙ってこくりとうなずいた。




　診察の結果、セレスティアの身体は自覚していた以上にあちこち傷ついていた。そのほとんどが抵抗した際にできたもので、特に縛られていた手首の傷は見た目にも痛々しい。

　包帯を巻いてもらい、それが目に入らないように袖の長い服を着せてもらうと、少しだけ気分が落ち着いた。だけど、一向に涙は止まらない。

　医師とはいえ他人に秘部を晒す羞恥に耐えながら、セレスティアは現実逃避のようにオリヴェルのことを考えていた。

　昨夜、セレスティアを襲ったのはオリヴェルで間違いない。だけど何故そんなことをしたのかが分からない。

　ただひとつはっきりしているのは、もう二度とオリヴェルに会うことはないということだけ。それが悲しくて、セレスティアの瞳からはぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。きっとまわりには、襲われたショックで泣いているのだと思われているだろうけれど。

　診察の結果、医師は沈痛な面持ちでセレスティアが純潔を失ったであろうことを告げる。シーツにも血がついていたらしく、それが決定的な証拠だと言われてセレスティアもうなずいた。

　オリヴェルがセレスティアに触れたのは指だけで、男性器と言われる場所が触れた記憶はない。だけど、性的なことに関する知識に乏しい自覚のあるセレスティアよりも、きっと医師が言うことの方が正しいのだろう。




　診察を終えて、別室で待っていたリクハルドが再びやってくる。

「セレスティア、辛いことかもしれないが、少し話を聞いても構わないか」

　躊躇いがちに切り出されて、セレスティアは黙ってうなずく。隣に座ったエルマが安心させるように肩を抱いてくれ、そのぬくもりに励まされてセレスティアはゆっくりと口を開いた。

「わたしを……襲った相手のこと、ですよね」

「覚えている範囲のことで構わない。無理に思い出さなくていいから、教えてもらえるか」

　セレスティアは、言葉を探してうつむく。何を話せばいいのか分からない。それでも、あれがオリヴェルだったということだけは知られてはならない。

「……大柄な、人でした」

　ぽつりとつぶやくと、リクハルドとエルマの視線が集中するのが分かった。

「顔は……分かりません。仮面を着けていたから。暗くてよく見えなかったけれど、髪も瞳も──色は黒」

「他に覚えていることはあるか」

　リクハルドの言葉に、セレスティアは考えるようにまたうつむく。

「すごく力が強くて、山みたいに大きな人でした……声は、聞いていないから分からない。髪は長めで、うしろで結んでいました」

　少しでもオリヴェルと違う要素を。そんなことを思いながら、セレスティアの唇は嘘を紡ぐ。

「分かった。犯人は、必ず捕えると約束しよう」

　リクハルドの言葉に黙ってうなずきながら、オリヴェルが捕らえられることのないよう祈ってしまう。

　止まることのない涙は、スカートの上で握りしめた拳の上にぱたぱたと降り注いだ。





◇






　それから十日あまり。

　表向きは穏やかな日常を取り戻したように、セレスティアは以前と変わらぬ日々を送っている。

　だけど、何をしても涙は結晶化しない。

　見舞いと称してリクハルドが何度かやってきては、美味しいお菓子や可愛らしいアクセサリーを贈ってくれるけれど、何を食べても何をもらっても、涙はただの水滴となって頬を滑り落ちるだけ。

　涙を拭いながら、セレスティアはぼんやりと窓に目をやった。そこに飾られているのは、ガラスでできた白い花。きっともう会えないことは分かっているけれど、それでも一いち縷るの望みを託して飾ったその花は、ずっと窓辺に置かれたままだ。

　そしてやはりオリヴェルが来てくれることはなく、その事実にまた涙がこぼれ落ちる。

「セレスティア、大丈夫か」

　声をかけられて、リクハルドが向かいに座っていることを思い出し、セレスティアは慌てて正面を向いた。

　テーブルの上には、彼が持ってきてくれた可愛らしい花の形の焼き菓子が並んでいる。その見た目も鼻をくすぐる甘い香りも、いつもなら心躍るはずなのに今は何も感じない。

「大丈夫です、すみません」

　つぶやいて、セレスティアは焼き菓子に手を伸ばした。

　一口齧れば、さくりとした食感と共に甘い味が口の中に広がる。

　とても美味しいと思うのに、瞬きと共にあふれた涙は、やはり結晶化せずにスカートに小さな染みを作った。

　それを見て、リクハルドが小さなため息をつく。そしてあらたまった様子で名前を呼ばれ、彼がここに来た理由に思い至る。背筋を伸ばしたセレスティアを、リクハルドがじっと見つめた。

「明日には、この塔から出ることになるだろう」

「わたしが力を失ったからですね」

　セレスティアの言葉に、リクハルドも黙ってうなずく。

「ただ、これまでの功績とおまえを襲った犯人がまた襲撃してくる可能性を考慮して、しばらくの間は城の離れに部屋を用意する。あまり自由な生活はさせてやれないが……」

「充分です。お心遣いに感謝します」

　セレスティアはそう言って頭を下げた。聖女としての力を失った時点で城から放り出されてもおかしくないと思っていたから、住む場所を用意してもらえるだけでありがたい。

　ただひとつだけ心残りなのは、オリヴェルのこと。

　十日後は満月なのだ。花を飾っても来てくれない彼が、満月だからといって来るわけないことは分かっているのに、それでも諦めきれない気持ちがある。

　表向きにはセレスティアとオリヴェルにはほとんど接点がないので、彼が今どうしているのかを問うことすらできない。かろうじて、侍女たちの噂話から変わらず忙しくしていることを知ることができたので、彼の無事は確認されたけれど。

　結晶化することなく、瞳からこぼれ落ちる涙。

　オリヴェルに会えるまで、この涙は止まらないような気がした。
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　聖女でなくなったセレスティアは、塔を出てリクハルドが用意してくれた部屋へと移ることになった。城の北側にあるその部屋は、前よりも狭く更に質素だ。与えられた部屋にセレスティア自身は不満はないものの、エルマはまるで下働きの部屋のようだと嘆いていた。

「エルマは、どうしてここまで一緒に来てくれたの？」

　場所が変わっても変わらず美味しいお茶を淹れてくれるエルマに、セレスティアは尋ねる。

「え？」

「わたしが聖女でなくなった時点で、別の仕事先も紹介されたのでしょう。きっとそちらの方が良い待遇だったのじゃないかしら」

　もはや聖女でもない自分についていても、あまり良いことはないような気がして眉を下げるセレスティアに、エルマは首を振った。

「セレスティア様が小さな頃からずっとお世話をしてきたのに、今更離れるなんてできませんよ。場所が変わって不便なことも多いでしょうけれど、私はずっとおそばにいますよ」

　それに、とつけ加えられたのは、セレスティアを守れなかったという後悔の言葉。あれは決してエルマのせいではないのに、もっと鍵を頑丈にしておけば良かった、塔の入り口だけでなくセレスティアの部屋にも鍵を設置すべきだったと、彼女は悔やんでばかりいる。

「ありがとう、エルマ。でも、もっといいお仕事先が見つかれば、そちらを優先してね。ご家族のこともあるし」

　エルマにはたくさんの弟や妹がいて、給料の大半を仕送りに充てていることはセレスティアもよく知っている。

「えぇ、ありがとうございます」

　微笑んだエルマの表情に微かに憂いが含まれているような気がして、やはり待遇が悪くなっているのかもしれないと少しだけ不安になる。自分のことはいいから、その分エルマの方に回してほしいと、今度リクハルドに頼んでみようとセレスティアは密かに決意した。







　聖女の称号を失い、部屋を移っても、セレスティアの生活にそう変化はない。本を読んだり刺繍をしたり、ぼんやり窓の外を眺めたり。

　まだセレスティアを襲った犯人が捕まっていないからと外出の許可もおりず、部屋に篭る日々だ。

　セレスティアは、涙を流すこと以外には何もしてこなかった。

　いずれここから出る時のために、少しずつ身の回りのことは自分でできるようになろうとエルマに頼んで手伝いをさせてもらっているけれど、朝食のパンをあたためるだけでも、毎回黒く焦がしてしまう。

　ため息をついたセレスティアは、窓辺に飾られた白いガラスの花を見つめた。目に入るたびに涙はあふれるけれど、それでもしまい込んでおくことはできなかった。

　セレスティアを襲ったのがオリヴェルだと、告発なんてしないから、もう一度会いたい。だけど、聖女でもないセレスティアが宰相である彼に会うことは無理だろう。

　せめて、彼と過ごした時間は幸せだったと、一言伝えるだけでいいのに。

　こぼれ落ちる涙は、やはり結晶化することなく服を濡らす。幸せな気持ちとは、どんなものだっただろうか。もう、セレスティアには分からない。
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　夜、部屋に一人きりになって、セレスティアは窓の外を見あげた。今夜は満月だ。銀色に輝く大きな月が、明るく部屋の中を照らしている。

　もう眠ろうと思ってベッドに横になっていたけれど、明るい月の光に誘われてセレスティアはゆっくりと身体を起こした。オリヴェルは来ないけれど、丸い月はセレスティアのもとを訪ねてくれた。

　セレスティアはクロゼットに向かうと、中から銀色のドレスを取り出した。満月の晩にだけセレスティアが身につける、二人きりの舞踏会のためのドレス。

　今夜はきっと誰も来ない。だけど、一人でだって踊れる。




　ドレスを身に纏ったセレスティアは、エルマにもらった紫のリボンを手に取った。おろしている方が似合うとオリヴェルが言ったから、結ぶのはサイドの髪を少しだけ。

　オリヴェルに教えてもらったステップを思い出しながら、セレスティアは一人でくるりくるりと部屋の中を回る。

　最初は全然覚えられなくて、複雑なステップに足が絡まりそうになったこともあった。

　うっかりオリヴェルを巻き込んで転倒しそうになったこともあったなと、思い出して小さく笑う。

　少しずつ、優しく丁寧に教えてくれたオリヴェルのおかげで、今はもう何も考えなくても身体が勝手に動くほどになった。

　こんなに上手に踊れるようになったのに、一緒に踊ってくれる人だけがいない。

　パートナー不在のまま、セレスティアは踊り続ける。

　動くたびにふわりと広がって揺れるドレスの裾が、月の光を浴びてきらめく。

　彼も今、この月を見ているだろうか。

　少しくらいは、セレスティアのことを思い出してくれているだろうか。




　踊り続けて呼吸が荒くなったセレスティアの耳に、オリヴェルの低い声が聞こえたような気がした。




　──ティア、疲れた？　少し休もうか。




　いつだって、セレスティアを気遣ってくれた穏やかな声。

　触れる手も、唇も、見つめる瞳も。本当に愛されているのではないかと勘違いしてしまいそうなほどに、甘く優しかった。

　踊ることも、口づけも、快楽も、全部オリヴェルが教えてくれた。

　たくさんの初めてを、セレスティアにくれた人。

　酷いことをされたあの夜のことだって、何か理由があったのだと信じている。




　ゆるゆると惰性でステップを踏んでいた足を止めて、セレスティアは月を見あげた。丸いはずの月が歪んで見えると思ったら、また涙を浮かべていたらしい。

　そういえば、オリヴェルの前でもこうして泣いたことがあったなと思い出す。

　我慢をしすぎだと、もっと我儘を言ってもいいのだと、そんなことを言われたはずだ。

「ひとつだけ我儘を言えるなら、もう一度会いたいです、オリヴェル様」

　届くはずのない願いをつぶやいて、セレスティアは月に祈るように目を閉じた。

　聖女が月の神に愛された娘だというのなら、最後にひとつくらい願いごとを叶えてほしい。それとも、純潔を失ったセレスティアに神はもう興味を失っただろうか。

　組んだ両手にこぼれ落ちた涙の感覚が、いつもと違うような気がした。

「……っ」

　ころり、と小さな音をたてて床に転がり落ちたのは、青みがかった小さな結晶。驚いてそれを凝視するセレスティアの瞳から、またいくつかの涙が結晶化して頬を滑っていく。

　聖女の力は、失くしたはずなのに。

　これは、満月の晩の奇跡なのだろうか。それとも、神はまだセレスティアを見ていてくれたのだろうか。

　震える指先で結晶を摘み上げ、セレスティアはそれを抱きしめるように胸の前で握った。







　満月の晩以来、セレスティアは再び涙を結晶化させられるようになった。だけど、以前のように簡単に涙を結晶化できるわけではない。オリヴェルと過ごした日々を思った時だけ、涙は結晶となって瞳からこぼれ落ちる。やはり彼は、純潔を奪うことはしなかったのだ。

　聖女の力を失ったわけではないと分かったけれど、セレスティアはそれを誰にも言わなかった。最後にオリヴェルに会った晩に流したものと同じ、紫から青に変わるような色をした結晶は、彼に捧げるセレスティアの想い。これを他の誰かに渡すことなんて、できない。

　エルマにも知られないように、セレスティアは瞳からこぼれ落ちる涙の結晶を、枕元に置いた小箱の中に隠しておくことに決めた。この小さな箱がいっぱいになるまでに、またオリヴェルに会うことはできるだろうか。
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　変わらず部屋に篭る生活を続けるセレスティアのもとに、リクハルドが久しぶりに訪ねてきた。その手には、いつものように可愛らしいお菓子。

　エルマの出したお茶を一気に飲み干したあと、リクハルドはセレスティアをじっと見つめた。

「おまえを襲った犯人が捕まった」

「……っ」

　思わず身体をびくりと震わせてしまう。オリヴェルがやったのだと、分かってしまったのだろうか。

　どくどくと鼓動が嫌な速さで打ち始めるのを感じながら、セレスティアはリクハルドを見あげた。

「犯人……は」

「数ヶ月前から、この王都で女性を狙った暴行事件がいくつか起きていたんだが、そいつの仕業だ」

「まぁ……、あの犯人がセレスティア様も……」

　そばに控えていたエルマが、思わずといった様子で口を開く。それを咎めることなく、リクハルドもうなずいた。

　その事件のせいでここ最近は夜間の女性の一人歩きが制限されるほどだったそうだ。襲われて抵抗したためか酷い怪我を負った人もいて、被害者の数は片手ではおさまらないほどだという。説明を聞きながらセレスティアは、侍女らが夜の街は危ないからと話していたのを聞いたことがあるのを思い出す。きっとこの事件のことだったのだろう。

「襲った女性から金品を奪ってもいたんだが、それでも飽き足らずセレスティアの涙を狙ったんだ。金になると思ったんだろうな。見張りの騎士が交代のためにいなくなった一瞬の隙を突かれたらしい。守ってやれなくて申し訳ないと思っている」

　頭を下げたあと、リクハルドはテーブルの上に一枚の似顔絵を置いた。そこには見たことのない、人相の悪い黒髪の大柄な男の顔が描かれている。

「こいつが犯人だ。見覚えはあるか」

　リクハルドの言葉に、セレスティアは黙って首を振る。あの晩セレスティアを襲ったのはオリヴェルだ。この男ではない。

　だけど、それを伝えれば今度はオリヴェルが捕えられてしまうだろう。かと言って見知らぬ男に罪を被せることもできなくて、セレスティアはもう一度首を振った。

「……ごめんなさい、分からないです。顔は……仮面を被っていて見えなかったから」

「そうだな。嫌なことを思い出させてすまなかった」

　うなずいてリクハルドは似顔絵をしまう。女性を襲ったところを現行犯で捕らえたというのだから、その男が罪を犯したことは間違いない。彼は、聖女を襲った罪も被ることになるのだろうか。

　結局何も言えず、セレスティアは黙ることしかできなかった。







　冷めてしまったお茶を新しく淹れ直すと言って、エルマが隣室に下がっていく。

　隣に座ったリクハルドは、躊躇いがちにセレスティアの頭を撫でた。その大きな手のぬくもりは、いつものようにセレスティアを安心させてくれる。

「ようやく、泣かなくなったな」

　少しホッとしたような声で言われて、セレスティアはこくりとうなずいた。

「色々とご心配をおかけしました」

「セレスティアは笑っている方がいい……いや、それが難しかったことは分かるが」

　失言だったと口を押さえるリクハルドを見て、セレスティアは大丈夫だと言って微笑む。少しずつ、こうして笑うこともできるようになってきた。

「オリヴェルに、会いたいか」

　何気ない調子でつぶやかれた言葉に、セレスティアはぴくりと身体を震わせた。

　どうして、と一瞬言いかけたものの、オリヴェルがセレスティアのもとに来ていたのはリクハルドの命令だったことを思い出す。あの甘く幸せだった触れ合いも、全ては命じられておこなったこと。

「オリヴェル様は……お忙しいでしょう」

「それを言うなら、俺もなかなかに多忙なんだが」

　小さく笑ったあとリクハルドはまた笑顔を消し、問うような視線を投げかける。その表情を見て、セレスティアは小さくため息をついた。ずっと不可解に思っていたことが、分かったような気がする。

　オリヴェルが姿を変えてセレスティアを襲ったことも、恐らくリクハルドの命令だ。きっと何か、セレスティアが聖女でいるとまずい事情があったのだろう。

　恐ろしい目には遭ったけれど、オリヴェルは本当に純潔を奪うことはしなかった。こんな酷いことを命じた人だけど、リクハルドは今も心からセレスティアを心配してくれている。

　セレスティアは、微笑みを浮かべてリクハルドを見あげた。

「オリヴェル様は、お元気にされていますか」

「そう……だな、相変わらず忙しくしている」

「お元気なら、それでいいです。お身体に気をつけてお過ごしくださいと、伝えていただけますか」

　セレスティアの言葉に、リクハルドの方が辛そうな表情を浮かべた。会いたい気持ちはあるけれど、きっと彼に会ったら涙が結晶化してしまう。それは、まだ誰にも知られてはいけないような気がした。

「──ティア」

　ふいにリクハルドが、囁くように呼びかける。オリヴェルしか知らないはずのセレスティアの愛称。大切に秘密にしていた宝物を取り上げられたような気がして苦しい。

「そう呼ばれるのは……嫌です」

　絞り出すようにつぶやくと、リクハルドが傷ついたような顔をした。

「それを許すのは、オリヴェルだけだということか」

　リクハルドの声が微かに震えていることに気づかないふりをして、うつむく。スカートの上で握りしめた手をそっと包み込むように握られて、セレスティアは思わず顔を上げた。辛そうな、何かを求めるような、見たことのない表情を浮かべるリクハルドが、握った手に力を込めて身を乗り出す。

「俺ではだめなのか。俺とあいつと、何が違う？　同じように可愛がってきたはずだ。おまえが笑ってくれるなら、俺は……」

　言いかけた言葉は途中で止まり、握りしめた手がゆっくりと離される。その手の甲に落ちたのは、セレスティアの涙。透明な雫が、いくつも落ちては流れる。

「ごめんなさい。リクハルド様にはいつだって良くしていただいているのに。だけど……あんなことがあっても、わたしはオリヴェル様のことが……」

　うっかり想いを口に出してしまいそうになって、セレスティアは唇を噛んだ。このままオリヴェルへの気持ちが高まれば、涙が結晶化してしまうかもしれない。

　ぐいっと手の甲で乱暴に涙を拭って、セレスティアはリクハルドを見あげた。彼の表情は、すでにいつもと変わりないように見える。

「すまん、また泣かせたな……保護者、失格だ」

　ハンカチを差し出され、セレスティアは受け取ってあふれる涙を押さえる。

「そんなことないです。リクハルド様はいつも優しくて、頭を撫でてもらうとすごく安心できて……」

「──まるで兄のようだろう」

　セレスティアの言葉を引き継ぐようにリクハルドがつぶやく。どう答えればいいか分からなくて黙りこくるセレスティアを見て、彼はニッと笑った。

「俺は、セレスティアの保護者だからな。兄のように慕ってくれるのは嬉しいことだ。可愛い妹の元気がないと、心配になってしまう」

　さっき何かを言いかけたことなどなかったかのように、あらためて自分は保護者だと強調するリクハルド。セレスティアは黙ってうなずいた。

「今度、城の外に出かけようか。あまり遠くには連れて行ってやれないが、どこか行きたい場所はあるか」

「嬉しいです……けど、リクハルド様もお忙しいのでは」

　躊躇って首をかしげたセレスティアの頭を、リクハルドは笑いながらがしがしと撫でる。

「可愛い妹分のためなら、いくらでも時間を作るぞ」

　また考えておいてくれと言って、リクハルドは立ち上がった。

　見送りのために扉の前まで付き添ったセレスティアの頭を、リクハルドはまたそっと撫でる。

「……辛い思いをさせて、本当に申し訳ない」

　低い声で囁かれた言葉に、セレスティアは黙って首を振る。恐らくリクハルドも、あの事件が仕組まれたものであるとセレスティアが気づいていることを理解しているのだろう。

　だけどお互いそれは口に出さずに、黙って視線だけを絡ませる。

　いつか、リクハルドの口から本当のことが語られる日が来るのだろうか。
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　セレスティアを無理矢理襲ってから、オリヴェルは眠れなくなった。目を閉じれば、涙を流して抵抗する彼女の顔が、くぐもった悲鳴が、脳裏に蘇る。

　彼女の心と身体を散々傷つけておいて、本当は守るためだったなんて、どの口が言えるだろう。

　拘束されてなお、必死に逃れようとしていたセレスティアは、オリヴェルと目が合った瞬間に全てを悟ったような顔をして抵抗をやめた。それはまるで、オリヴェルを受け入れると言っているかのようだった。

　涙の滲んだ、それでも澄んだ色をした紫の瞳に見つめられ、思わず止まりそうになる指先を無理やり動かして彼女を嬲なぶる。いつもは甘く蕩けているはずの秘部は、硬く閉ざされていた。

　しかし、覚悟を決めたような表情を浮かべたセレスティアの瞳から青く輝く結晶がこぼれ落ちた瞬間、オリヴェルは全身の力が抜けていくような気がした。

　こんなにも酷い目に遭わされているのに、セレスティアはそれでも構わないというかのように涙を結晶化させた。

　震える手で摘み上げたその結晶は、深い青と澄んだ紫が混じり合うような複雑な色をしていた。

　それはまるで二人の交わりをあらわしているようで、こんな形で迎えるべきではなかったのにと胸を抉られるほどの後悔に襲われる。

　リクハルドには純潔を奪えと言われたが、これ以上は無理だった。

　オリヴェルは、セレスティアに気づかれないようにこっそりと自分の指先に傷を作り、流れた血をシーツに染み込ませる。そしてシーツの血の付いた部分をセレスティアの秘部に押しつけた。どう見ても襲われたとしか言いようのない姿と、血のついたシーツがあれば、聖女が純潔を失ったと誰もが思うだろう。

　きっともう、彼女には二度と会えない。リクハルドは慰めるところまでが仕事だと言ったが、これだけ傷つけておいてできるはずがない。

　逃げるように部屋を出る前に、セレスティアに呼び止められたような気がした。声を封じているはずなのに、そんなわけがない。オリヴェルは振り返りたい気持ちを押し込めて、塔を後にした。







　聖女が襲われて力を失ったという話は、密やかに城内を駆け巡った。純潔を失っていなくても、あの出来事は彼女から笑顔を奪った。幸せな気持ちでしか涙を結晶化させられない彼女は、もうあの美しい涙を流すことはないだろう。

　セレスティアを傷つけたという罪悪感に苛まれながらも、オリヴェルは宰相としての仕事に忙殺されていた。聖女の状況を公式に発表するのはまだ先になるだろうが、アストリアへの対応など、考えることは多い。

　力を失った聖女が、結晶化しない涙をずっと流していると侍女からの報告で耳にするたびに、胸が抉られるような気持ちになる。

　だが、一番傷ついているのはセレスティアだ。襲った自分が傷つく資格はないと、オリヴェルは仕事に没頭することで疼く胸の痛みを忘れようと努力した。





◇






　予定されていたアストリアへの訪問は、オリヴェルが行くことになった。もちろん、聖女は伴わない。

　聖女本人は連れて行かない代わりに、彼女がこれまで流した涙の結晶を献上することにしたので、アストリア王妃の治療のためという目的は果たされるだろう。もちろん、アドルフ王子がそれで納得するかどうかは分からないが。




　アストリアの王との謁見を済ませ、オリヴェルは用意された客室へ向かうべく静かな廊下を歩いていた。

　王妃は、どこが病に臥せっているのだと言いたくなるほどに健康そうだったが、美しい結晶を見て喜んでいたし、ガリアン銀鉱に関する話し合いも概ね良好にまとまりそうだ。

　違法採掘を防ぐために、リクハルドは国境付近に設置していた騎士団の詰所をガリアン銀鉱のそばに移設することを決めた。以前から案だけは出ていたものの、移設費用の問題から先送りになっていたものだ。

　それでも騎士団が目を光らせておけば違法採掘も減るだろうし、今回の訪問でオリヴェルはガリアン銀鉱から採掘した銀はアストリアに優先的に輸出することで話をまとめた。本当は輸出額をもう少し上乗せしたいところではあったものの、銀鉱を奪われるよりはましだ。

　残った問題は、アドルフ王子がセレスティアを諦めたかどうか。




　そんなことを考えていたからか、前方から歩いてくる人影を見てオリヴェルは内心で舌打ちをした。

「こんばんは、イーゼリアの宰相閣下。アストリア滞在は、楽しんでもらえているかな」

　歌うような口調で近づいてきたのは、やはりアドルフ王子。王位継承権を放棄しているからか、王太子とは違って王との謁見の場にも姿を見せなかった彼は、酒を飲んでいるようで顔が赤い。にこにこと親しげな笑顔を浮かべてはいるが、それが彼の機嫌の良さをあらわしているとは限らない。

「ありがとうございます、とても良くしていただいております」

　軽く挨拶だけに留めておきたかったが、更に距離を詰めたアドルフがオリヴェルの腕を掴んだ。まるでオリヴェルの顔を下からのぞき込むようにして、アドルフは首をかしげる。赤い瞳が、にぃと細められた。

「少しお話をしたいなぁ。可愛い小鳥ちゃんは、どうして来てくれなかったのかな。僕、すごく楽しみにしていたのに」

「聖女セレスティアは、不運な事故によってその力を失いました。事前にお送りした書状の内容以上に、お伝えできることはありません」

　淡々とした口調で返答しても、腕を掴む力は揺るがない。吐息に混じる酒の匂いに顔をしかめそうになるのを、オリヴェルは息を止めて堪えた。

「まぁ、そう言わずに。小鳥ちゃんが来られなくなったのは残念だけど、彼女のことを色々と聞きたいな。どんなものが好きかとか、食べ物の好みとかね。お茶でも飲みながら話を聞かせてよ」

　オリヴェルの返事も聞かずに、アドルフは通りかかった侍女にお茶の準備をするよう命じる。

　ここでいいやと適当なことをつぶやいて、アドルフは近くの部屋へとオリヴェルを連れて行った。







「楽にしてよ。別に取って喰いやしないよ」

　ソファの中央にどさりと腰をおろしたアドルフに言われて、オリヴェルも向かいのソファに座る。すぐにテーブルの上には香り高い紅茶が並べられ、アドルフは人払いをするよう手を振った。

「それで？　可愛い小鳥ちゃんはあの不思議な癒しの力を失ったって？」

　カップに大量の砂糖を入れながら、アドルフがオリヴェルを見る。その表情は笑顔だが、細められた赤い瞳は笑っていない。

「お恥ずかしながら、最近我が国で女性を狙った連続暴行事件が起きておりまして。彼女もその被害に」

「ふぅん。聖女を襲うなんて、酷いやつがいたもんだね。遊びに来たくないからって、仮病を使ったのかなと思ったけど、そういうわけじゃなさそうだもんね」

　アドルフは、わざとらしい大きなため息をつく。何らかの伝手を使って、本当にセレスティアが力を失ったのか確認したのだろう。オリヴェルの脳裏には親アストリア派の官僚の顔がいくつか浮かぶが、それを表に出さないように意識して無表情を保った。

「とにかく、可哀想な小鳥ちゃんはそのせいで力を失ってしまったと。もう、あの可愛らしい声で鳴いてもくれないのかな。涙が結晶化するところ、この目で見てみたかったのになぁ」

　本当に残念だとつぶやいて、アドルフは紅茶を飲み干した。溶け残った砂糖が、どろりと底に溜まっている。

「見て、これ」

　そう言ってアドルフが懐から何かを取り出してテーブルに置く。ころりと転がったそれは、セレスティアの涙の結晶。建国祭の時にリクハルドが渡したものだろう。

「綺麗だよねぇ、聖女の涙。僕がもらったのは可愛いピンク色をしているけど、母のところには緑色をした結晶があった。あの子が流す涙には、色々な種類があるのかな？」

「──えぇ、感情によって、多少色に違いが出るようです」

　オリヴェルの返答にアドルフはうなずき、結晶を取り上げて光にかざす。

「様々な色の涙を流す聖女だなんて、すごく素敵なのに……欲しかったなぁ」

　独り言のようなつぶやきに、オリヴェルは無表情を貫く。ちらりと確認するようにこちらを見たアドルフは、にっこりと笑った。

「可哀想な小鳥ちゃんは、今も籠の鳥？　きっと傷ついているだろうから、療養も兼ねて遊びに来れば良かったのに」

「お心遣いには感謝いたしますが、彼女はすでに聖女でもないただの娘ですので」

「ふふ、そんなこと気にしないのに。せっかく彼女のために、僕も鳥籠を用意しておいたのになぁ」

「……我が国の国民を、理由なく捕えるような発言はお控えいただけますか」

　鳥籠という言葉に思わず反応してしまったオリヴェルを見て、アドルフは声をあげて笑った。

「やだなぁ、比喩表現だよ。美しく整えられた貴賓室のことに決まってるじゃないか。それに、あの小鳥はリクハルド殿下のお気に入りみたいだしね」

「大変失礼いたしました」

　頭を下げたオリヴェルに、アドルフは気にするなというように手を振る。

「可哀想な小鳥ちゃんには、僕からも何か見舞いの品を送ろうかな」

　何がいいかなとつぶやきながら、アドルフはオリヴェルの方にそっと身を乗り出した。

「リクハルド殿下に伝えて。小鳥ちゃんのことは諦めるって」

「……承知、いたしました」

　本心は分からないが、ひとまずアドルフがセレスティアを諦めるという発言をしたことに、オリヴェルも少しだけ肩の力を抜く。

　それを見たアドルフは、赤い瞳を意地悪に細めた。

「とても可憐な小鳥だったからねぇ。涙を結晶化させられなくたって、愛妾としてそばに置きたくもあるけれど」

「……っ」

　反応してはならないと分かっているのに、挑発するような言葉に思わず微かに顔を歪めてしまう。その表情の変化を楽しそうに見つめたあと、アドルフは冗談だと笑ってみせた。本当に性格の悪い男だ。




　コレクションを見て行かないかという誘いを丁重に断って、オリヴェルはようやくアドルフのもとを辞した。

　新たな興味の対象を見つけたような話もしていたし、力を失ったセレスティアをわざわざ国際問題を引き起こすリスクを冒してまで手に入れようとすることはないだろう。

　ほんの一時間ほどのお茶会だったが酷く消耗したし、随分と遅くなってしまった。もう夜中に近い。

　セレスティアに、とことづかった包みを見つめながら、絶対に渡してやるものかと大人気ないことをオリヴェルは考える。




　疲れを吐き出すようにため息をついて、部屋の空気を入れ替えようと窓に向かったオリヴェルは、息をのんだ。

　窓の外には大きく丸い月。今夜は満月だ。

　幾度となくセレスティアと過ごした夜が脳裏に浮かんで、オリヴェルは思わず唇を噛む。そうしていないと泣いてしまいそうな気がした。




　彼女も、この月を見ているだろうか。

　自分と過ごした日々を、思い出しているだろうか。




　そこまで考えて、オリヴェルは黙って首を振る。

　自分のことを思い出してほしいなんて、そんなことを望んではならない。自分の存在は、あの恐ろしい夜と結びつくのに。

　痛む胸を押さえようとして、ポケットの中の結晶の存在を思い出す。紫と青が混じり合うような色をした結晶は、あの晩セレスティアが流したもの。心も身体も傷つけて酷いことをしたのに、結晶化した涙。初めて見るその色があらわす感情は、何だったのだろう。

　もう一度彼女に会って謝罪したい。だが、それは望めないことだ。

　せめてこの優しい月の光が、セレスティアの心を癒してくれますようにと願って、オリヴェルは目を閉じた。








第六章　喪失と許し









　アストリアから帰国したオリヴェルは、不在の間に溜まった仕事に頭を抱えつつ、再び日々の業務に戻る。

　セレスティアの様子は気になるものの、会いに行けるはずもない。聖女でなくなった彼女は、塔を出て城の奥深くにある離れのような場所に移り住んだという。

　執務室から遠く離れたその場所に、オリヴェルは時々思いを馳せる。そして、どうか彼女が穏やかな日々を過ごしていますようにと祈る。

　リクハルドとは仕事で接することもあるが、お互いにセレスティアの話題は口に出さない。執務室で内密の話をすることもなくなり、王太子と宰相としての事務的なやりとりだけが続いている。

　そんなある日、相変わらず机の上に山となった書類を少しでも減らすべく格闘していると、部下の一人が青ざめた顔をして近づいてきた。

「あの、オリヴェル様」

　何かミスでも犯したかのようなその表情に、オリヴェルは眉を顰める。

「何かありましたか」

「書類の中に、これが」

　申し訳なさそうに手渡されたのは、オリヴェル宛の手紙だった。差出人は、祖母のヘルガが入所している養老院。消印の日付はオリヴェルがアストリアに行っている間だ。

　不在だったためにオリヴェルのもとに届かなかった手紙は、仕事の書類に埋もれてしまったようだ。

　祖母が養老院に入っていることは部下も知っているので、重要な連絡を逃したのではと気遣ってくれているのだろう。

「ありがとう」

　動揺を隠して封筒を受け取ったオリヴェルは、ゆっくりと中を開く。

　予想はしていたが、そこに書かれていた文字を確認した瞬間、オリヴェルは小さく呻き声を漏らした。

「オリヴェル様」

「……すまないが、少し外出してくる。終業時刻になっても私が戻らなければ、業務を終えて帰宅してください」

　手早く休暇と外出の手続きを済ませると、声が震えないように平坦な声でそれだけ告げて、オリヴェルは執務室を飛び出した。







　これほど走ったのは子供の頃以来かと思うほど必死に走って、オリヴェルは養老院を目指す。馬車を使うことにも思い至らないほどに、動揺していた。

「ヘルガさん……！」

　息を切らしてたどり着いた部屋は、すでにがらんとしていて、ベッドの上には誰もいない。

　部屋にやってきた介護士が、痛ましげな表情を浮かべながらヘルガの荷物を引き取るかどうか尋ねてくる。

「ずっと、お孫さんのことを心配しておられました。寿命だから気にしないでほしいと」

　連絡がつかなかったためか、すでに養老院側で葬儀も終えていて、オリヴェルは深く頭を下げた。




　一人きりになった部屋で、オリヴェルはヘルガの荷物を確認していく。驚くほど少ない彼女の荷物の中に、一目見て大切なものだと分かる小箱がひとつ。

　震える手で開いた中には、先に逝った夫の肖像画と子供の頃にオリヴェルが彼女に宛てて描いた絵、そしてふたつの小さな結晶。

「……っ」

　やはり使わなかったのだなと、分かっていても胸が苦しい。聖女の涙を使っていれば、ヘルガはまだ生きていたかもしれないのに。

　オリヴェルはふたつの結晶を取ると、胸元へとしまった。

　ぱたり、と袖口に何かが落ちたと思ったら、それは涙だった。いくつも降ってくる透明な雫は、上着に吸い込まれて消えていく。

　一人きりになってしまった。

　どうしようもないほどの孤独感に襲われて、オリヴェルは震える吐息を漏らす。

　ずっと、祖母の生活費や治療費を稼ぐため、そして聖女の涙を手に入れるためにひたすら上を目指してきた。

　宰相の地位なんて、もう何の意味も持たない。

　聖女の涙は使われることなくヘルガは逝ってしまったし、聖女はオリヴェルのせいでもう涙を流すことができない。

　何もかも失ってしまった。

　無力感に襲われながら、オリヴェルはふらりと立ち上がった。

　仕事に戻らなければと考えながらも、もう頑張る必要なんてないじゃないかと頭のどこかで声がする。




　スタッフに礼を言って、オリヴェルはヘルガの遺したわずかばかりの荷物を持って養老院を後にした。休みの申請は出してあるものの、早く戻って溜まった仕事を片付けるべきだと分かっているのに、まるで泥の中を歩くように足が重い。

　午後の遅い時間のせいか、街はのんびりとした空気が漂っている。すれ違う人も買い物をする人も、誰もが幸せそうに見えてオリヴェルは更に孤独感を募らせる。

　のろのろと歩いていたオリヴェルの視界の隅で、ふいに見覚えのある銀の髪が揺れた。

　ハッと顔を上げた先には、セレスティアがいた。花屋の店先で、楽しそうに笑顔を浮かべながらあれこれと花を指差している。

　こんなところに彼女がいるわけない、人違いだと考えかけて、セレスティアがすでに塔から出ていることを思い出す。

　いつか外に出してあげると眠るセレスティアに誓った懐かしい記憶が浮かび上がり、それを叶えられなかったことに気づいて口の中に苦いものが広がった。

　外の世界を彼女に教えるのは自分でありたかったのに、と身勝手なことを思う。

　見たことのない可愛らしい服を着て、花の香りを嗅いでは幸せそうな笑顔を浮かべるセレスティア。長い銀の髪をおろした姿は、オリヴェルしか知らないはずなのに。

　もう二度と自分には向けてもらえないであろう、あの笑顔。

　胸がざわめいて、苦しくて、身体が震える。

　何より一番気に入らないのは、まるで守るようにセレスティアのそばに立つ男の存在だ。あれは、護衛だろうか。それとも──。




　にらむようにセレスティアを見つめていたからか、こちらに背を向けていた男が警戒するように振り返った。

「あ……」

　目が合った瞬間、相手は驚いたような表情を浮かべる。護衛だと思っていた男は、リクハルドだった。どうやらお忍びらしく軽く変装をしているが、よく知る者が見れば分かる。

　きっと、自分は嫉妬に狂ったような醜い顔をしているだろう。セレスティアに気づかれる前に立ち去ろうと踵を返したオリヴェルの肩を、リクハルドが掴んだ。

「どうしてこんなところに？」

　不思議そうに問いかけたリクハルドは、オリヴェルが抱えた荷物に気づいてハッとしたように微かに顔を歪めた。諸々の手続きのための書類が入った封筒には、養老院の名前が記されている。きっと、祖母のことに思い至ったのだろう。

「祖母が、亡くなりまして」

「それは……」

　一瞬絶句したあと、リクハルドは言葉少なに哀悼の意を示す。

「長く闘病していましたから、覚悟はできていましたので」

　泣き出したくなるほどの孤独感に苛まれていたことを隠して、オリヴェルは何でもないというような表情を浮かべてみせる。

「では私はこれで」

「リクハルド様？」

　セレスティアと顔を合わせる前に立ち去ろうとしたオリヴェルの耳に、軽やかな足音と共に柔らかな声が響く。

　リクハルドのうしろから顔をのぞかせたセレスティアは、オリヴェルの顔を見た瞬間に小さく息をのんで口を押さえた。

「オリヴェル様……」

　掠れたようなつぶやきに嫌悪感は含まれていないようだが、その顔には戸惑いと困惑が浮かんでいる。

　凍りついたように動けないオリヴェルの肩を、リクハルドがなだめるように軽く叩いた。

「悪いが、おまえが部屋まで送っていってくれないか。ちょっと急用を思い出したんだ」

「えっ？」

　思わず声をあげると、狼狽したようなセレスティアと目が合った。

「セレスティアも、構わないだろう？」

　リクハルドの言葉に、セレスティアも黙ってうなずく。本心では嫌だと思っていても、王太子の言葉に逆らえるはずがない。困ったようにうつむくセレスティアに気づいているはずなのに、リクハルドは手を振ってさっさと立ち去ってしまった。

　二人残される形になって、オリヴェルは慎重に一歩踏み出したが、セレスティアがぴくりと震えたのに気がついてそれ以上距離を詰めることができなくなる。

「……私と一緒にいるのは不快でしょうが、城に戻るまでの間、辛抱してください」

「不快だなんて、そんなこと……」

　ふるふるとセレスティアは首を振るが、その顔には今にも逃げ出したいと書いてあるように見える。紫の瞳にはうっすらと涙の膜が張っていて、申し訳ない気持ちとやはり嫌がられているのだという苦しさが入り混じる。

「行きましょうか」

　オリヴェルの言葉で、二人は城に向かって歩き出す。ふと横を向いたセレスティアが、そっと涙を拭うのが視界の隅に映った。

「オリヴェル様は……何かご用事の途中だったのでは」

　うつむいて歩きながら、セレスティアがぽつりと言う。

「祖母のところに行っていました。先日亡くなったので、荷物を引き取りに」

　話すつもりはなかったのに、唇は勝手に冷たい言葉を紡ぐ。セレスティアがショックを受けたように顔色を悪くするのを見て、また彼女を傷つけたと胸が疼く。祖母のためにと、セレスティアは自らの涙の結晶を分けてくれたのに。

　使われなかったその結晶が、胸元でずんと重みを増したような気がした。

「それは……大変でしたね。お祖母様のご冥福をお祈りします」

　お悔やみの言葉に短く礼を言って、二人はまた無言で歩き出した。




　気まずい雰囲気の中歩き続け、オリヴェルはセレスティアが暮らしているという城の片隅にやってきた。高い塔の中に閉じ込められていた時も不自由な生活だと思っていたが、城内でありながらまるで忘れ去られたような奥深くにあるその建物は、元聖女が暮らす場所としては考えられないほどに質素で狭い。

「送っていただき、ありがとうございました」

　部屋の前で、セレスティアは足を止めて微笑む。無理して浮かべたようなその笑顔が痛々しくて、オリヴェルは彼女との距離を保ったまま小さくうなずいた。終業時刻を過ぎたためか、侍女も不在のようだ。

「私も、城に戻るついででしたから」

　それでは、と踵を返そうとしたら、服の袖がくいっと引かれた。思わず息をのんで振り返ると、セレスティアがうつむいたままぎゅっと袖を掴んでいた。その手は微かに震えている。

「……お礼に、お茶を飲んで……行かれませんか」

　消え入りそうな声が聞こえて、オリヴェルは一瞬息ができなくなる。

「でも」

「だめ、ですか？」

　泣く寸前のような声で、懇願するように言われたら断れない。だけど同時に、泣くほど嫌なのに気を遣ってくれなくてもいいのにと、無性に腹が立つ。

「分かりました。一杯だけ、ご馳走になります」

　苛立ちを抑えながら返した言葉は、思った以上に冷たく平坦に響いた。同時にセレスティアが涙を堪えるように小さくしゃくりあげるのが聞こえて、オリヴェルは冷静になれと言い聞かせてゆっくりと息を吐いた。




　部屋の中に入り、セレスティアがかちりと鍵を閉めたことも気に入らない。あんなことがあったのに、男と二人きりになっても平気だというのか。

　彼女を傷つけた張本人であることを棚に上げて、オリヴェルは無防備なセレスティアの様子に身勝手な怒りを覚える。

「お茶を、淹れますね」

　つぶやいたセレスティアの表情は、相変わらず暗く沈んでいる。リクハルドといた時には、あんなに楽しそうに笑っていたのに。

「いえ、お構いなく。やはり私は仕事に戻ります」

「え……？」

　戸惑ったような表情を浮かべるセレスティアを見て、オリヴェルは首を振った。

「私といても楽しくないでしょう。もう二度とあなたには近づかないと約束しますから」

「待って……、待ってください」

　慌てたように追い縋るセレスティアは、今にも泣き出しそうだ。この状況で笑えないことなど分かりきっているはずなのに、もう彼女が自分に笑顔を向けることはないのだと思うと耐えられない。

「殿下といる時は楽しかったでしょう。あなたが笑顔になれていて良かったです──もうその笑顔が、私には向けられないとしても」

　酷いことを言っていると分かっているのに止まらない。傷ついたような表情をしたセレスティアを見て、更に苛立ちが募る。

「違う、わたし……」

　何かを言いかけたセレスティアの瞳から、大粒の涙がこぼれ落ちる。それは結晶化せずに頬を滑り、床にいくつもの小さな染みを作った。彼女が聖女の力を失ったことをあらためて突きつけられたような気がして、胸が苦しいほどに締めつけられる。

　気がつけば、オリヴェルはセレスティアの身体を壁に押しつけていた。驚きに目を見開く彼女の顎に手を添えて、唇を重ねる。久しぶりに感じる柔らかな唇に、まるで噛みつくように何度も何度も口づけを繰り返した。

　こんなことをしたって聖女の力は戻ってこないし、彼女を傷つけるだけなのに。




「……ん……ふ、ぁ」

　最初は戸惑ったように固まっていた身体も、いつしかオリヴェルに縋りつくように体重を預けている。合間に漏れる吐息は甘やかで、抵抗するどころか受け入れてもらえているような気がして、ますます止まらなくなる。

　唇を触れ合わせるだけでは足りなくて、軽く開いた唇の間に舌を侵入させようとしたところで、ことりと床に何かが落ちるような音がした。

　その硬質な音に一気に現実に引き戻されたオリヴェルは、慌ててセレスティアから身体を離す。

　隙間のできた二人の足元には、いくつもの結晶が転がっていた。

「これ、は……」

　呆然として床を見つめるオリヴェルのつま先に、セレスティアの瞳からこぼれ落ちた涙がまた結晶化して転がり、こつんと当たる。その色は、淡い紫と深い青が混じり合っていた。

「まさか、そんな」

　驚きのあまり、言葉が出てこない。そんなオリヴェルを見て、セレスティアは泣き出しそうな表情で、それでも笑みを浮かべた。

「オリヴェル様だけなんです。わたしが流す涙がこうして結晶化するのは、あなたのことを想った時だけ」

　そう言って、セレスティアはまるでぶつかるような勢いでオリヴェルの腕の中に飛び込んできた。

「好きなんです。オリヴェル様のことが、ずっと好きでした……あんなことをされても、わたしはあなたのことを嫌いにはなれない」

　震える声が告げた言葉に、オリヴェルは動くことができなかった。





◇◆◇






　久しぶりに感じるオリヴェルのぬくもりに、涙が止まらない。セレスティアは、しがみつくように彼の背中に手を回した。あふれる涙は、次から次へと結晶となって転がり落ちていく。

　やがて、ゆっくりとセレスティアの背にもオリヴェルの手が触れる。躊躇うようなその手に、平気だからという気持ちを込めてセレスティアは更に強く抱きついた。

「……ティア、本当に？」

　掠れた声が降ってくる。ずっと呼んでほしかった、彼だけが呼ぶ愛称。嬉しくてまたあふれた涙に笑って、セレスティアは顔を上げた。眼鏡の奥の青い瞳はまだ不安そうに揺れているから、笑顔で見あげてしっかりとうなずく。

「本当です。ずっとずっと、オリヴェル様のことをお慕いしていました……力を失ったと思ったけれど、オリヴェル様を想う時だけこの涙は結晶になるんです」

「だけど私は……、あんな、ことを」

　後悔するように唇を噛むオリヴェルに、セレスティアは首を振ってみせた。

「何か理由があってのことだと信じていましたから」

　しばらく考えるようにうつむいていたオリヴェルは、やがて何かを決意したような表情でセレスティアを見た。

「──何を言っても言い訳にしかならないと分かっているけど、それでもあなたに懺悔する機会をもらえますか」

　泣き出しそうなその表情を見つめながら、セレスティアはゆっくりとうなずいた。







　落ち着いて話をしようと、二人はソファへと移動した。

「まずは、あなたに心からの謝罪を。私は本当に、酷いことをした。許されることではないが……」

　ソファに座ることなく床に膝をつき、オリヴェルは深く頭を下げる。セレスティアは、ぶるぶると震える強く握られた彼の手をそっと両手で包み込んだ。

「理由を、聞かせてもらえますか？　わたしをただ傷つけることが目的だったわけではないのでしょう？」

「──それは」

　ぽつりぽつりとオリヴェルが語り始めた内容を、ひとつも聞き漏らすまいとセレスティアは真剣に耳を傾ける。




　建国祭で出会った隣国アストリアのアドルフ王子が、セレスティアの能力を気に入って手元に置きたいと願ったこと。

　政治的駆け引きの材料として、セレスティアをアドルフ王子に差し出す話があったこと。

　そして、アドルフ王子の良くない噂のこと。

　全てを白紙にするためには、セレスティアが聖女の力を失うしか方法はないと判断したこと。




「……どんなに理由を並べ立てても、あなたの心と身体を酷く傷つけたことに変わりはない」

　うつむいたままのオリヴェルを見つめながら、セレスティアは小さく息を吐いた。

「とても怖かったし、痛かった。だけど、オリヴェル様にもう会えないことの方が辛かったです」

「セレスティア」

　わずかに顔を上げたオリヴェルに、セレスティアは微笑みを向ける。

「ティアと、もう呼んではくれないんですか？」

「そう呼ぶことを……許してもらえる？」

「もちろんです。それから、抱きしめてもらえたら嬉しいです」

　小さく腕を広げてみせると、オリヴェルが口元を震わせて泣き出す一歩手前のような顔をした。

　次の瞬間、セレスティアの身体はオリヴェルの腕に包み込まれていた。これまでにないほどの強い抱擁に、彼の想いの強さを感じるような気がして喜びに身体が震える。

「……ティア」

　震える声が、囁くようにセレスティアを呼ぶ。耳元で、吐息混じりに、オリヴェルはまるで祈るように何度もその名を呼んだ。

　やがてゆっくりと身体を離したオリヴェルが、セレスティアをじっと見つめた。

「顔に触れても、構わない？　ティア」

　小さな声で問われてうなずくと、オリヴェルの指が目元に溜まった涙をそっと拭う。透明な雫は、すぐに青く輝きながら結晶に姿を変えて転がり落ちていった。

「ずっと、私もティアのことを愛しく思っていた。酷いことをした私だけど、これからもきみのそばにいることを許してくれる……？」

「誰の命令でもなく、オリヴェル様の意思でそばにいてくれますか？」

　セレスティアの言葉に、オリヴェルは重々しい表情でうなずいた。

「ずっと前から、私の気持ちは変わらない。きみが聖女だとか涙のためとか、命じられたからとか関係なく、私はティアのそばにいたいと願ってきたから。これからはきみの幸せを守ると、二度と悲しい涙を流させないと誓うよ」

「じゃあ、誓いのキスをください」

　小さく首をかしげてそう言うと、眼鏡の奥の瞳が優しく緩んだ。

　最初は少し躊躇いがちに触れた唇は、すぐに強く押しつけられる。角度を変えて何度も口づけを交わし、そのたびに流れる涙は結晶になっていく。

「もっと……」

　抱きしめられて、唇を重ねて、二人の身体はぴったりと密着しているのに、まだ足りない。

　囁いたセレスティアは、ねだるようにオリヴェルの唇の間にそっと舌を差し込んだ。一瞬驚いたように震えたものの、彼の舌も応えてくれるから嬉しくてたまらない。

　夢中で深く甘いキスに溺れていると、いつしかセレスティアの身体はソファの上に倒れ込んでいた。

「……これ以上は」

　まるで押し倒すような体勢になっていることに気づいたのか、オリヴェルがハッとした表情で身体を起こす。

「やめないで」

　離れていこうとする身体を止めようと、セレスティアはオリヴェルの腕を掴んだ。

「でも、ティア」

「もっと、前みたいにしてください。恐ろしかったあの夜を、オリヴェル様の手で忘れさせて」

　まっすぐに見あげてそう言うと、オリヴェルが小さく息をのみ、そしてゆっくりとうなずいた。

「あの記憶が少しでも薄れるように」

　誓うようにセレスティアの指先に口づけを落としたあと、オリヴェルはそっと抱き上げてくれた。

「寝室は、そちらです。あの、エルマは今日戻ってこないから……大丈夫」

　これからしようとしていることを思うと、恥ずかしくて顔が見られない。オリヴェルの胸元に顔を埋めるように囁くと、小さく笑ったような吐息が聞こえた。




　まるで宝物を扱うような手つきでそっとベッドにおろされ、シーツの上に広がった銀の髪を撫でながら、オリヴェルが不安そうに顔をのぞき込んだ。

「ティア、怖くはない？」

「平気です」

　引き寄せるようにオリヴェルの首裏に手を回しながら、セレスティアは首を振る。

「でも、少しでも怖くなったり嫌だと思ったら、すぐに教えて。私はもう、きみを傷つけたくない」

「分かりました」

　大丈夫だという気持ちを込めてこくりとうなずくと、オリヴェルはゆっくりとセレスティアの両手を握った。

　手首に何度も口づけを落とされて、あの晩は縄で縛られていたことを思い出す。もう傷跡は残っていないけれど、それでも見えない傷を治すかのように、オリヴェルは何度も何度も唇を押し当てた。

　優しく触れるぬくもりが、あの夜の恐ろしい記憶を塗り替えていくような気がする。

　黙って目を伏せながら手首に触れていたオリヴェルが、やがてそっとセレスティアの両手をシーツの上に戻した。手首に唇が触れていただけなのに、体温が上がって鼓動が速くなっているのが分かる。セレスティアは、赤くなった頬がオリヴェルに気づかれませんようにと願いながらそっと横を向いた。

「ティア……いい？」

　服の胸元に軽く手を添えて、囁くようにオリヴェルが問う。

「怖くないから、大丈夫です」

　うなずいて、セレスティアは服のリボンを解いた。自分から肌を晒すような真似をすることに羞恥で手が震えそうになるけれど、ぐっと手に力を入れて堪える。怖がっているのだとオリヴェルに思わせてしまったら、優しい彼はきっとこれ以上の触れ合いをやめてしまうから。

　リボンを緩めてその下のボタンを外せば、胸元の肌があらわになる。こんなところを見せるのは、オリヴェルだけだ。

　触れることを躊躇うようなオリヴェルの手をとって、セレスティアは胸へと押し当てる。指先が、ぴくりと震えたような気がした。

「触ってください。前みたいに、オリヴェル様に触れられたいの。怖くも嫌でもないから……」

　上目遣いでねだると、オリヴェルが小さくうなずいた。

　ゆっくりと服の中に侵入してくるオリヴェルの手。あの晩と同じように、大きな手が胸のふくらみを掴む。だけどその手はもどかしいほどに優しい。

「……っ、もっと」

　そんな優しい刺激では足りないと、セレスティアは甘えるようにオリヴェルの首に手を回し引き寄せた。

　まるで形を確かめるようにそっと触っていた指が、胸の先を掠める。そこはもう、触れられることを待ち望んでいるかのように硬く尖っていた。

「ティア」

　掠れた声が聞こえたと思ったら、口づけが降ってくる。指先は何度も引っ掻くように胸の先を弄っていて、ようやく与えられた刺激にセレスティアの身体はぴくぴくと震えた。思わずあげそうになった声はオリヴェルの舌が絡め取り、鼻にかかった吐息だけが漏れる。

　あの夜は無慈悲にセレスティアの声を奪った布切れの代わりに、今はオリヴェルの唇が優しく口を塞いでいる。深く絡められた舌と、触れる指先が与える快楽に、セレスティアはうっとりと溺れた。

　気がつけば服の裾が乱れて脚が大きく露出していた。そこにオリヴェルの視線が注がれているのを感じながら、セレスティアはゆっくりと裾を更に持ち上げると、下着の紐を解いた。こんな積極的なことをするのは初めてだけど、きっとそうしなければオリヴェルは自分から触れることに躊ちゅう躇ちょしてしまうから。

　外気に触れた肌の感覚で、すでにはしたないほどに濡らしていることに気づく。恥ずかしくてたまらないけれど、こうしてセレスティアの身体が反応を示していることを伝えなければならない。

　セレスティアは、オリヴェルの手を握るとそっと秘所へと導いた。

「触って、ください」

　羞恥で声がうわずり、顔を見ることができない。

　目を伏せて動けずにいると、オリヴェルの指がつぷりとぬかるみに沈んだ。あふれるほどに蜜をたたえていたそこは、彼の指を抵抗なく飲み込んでいく。少しの圧迫感はあるけれど、痛みはない。

　探るように何度か抜き差ししていたオリヴェルの指は、一度離れたあと、敏感な花芽に触れた。たっぷりの蜜を纏った指先で撫でるようにされて、セレスティアの身体は思わずぴくりと震える。

「ティア、気持ちいい？」

「気持ちいい、です……んっ、だからもっと……」

　返事をする間にもオリヴェルの手は止まらないから、セレスティアは切れ切れに訴えた。気持ちがよくて、彼に触れられることが嬉しくて、あふれる涙は結晶となってこぼれ落ちていく。

「ティア……」

　何度も名前を呼びながら、オリヴェルはセレスティアに止まることのない快楽を与える。彼のくれる快楽から逃れる気はなかったけれど、だんだんと頭の中が白くなっていく。

「もう、だめ……おかしくなっちゃ……、オリヴェルさま……っ」

　高い声をあげて、セレスティアは大きく身体を震わせた。







「ティア」

　優しく呼びかける声と、頭を撫でる手。

　ゆっくりと目を開けると、見つめるオリヴェルが安心したように表情を緩めた。どうやら一瞬意識を飛ばしていたようだ。

「すまない、止められなかった」

「大丈夫です」

　心配そうなオリヴェルに笑ってみせて、セレスティアは身体を起こした。支えるように肩を抱いてくれるのが嬉しくて、本当は一人で座れるけれど、こっそり身体を預けておく。

　乱れた服を直しながら、セレスティアはオリヴェルをそっと見あげた。目が合うと小さく首をかしげる優しい表情が、嬉しくてたまらない。

「あの、オリヴェル様は……、いいんですか？」

「うん？」

「その……、わたしだけ、気持ちよくなってしまって。オリヴェル様にも我慢してほしくないんです」

　セレスティアはたくさんの快楽をもらったのに、オリヴェルは服も乱さないままだ。今も彼の身体が反応しているのかは分からないけれど、それを受け入れて結ばれたいと思う。

　どう言えばいいか分からなくてうつむくセレスティアを、オリヴェルがそっと抱き寄せた。

「ありがとう、ティア。きみがそう言ってくれるだけで、私は幸せだ」

「わたしはもう、聖女じゃありません。だから……純潔を失っても、構わないと思うんです」

　セレスティアの言葉に、オリヴェルは少しだけ困ったような表情で笑った。やはり断られたと眉を下げると、頭をそっと撫でられる。

「そうしたい気持ちは私も同じだけど。こんな、勢いですることではないと思う。きみは元聖女とはいえ、まだリクハルド殿下の庇護下にある身だし、アストリアの件もまだ完全に解決したとは言い難い」

　そう言って、オリヴェルはセレスティアの頬に触れた。

「一時の欲に任せるよりも、私はきみの未来をしっかりと守れるようになってからそうしたいと思う」

「オリヴェル様……」

「身体だけでなく、ティアの全てが欲しいと、そう思うんだ」

　囁いて、オリヴェルはセレスティアの左手をとった。そして、手の甲にそっと口づける。

「だからいつか、近い未来に、きみの全てをもらえたら嬉しい」

「はい」

　あふれた涙は、次々と結晶化してシーツの上に落ちていく。今更だけど泣き顔を見られることが無性に恥ずかしくなって、セレスティアはオリヴェルに抱きついて顔を隠した。
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　オリヴェルとお互いの気持ちを確認しあってから、セレスティアの日常に散歩という新たな日課が加わった。聖女でなくなったセレスティアには専属の護衛騎士もいないため、あまり遠くまで出歩くことはできないけれど、最近になって城内の一部を歩き回ることは許されるようになった。

　護衛もつけずに一人でうろうろすることにエルマは難色を示したけれど、もともと塔からほとんど出ることのなかったセレスティアの顔を知る者は少ない。表向きは聖女の力を失ったことになっているセレスティアを狙う者など、いないだろう。

　散歩の行き先は、中庭だ。花壇に咲く色とりどりの花を愛でるのも楽しいけれど、一番の目的はオリヴェルに会うこと。多忙な彼とは約束を交わすことはできないものの、時折昼休みに中庭前の通路を通ることがある。食堂に向かうのであろうオリヴェルと、遠目に視線を合わせるのが精一杯だけど、セレスティアの姿を認めると微かに緩む表情を見るだけで充分に幸せだ。

　あいにく彼に会えなかった日は、セレスティアは更に少しだけ足を延ばして中庭の奥にある四阿あずまやを目指す。滅多に人の通らないその四阿の、東の端にある手すりから背伸びをすれば、ほんの少しだけオリヴェルの執務室の窓が見えるのだ。

　時折ちらりと窓に映る影が彼のものかどうかは分からないけれど、きっと忙しく仕事をしているであろうオリヴェルを思って、心の中で小さく応援をしてから部屋に戻る。




　今日も、あまりいい顔をしないエルマを振り切ってセレスティアは散歩に出た。もう聖女でもないのに、彼女はなかなかに過保護だ。

　残念ながら中庭でオリヴェルの姿を見ることは叶わなかったので、セレスティアは四阿に向かって歩き出した。会えなかったことは残念だけど、二日後の満月の夜にはまた部屋に来てくれると約束をしているし、のんびりと散歩をすることにする。塔から出て少しだけ広がった世界を見て回るのは、楽しくて仕方がない。

　顔馴染みになった庭師の男性に会釈をして、セレスティアは花壇の間を軽やかな足取りで進む。まるでオリヴェルの瞳の色のような鮮やかな青い花を見つけて、部屋に飾るために少し分けてもらえないか庭師に頼んでみようかと振り返ろうとした時、ふいに腕を掴まれた。

「銀の髪に紫の瞳。元聖女のセレスティアは、あんたか？」

　そこにいたのは見知らぬ男だった。聞いておきながら、確信しているかのように男の手は揺るがない。にやにやとセレスティアを見おろすその顔は、どう見ても好意的な感情を抱いているようには見えない。

「違……いますっ」

　否定して逃げようと身体をよじるものの、今度はうしろから別の男が抱きかかえるように動きを封じ、口を押さえた。あげかけた悲鳴は、男の手のひらに阻まれて消えてしまう。

「暴れられると困るから、少し眠ってもらうよ。傷ひとつつけずに連れてこいとの命令だからな」

　セレスティアを抑え込んだ男が、そう言って口に何か錠剤を押し込んだ。飲み込むまいと吐き出そうとしたものの、舌の上でそれは瞬く間に溶けていく。同時にすさまじい眠気に襲われて、立っていることも難しいほどに身体がぐらりと傾ぐ。

　逃げなければと思うけれど、視界がどんどん暗くなって身体から力が抜けていく。

　鮮やかに揺れる花壇の青い花を見たのを最後に、ふつり、と糸が切れるようにセレスティアの意識は途絶えた。
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　それからのことは、朧げにしか覚えていない。

　時折浮上する意識のどこかで、薄暗い中を寝かされた状態で移動していることは分かったけれど、意識が完全に回復する前に再度口に薬を押し込まれる。拒もうとしても身体は重怠くて声を発することすらできない。舌の上で溶けたそれは、セレスティアからまた意識を奪っていく。

　ようやくはっきりと目覚めた時、セレスティアは見たことのない部屋の中で寝かされていた。

　身体を起こして部屋の中を見回す。小綺麗な部屋だが、窓には鉄格子がはまっていてまるで檻のようだ。

　服が乱れていないことやどこにも傷や痛みがないことを確認して、セレスティアはゆっくりとベッドからおりた。

　予想はしていたが扉には鍵がかかっているし、窓を開けることもできなかった。手がかりを探して窓の外を見つめるものの、どうやらここが高い場所にあるらしいことしか分からず、眼下に広がる景色は森の木々。

　誰が、どんな理由でセレスティアをここに連れてきたのだろう。思い当たることといえば涙の結晶くらいしかないけれど、セレスティアを連れ去った男は『元聖女』と呼んでいた。

　窓の向こうに見える空に淡く色を落とした丸い月が沈みかけているのが見えて、セレスティアは小さく首をかしげる。オリヴェルと約束した満月の夜は、セレスティアの記憶では二日後のはずだ。その月が今にも沈みそうだということは、丸二日間意識を失っていたことになる。それだけの時間をかけて、ここに連れてこられたということか。

　せっかく久しぶりにオリヴェルと会えるはずの夜だったのに、と思いつつも、恐らくセレスティアの不在はオリヴェルたちにも知られているだろう。元聖女がいなくなったところでどれほどの人が動いてくれるかは分からないけれど、誰かがセレスティアを探してくれることを願う。




　その時、部屋の外に人の気配を感じてセレスティアはベッドの上へと戻った。眠ったふりをしようか迷って、結局身体を起こして座っておくことにする。それでも、身を守るように毛布を身体に巻きつけてしまうが。

　かちりと鍵の開けられる音がして、部屋に入ってきたのはエルマとそう変わらない年頃の女性だった。手にはドレスと思しき布を抱えている。

「入浴と、お召替えを」

　平坦な声で言われて、セレスティアは女性の顔を見あげた。無表情な彼女は、視線を下げていて目を合わせることができない。

「ここはどこ？　わたしはどうしてここにいるの？　着替えを命じたのは誰？」

　セレスティアの問いにも、彼女は答えない。

「答えてもらえないなら、わたしはここから動かないわ。着替えの必要なんて、ないもの」

　声が震えないようにと、必死にセレスティアは強い口調でそう言う。彼女は小さくため息をつくと、フッと視線を上げた。感情の読めない灰色の瞳が、まっすぐにセレスティアを見つめている。

「……従っていただけないのなら、あなたの大切な侍女の命が危険に晒されます」

「どういうこと？」

　問いかけても、やはり答えは返ってこない。だけどセレスティアの大切な侍女なんて、エルマしかいない。嘘か本当か分からないけれど、彼女が危険に晒されるというのなら、抵抗できない。

「……分かりました」

　一瞬の逡巡のあと、うなずいたセレスティアを見て、女性は腰につけた鍵束からひとつを選ぶと、隣の部屋に続く扉を開けた。

「先に入浴を。それからお支度をします」

「わたしは、誰のために身支度を整えるの？」

　返事は返ってこないだろうと思いつつ尋ねると、女性はうつむいたまま口を開いた。

「アドルフ殿下がお待ちです。お急ぎください」

　その言葉にセレスティアは小さく息をのみ、震える身体をなだめるように抱きしめながらうなずいた。

　馴染みのない雰囲気の部屋の内装や、意識を失っていた期間などから薄々予想はしていたけれど、やはりここはアストリアだった。涙を結晶化させられないセレスティアに、アドルフは興味を失ったのではなかったのか。

　オリヴェルから聞かされたアドルフの残忍な噂を思い出し、セレスティアはぞっとして腕をさすった。




　入浴を済ませたあと、セレスティアは用意されたドレスに着替え、身支度を整えられた。鏡に映った姿は、建国祭の時のように華やかで可愛らしいけれど、心は少しも躍らない。

　最初にいた部屋に戻ると、テーブルの上にはたくさんの料理や菓子が並べられていた。

「おはよう、可愛い小鳥ちゃん」

　笑顔で出迎えたのは、アドルフだった。にこにこと笑う彼は、随分と機嫌がいいらしい。

「アドルフ殿下……」

「ごめんね、遊びにおいでって言ったのに来てくれないからさ、ちょっと強引に誘っちゃった」

　甲高い声で笑いながら、アドルフはセレスティアに椅子を勧めると、自分はその向かいに座った。気づけば支度を手伝ってくれた女性は姿を消しており、この部屋の中にアドルフと二人きりだ。嫌な予感にじわりと汗が滲む。

「お腹空いてるでしょう。何が好きか分からなかったから色々と準備させたんだけど、お口に合うかな」

　歌うように言いながら、アドルフはテーブルの上の赤いフルーツを摘み上げて口に運ぶ。血のような果汁がぽたぽたと皿の上に垂れるのを見て、食欲どころか吐きそうだ。

「どうして、ここに……」

　絞り出すようにつぶやくと、アドルフがにこりと笑って胸元のポケットから何かを取り出した。

「これ。きみの涙の結晶だよね。本当に綺麗だよねぇ。加工してアクセサリーにするのもいいと思わない？」

　ころりと皿の上に転がされたのは、確かにセレスティアが流した涙の結晶。だけど青と紫が混じり合う色をしているそれは、ここにあるはずがないもの。聖女の力を失ったと思ったあと、オリヴェルを想った時にだけ結晶化したものだ。この結晶を知っているのは、オリヴェル以外には誰もいないはずなのに。

　言葉を失うセレスティアを楽しそうに見やりながら、アドルフは皿の上の結晶を指先で転がす。赤い果汁にまみれる結晶は、まるで血を流しているようにも見える。

「きみの侍女の……名前は何だったかな、あぁそう、エルマだ。あの子がね、教えてくれたんだよ。聖女はまだ力を失ってないって」

「……っ」

　反応してはだめだと思うのに、無意識のうちに身体をこわばらせていた。そんなセレスティアを見て、アドルフは楽しそうに笑うと結晶を摘み上げて身を乗り出した。

「ねぇ。どうして嘘なんてついたの？　そんなに僕のところに来るのが嫌だった？」

　顔の前に結晶を突きつけられて、セレスティアは思わず逃げるように身体を引いた。すぐに椅子の背もたれに阻まれて、それ以上動けなくなる。

「まぁいいや。襲われたのは事実みたいだし、ショックで一時的に力を失った、みたいなことかな。可哀想で可愛い小鳥ちゃん。今ここで泣いてみせてよ」

　ね、と笑いかけるアドルフを見て、セレスティアは唇を引き結んで首を振った。

「無理、です」

　堪えようとしても、声も身体も震えて止まらない。

「どうして？　きみが事件のあとも涙を結晶化させていることは分かってるんだ。もったいぶらずに泣いてごらんよ」

　にこにこと笑いながらアドルフが顔を近づけてくる。だけど見つめる赤い瞳は少しも笑っていなくて、それが怖くてたまらない。

　恐怖と混乱からあふれた涙が、ぽろぽろと頬をつたって落ちる。それを見て、アドルフはがっかりしたようにため息をついた。

「なんだ、全然結晶にならないじゃない。あの侍女の子、嘘をついたのかな。僕、嘘つきは嫌いなんだけどなぁ」

　冷え冷えとした声に、セレスティアはびくりと身体を震わせる。自分と同じように、エルマもどこかに囚われているのだろうか。どうしてセレスティアが今も涙を結晶化させられることを知っていたのか分からないけれど、隠しているつもりだった結晶を入れた小箱の中身を見られたのかもしれない。

　ともかく彼女を危険に晒すわけにはいかないと、セレスティアはうつむいた顔を上げた。

「前にもお伝えしましたが、わたしの涙は自分の意思で結晶化させられるわけではありません」

「うん、それは聞いた。でも、エルマはきみが毎日ぽろぽろと涙を流して、それを結晶化させていたと言ってたよ。彼女は嘘をついてるの？　それともきみが嘘つきの悪い子？」

　探るような視線が怖くてたまらない。だけど、セレスティアはこくりと唾を飲んで震える口を開いた。

「前は……そうでした。だけどあの事件以来、ほとんど涙は結晶化しなくなったんです」

「ふぅん？　まぁ、大変な思いをしたみたいだしね。小鳥は繊細だっていうものね。でも、今もこうやって結晶化させることはできるんでしょう。大切な侍女を守りたいなら、頑張って泣いてごらんよ」

　アドルフはそう言って、結晶を再び皿の上に転がす。ぴしゃりと跳ねた果汁がテーブルクロスに血飛沫のような真っ赤な染みを作った。

　きっと涙を結晶化させられなければ、自分の身どころかエルマも危険に晒される。セレスティアは必死にオリヴェルのことを考えようとするものの、じっと見つめるアドルフが怖くて思考がまとまらない。

　流れる涙は、結晶化することなく透明な雫のままこぼれ落ちていく。

　しばらく黙って見つめていたアドルフは、やがて大きなため息をついた。

「つまらないなぁ。全然結晶化しないじゃない。小鳥ちゃんの泣き顔も可愛いけど、僕が見たいのは普通の涙じゃないんだよね」

　顔をのぞき込んだアドルフは、にいっと目を細めた。笑っているのに背筋がぞくりとするほどの威圧感で、勝手に身体が震える。

「きみが涙を結晶化できない分だけ、目の前でエルマにお仕置きをしようか。そうしたら、やる気も出るんじゃない？」

「そんな……」

　震えながら首を振るセレスティアを楽しそうに見おろして、アドルフは冗談だと笑う。その瞳はやっぱり少しも笑っていなくて、冗談だとは思えない。

「僕も暇じゃないからね。三日間だけきみにつきあってあげる。その間に涙を結晶化させられなかったら、その時は……」

　分かるよね、とにっこりと笑うアドルフに、セレスティアはうなずくしかなかった。

「とりあえず、食事にしようか。小鳥ちゃんは何が好きかな。美味しいものを食べれば、涙も綺麗な結晶になるんじゃない？」

　促されてセレスティアはテーブルの上の豪華な食事を見つめる。二日間何も食べていないはずなのに食欲なんて少しもないけれど、アドルフの機嫌を損ねないように震える手でカトラリーを手に取った。
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　アドルフに指定された期日の三日目を迎えても、セレスティアの涙は結晶化することはなかった。会話の端々から、エルマはセレスティアとは別の場所に捕らえられていることを予測する。下手に逃げ出そうとしたりすれば彼女に危害を加えられるかもしれないと考えると、セレスティアは与えられた部屋の中から出ることすらできなかった。

　もともと幸せな気持ちで流す涙しか結晶化しなかったのに、この状況を幸せと感じることに無理がある。

　オリヴェルのことを想うと涙はあふれるものの、もう二度と会えないかもしれないという気持ちばかりで、涙は結晶化することなくセレスティアの服を濡らし続けた。




「小鳥ちゃん、全然だめだねぇ」

　朝早くからやってきたアドルフは、相変わらず涙を結晶化させられないセレスティアを見て、がっかりしたような表情を浮かべた。

　期日を過ぎたら、どうなってしまうのだろう。オリヴェルに聞かされたアドルフの噂を思い出すと、それだけで身体は震える。

「そろそろ時間切れだね。つまんないなぁ、せっかく遊びに来てもらったのに」

　ため息をついたアドルフは、ゆっくりとセレスティアに近づいてくる。思わず身体を硬くしたセレスティアの頬に触れると強引に顔を上向かせ、涙を溜める目元に指を当てた。

「あーあ、泣きすぎて目が腫れちゃって、可哀想に」

　くすくすと笑いながら、アドルフの指先が涙を拭う。仕草は優しいけれど、何をされるのか分からない恐怖にセレスティアは凍りついたように動けなかった。

「小鳥ちゃんの瞳は綺麗な色をしてるね。そうだ、結晶化できなかった涙の代わりに、目玉をもらおうかな」

「……っ」

　笑いながら告げられた言葉に、セレスティアは青ざめる。笑顔で、なんて残酷なことを言うのだろう。

「もらうのは片方だけにしておこうか。もしかしたら、いつか涙を結晶化させられるかもしれないものね」

　どちらの目がいいかな、と歌うようにアドルフはセレスティアの顔をのぞき込む。涙を拭った指先が今にも目を抉り出すような気がして、セレスティアの口からは掠れた悲鳴がこぼれた。

「金と銀の目玉は持ってるんだけどね、結晶の代わりに色々な目玉を集めるのもいいかもしれないなぁ。エルマの瞳は何色だったかな。役立たずな子には、お仕置きが必要だもの。ねぇ小鳥ちゃん。きみはどちらの目を残したい？」

　にっこりと笑ったアドルフは、恐怖に顔を引き攣らせるセレスティアを楽しげに見つめる。逃げるように必死で目を閉じようとした時、部屋の扉がノックされた。

「何？　今、小鳥ちゃんと遊んでるとこなんだけど」

　不機嫌そうにアドルフが扉の向こうに声をかけると、怯えたような気配が感じられる。

「申し訳ありません。イーゼリアのリクハルド王太子殿下が、早急にアドルフ殿下にお会いしたいとお越しです」

「イーゼリアの？　忙しいって追い返してよ」

「いえあの、もうこちらに……、あ、お待ちください、勝手に入られては……っ！」

　外で何やら揉み合うような声がして、アドルフがうるさいなぁと眉を顰めてつぶやきながら、扉の方に向かう。頬に触れていた手がようやく離れていき、セレスティアは思わずその場にへなへなと座り込んだ。

「ティア！　そこにいるんだろう!?」

　扉の向こう側から聞こえた声に、セレスティアは息をのんで顔を上げる。間違えるはずがない、それはオリヴェルの声だった。

「……っ、オリヴェル様！」

　震えた涙声は、不安定に歪んでいる。だけど必死で彼の名前を叫ぶと、一際大きな音と共に扉が勢いよく開き、部屋の中にオリヴェルが飛び込んできた。

「ティア……！」

　床にへたり込むセレスティアのもとにまっすぐ駆け寄ってきたオリヴェルは、躊躇うことなく強く抱き寄せた。痛いほどの力で抱きしめられて、身体の震えがようやく止まる。青白い顔をしたオリヴェルは酷く憔悴して見えて、それは激務のせいなのか、それともセレスティアのことを心配してくれたからなのか。

「オリヴェル様……っ」

　胸元に縋りつくようにして、セレスティアは泣きじゃくった。もう大丈夫だと囁きながら何度も頭を撫でられて、その優しいぬくもりにまた涙が止まらなくなる。

「我が国の大事な国民を、返してもらいますよ」

　いつの間にかリクハルドもそばに立ってアドルフを厳しい表情で見つめている。いつもより低く、微かに震えた声はセレスティアも初めて聞くものだ。

　そんなリクハルドの視線を受け止めて、アドルフはため息をつきながら肩をすくめてみせる。

「あーあ、残念。せっかく楽しく遊んでたのに。飼い主がお迎えに来ちゃうなんてね」

　小馬鹿にしたような口調に、オリヴェルの腕に力がこもる。怒りを抑えるように小さく息を吐いて、もう一度守るようにセレスティアを抱きしめ直した。

「それにしても、過保護だね。小鳥ちゃんのお迎えに、王太子殿下と宰相閣下がお出ましとは」

　呆れたように、アドルフがオリヴェルとリクハルドを交互に見やる。オリヴェルは黙ってセレスティアを抱く腕に力を込め、リクハルドも何も言わず静かにアドルフを見つめ返すのみだ。

　思ったような反応でなかったせいか、アドルフは少し拍子抜けしたような顔をしつつも、部屋の外を指差した。

「まぁいいや。少々乱暴な訪問だったけど、ようこそアストリアへ。わざわざ小鳥ちゃんのお迎え、ご苦労様。こんなところで立ち話も何だから、場所を変えようか」

「えぇ、そうですね。我々も、お話ししたいことがたくさんありますので」

　にっこりと笑ってリクハルドがうなずく。だけどその目はひとつも笑っていなくて、アドルフは微かに気圧されたような表情を浮かべた。

「ティアも、一緒に行こうか。大事な話をしなければならないから」

　囁いたオリヴェルが、そっとセレスティアを抱き上げる。驚きに思わず小さな声をあげ、自分で歩けると訴えようとしたものの、身体に力が入らない。

「こうしていないと、ティアをまた失いそうで怖いんだ。だから、どうかこのままで」

　懇願するような声音に、セレスティアは小さくうなずいてオリヴェルの胸に頭を預けた。その拍子に瞳からこぼれ落ちた涙が一粒、結晶となって胸元に転がる。やはりこの涙が結晶化するのは、オリヴェルに触れられた時だけだとため息をついて、セレスティアは結晶を握りしめた。







　アドルフに案内された部屋に移動して、セレスティアはソファへと座った。オリヴェルとリクハルドが、まるで守るように両隣にいてくれるから、向かいに座ったアドルフの顔を見ても何とか逃げ出さずにいられる。

　それでも怯えたように身体を縮めるセレスティアの腰をオリヴェルが抱き、手を握ってくれた。反対側からはリクハルドがぽんぽんと頭を撫でてくれ、その大きな手のぬくもりは、やっぱりセレスティアを安心させてくれる。

　こわばっていた身体が少し緩んだのを見て小さく笑ったリクハルドは、何気ない様子でセレスティアの耳元に唇を近づけた。

「これから少し色々な話をする。内容に驚くかもしれないが、全て真実だ。信じてほしい」

　こそりと囁かれた言葉に、セレスティアは思わずリクハルドの顔を見あげる。だけど彼はすでに視線をアドルフの方に向けていた。







「さてと。この度は、うちの元聖女が大変お世話になりまして」

　夜会での態度とは全く違うぞんざいな物言いで、リクハルドはソファからゆっくりと身を乗り出す。怒りを抑えたような声音も、いつもより低く響いた。

「小鳥ちゃんが鳥籠から追い出されたって聞いたから、新しい鳥籠を用意してあげようと思っただけだよ」

　悪びれる様子もなくアドルフはそう言って、肩をすくめて笑う。

「だって、力を失ったって聞いてたから諦めたのにさ、まだ涙を結晶化させられるっていうんだもん。そんなのやっぱり欲しくなっちゃうよね」

　ころりとテーブルの上に放られたのは、セレスティアの涙の結晶。恐らくリクハルドが目にするのは初めてであろうその色に、彼が微かに眉を寄せたのが見えた。

「小鳥ちゃんのお世話係のエルマって子、長年仕えた相手を裏切って僕のところにこの結晶を持ってきてくれたよ。まだ聖女は力を失ってないって」

「……っ」

　甲高い笑い声をあげながら、アドルフはセレスティアの反応をうかがうように見つめた。黙って無反応を貫くべきだと思うのに、エルマがそんなことをするはずがないという気持ちと、だとしたら何故自分はここにいるのだという気持ちが入り混じって頬が勝手に震える。セレスティアが顔を歪めるのを、アドルフは楽しげに観察している。

　何も言えなくて唇を噛んでうつむいたセレスティアの手を、オリヴェルがそっと握った。まっすぐに正面を見つめている彼の表情は変わらないが、包み込んだ手は大丈夫だと言っているようだから、セレスティアは小さく息を吐いて騒ぐ心を落ち着けようと努力した。

　深呼吸を繰り返すセレスティアの隣で、リクハルドはため息をひとつ落とすとテーブルに手をついた。更に身を乗り出した彼の威圧感に、アドルフが少し驚いたように座り直すのが目に入った。

「だとしても、我が国の国民を勝手に攫さらって監禁するとは、許される行為ではない。もしも彼女が傷つけられていたなら、我々は宣戦布告と受け取っていましたよ。貴殿の悪趣味な収集活動に口を出す気はありませんが、それは自国内だけに留めておいていただきたい」

「せ、宣戦布告だなんて大袈裟な。もう聖女でもない彼女に、国を動かすほどの力はないだろう」

　リクハルドの言葉に、さすがのアドルフも焦ったような顔になる。それを見てリクハルドが、テーブルの上に何か白い紙を置いた。

「これをご確認いただければ。元聖女であれば、我が国が動かないと判断したのでしょうが、セレスティアは、現イーゼリア国王の姪にあたります。諸般の事情により今まで公にされてこなかったが、これが証拠だ」

「そんな、まさか」

　つぶやいて、アドルフが書類に手を伸ばす。内容を確認した彼の顔色は、どんどん悪くなっていく。それを黙って見つめながら、セレスティアも内心で酷く驚いていた。自分が国王の姪だなんて今まで聞いたことがない。だけど、さっきリクハルドはこれから話すことは全て事実だと言っていた。混乱しつつも、セレスティアはそれを顔に出さないように唇を引き結んだ。

「ご確認いただけましたか」

　アドルフが書類を読み終えるのを待って、リクハルドが問いかける。紙よりも白いのではないかと思うほどの顔色で、アドルフは何度もうなずいた。

「長年聖女として我が国に尽くしてくれたセレスティアは、婚約が決まったために聖女を引退することとなりました」

「えっ」

　黙っていようと思っていたけれど、予想外の内容にセレスティアは思わず小さく声をあげてしまう。婚約が決まったなんて、聞いていない。

　ちらりとセレスティアの方に視線を向けたリクハルドは、小さく笑うと一瞬片目をつぶってみせる。

「そこに記載してある通り、婚姻についても王の承認を得ていますから、愛妾として……などもお考えになりませんよう」

　堂々としたリクハルドとは反対に、アドルフは身体を丸めてソファに身体を預けた。そして小さく笑う。

「なるほど、ただの小鳥かと思ったら全然違ったわけか。どうりで大事に鳥籠に閉じ込めておくわけだ。国王陛下の姪で、宰相閣下の婚約者とはね」

　アドルフの視線はオリヴェルに向けられていて、セレスティアは動揺してリクハルドとオリヴェルを交互に見あげてしまう。リクハルドは前を向いているものの口元が微かに緩んでいるし、オリヴェルはまるでアドルフに見せつけるようにセレスティアの腰に手を回して抱き寄せた。人前でこんなに密着するなんてと、恥ずかしさで体温が上がる。

　オリヴェルと婚約だなんて、それを国王が承認しているなんて、話の展開が急すぎてセレスティアはついていけない。だけど、戸惑って目を伏せるセレスティアの表情は、アドルフには照れているように見えたのだろう。呆れたような、残念そうなため息が聞こえた。

　やがてアドルフは、降参するように両手を挙げた。

「分かったよ。もう彼女に手出しはしないと誓う。僕だってイーゼリアを敵に回してまで小鳥を飼うつもりはないからね」

「彼女は小鳥ではなく、セレスティアという一人の女性です」

　いつまでもセレスティアのことを小鳥と呼び続けるアドルフに、リクハルドが苛立ったように口を挟んだ。その剣幕に、アドルフも気まずそうに何度か咳払いをする。

「……そうだね。大変失礼した、セレスティア嬢」

　謝罪とも呼べない言葉だが、これがアドルフの精一杯なのかもしれない。セレスティアは目を合わさずに黙って小さくうなずいた。

「それから」

　まだ話は終わっていないとでもいうように、リクハルドが再び声を張り上げる。

「何？　そんな大きな声を出さなくても聞こえてるってば」

　完全に気圧されて、アドルフが怯えたように小さな声で文句を言う。

　リクハルドは、そんなアドルフを追い詰めるかのように身を乗り出した。

「我が国はアストリアのように強大な軍事力は備えておりません。ですが彼女だけでなく、国民の誰であっても不当に傷つけられるようなことがあれば、イーゼリアはいつだって国民を守るために戦います。お忘れなきよう」

「分かってるって。あのエルマって子だってちょっと閉じ込めてただけで、別に傷つけてなかっただろ」

　不貞腐れたように視線を逸らして返事をするアドルフをにらみつけ、リクハルドはゆっくりと姿勢を正した。

「今回の件については、イーゼリアとしても厳重に抗議させていただきますので」

　リクハルドが強い口調でそう言った時、部屋の扉が小さく叩かれる。応対した侍女が何やら手紙を持ってアドルフのもとにやってきた。

「王太子殿下からです」

「うわ、もう兄上にまで話がいってるの？」

　顔をしかめて手紙を開いたアドルフの表情が、一瞬で抜け落ちる。ゆっくりと手紙を畳むと、アドルフは目を伏せて深いため息を落とした。

「調子に乗って、少々やりすぎたみたいだ。今度は僕が籠の鳥になる番みたい。兄は僕の顔を見たくないくらい怒ってるようだし、快適な生活は望めないだろうな」

　片手で額を押さえながら、アドルフは弱々しい笑みを浮かべる。手紙を握りしめたその手は、微かに震えていた。

「もう二度と会うことはないだろうから、先に言っておくよ。婚約おめでとう、セレスティア嬢。お祝いとお詫びを兼ねて、アストリアからも何か贈らせてもらおう」

　アドルフが向ける視線にもう不快なものは含まれていないけれど、それでもセレスティアは首を振った。

「ありがとうございます。ですが、お気持ちだけ頂戴します」

　もう関わりたくないのだという気持ちを込めて毅然とした口調でそう言うと、アドルフが少し傷ついたような表情をした。

「はは、すっかり嫌われちゃったね。まぁ当たり前か。今後一切、イーゼリアの民には手を出さないと誓うよ。どうせもう、自由な生活はできないだろうから」

　肩をすくめて立ち上がったアドルフは、ひらひらとセレスティアに向けて手を振った。

「お幸せにね、小鳥ちゃん──失礼、セレスティア嬢」

　最後まで小鳥と呼びつつ、アドルフは部屋を出て行った。





◇






　アドルフの脅威が去り、セレスティアはリクハルドとオリヴェルに守られるようにしながらイーゼリアに戻った。アドルフの行いに関しては、彼の兄であるイーゼリアの王太子からも謝罪を受け、アドルフが離宮に追いやられることを聞いた。離宮とは名ばかりの何もない田舎での生活は、自由気ままに贅沢に暮らしていた彼にとって耐え難いほどに退屈なものになるだろう。

　連れ去られた時は目立たないようにと遠回りしたせいか丸二日かかった距離も、王家の馬車であれば一日で着く。自分の出自やオリヴェルとのことなど聞きたいことはたくさんあったのに、気が緩んだせいか馬車に乗ってすぐにセレスティアは眠ってしまったので、結局何も聞くことができなかった。

　ただ時折ぼんやりと意識が浮上するたびにオリヴェルと目が合って、その視線は以前よりもずっと甘く優しくて、言葉は交わせなくてもそれだけで幸せな気持ちになれた。




　長い旅路を終えて、セレスティアは自室ではなく応接室に通された。あらたまったような表情を浮かべるリクハルドを見て、恐らく大事な話があるのだろうと納得する。

　ソファに座ると、オリヴェルがセレスティアの隣に、そしてリクハルドは向かいに腰掛けた。

「あらためて……無事で、良かった」

　噛みしめるようにつぶやいたリクハルドに、セレスティアはこくりとうなずいた。

「ありがとうございます。助けに来てくださって、本当に嬉しかったです」

「言っただろう、俺はセレスティアの保護者だって。正確には、従兄になるんだけどな」

　リクハルドの悪戯っぽい笑みを見て、セレスティアは身を乗り出した。

「あの、それって本当ですか？　その、わたしが国王陛下の姪にあたるって……」

　まず一番確認しておかなければならないのは、その点だ。セレスティアの問いに、リクハルドはうなずいた。

「あぁ。おまえは、ヨーゼフ叔父の子供で間違いない。孤児院で最初に会った時、俺も驚いたよ。笑った顔が叔父によく似ていたから」

　その言葉に、セレスティアは孤児院でリクハルドと交わした会話を思い出す。初めて会ったような気がしないと言われたのは、そういう意味だったらしい。

　ヨーゼフとは、すでに他界している王弟の名前だ。聖女として一通りの王族の名前と関係性は頭に入れていたが、彼に子供がいたという記憶はない。そもそもヨーゼフは、独身のまま亡くなったはずだ。

　眉を顰めたセレスティアを見て、リクハルドはどこか苦い笑みを浮かべた。

「公的には彼は独身だったが、結婚を約束した女性がいたんだ。正式に婚約をする前に亡くなってしまったから、記録には残っていないが」

　そう言ってリクハルドがゆっくりと、現国王の同腹の弟であり二十五歳の若さで他界したヨーゼフの過去について語り始める。




　密かに結婚を約束した女性がいたらしいが、相手が誰とも明かさないまま視察に行った銀山の落盤事故に巻き込まれて亡くなったこと。

　その女性のお腹にはヨーゼフとの子供がいたが、彼女もヨーゼフとの付き合いを明かしていなかったために名乗り出られなかったこと。

　産後の肥立ちが良くなくて、生まれた子供──セレスティアを育てることができず、孤児院の前に捨てたこと。




「セレスティアの母親は、旅一座の踊り子だったらしい。調べたところ、残念ながらセレスティアと別れた直後に他界していたが。だけど、叔父は確かに本気で彼女を愛していたはずだ」

　そう言いながら、リクハルドが胸元から何かを取り出してセレスティアの手に握らせる。

「これは……指輪？」

　四角くカットされた紫の石の指輪は重厚感のあるデザインで、男性用だと思われる。

　うなずいたリクハルドが台座部分に触れると、まるで蓋のように開いて中からひとまわり小さな銀色のプレートがあらわれた。そこに彫られているのは、この国の紋章。

「王家に連なる者が生まれた時に作成される指輪で、内側に刻印された文字から、これは間違いなくヨーゼフ叔父のものだ」

　似たような指輪をリクハルドも右手中指にはめていて、蓋を開けて見せてくれる。

「この指輪は、王家の血を引く者が触れた時にはこうして紋章の色が変わる」

　説明しながらリクハルドが自分の指輪の中の紋章に触れると、ふっと一瞬輝いた紋章が白く浮き上がる。

「セレスティアも、試してごらん」

　促されて、セレスティアは震える指先をそっと指輪の中の紋章に押し当てた。その瞬間、ふわりとあたたかくなるような感覚と共に紋章が白く輝いた。

「……本当に？」

　信じられないという表情を崩さないセレスティアに、リクハルドはうなずく。

「孤児院の前で拾われた時に、この指輪を握りしめていたらしい。恐らく母親がセレスティアの未来を願って持たせたのだろう。いつか誰かがこの指輪に気づき、王家の血を引く者として保護してもらえるようにと」

　そう言いながらも、リクハルドはあまり浮かない表情をしている。

「セレスティアには、謝らなければならない。聖女として城に引き取った時にその指輪の存在に気づいたのに、父はそれを隠匿した。王族として迎え入れることよりも、聖女の力だけ利用することを選んだんだ。本来ならば、あの塔に閉じ込められることなく暮らせていたかもしれないのに……」

「それは、陛下が孤児院育ちであるわたしのことをよく思っていなかったから、なのでは」

　孤児院から引き取られて王に初めて会った時のことをセレスティアは思い出す。いくら涙を結晶化でき、聖女だと言われても、礼儀作法も何も知らない薄汚れた子供と血の繋がりがあるなんて認めたくないと王が考えたとしても不思議ではない。

　そんなセレスティアの言葉に、リクハルドは眉を寄せて首を振った。

「それは違う、セレスティアは何も悪くない。王家の恥を晒すようだが、全ては父の弱さが原因だ」

「弱さ？」

　首をかしげたセレスティアにうなずいて、リクハルドは大きなため息をついた。

「父はずっと、ヨーゼフ叔父に劣等感を抱いていたんだ。自分よりできのいい弟の方が王に向いてるんじゃないか、いつか誰かにそれを指摘されるんじゃないかと気にしていた」

　良き王として国民からも慕われているはずなのに、そんな一面があったなんてと驚きつつ、セレスティアはリクハルドの言葉に耳を傾ける。




　決して仲の悪い兄弟ではなかったが、何をするにでも自分より優秀な弟に、王はずっと引け目を感じていた。

　落盤事故の起きた銀山の視察は、直前で体調を崩した自分の代わりに行ってほしいと王が頼んだことだった。そのため王は、あの事故で死ぬのは本当は自分だったのではないかという思いが今も抜けずにいるという。

　リクハルドが聖女の力を持つセレスティアを孤児院から引き取ってきた際も、王はセレスティアの顔に弟の面影を見た。確かにセレスティアがヨーゼフの血を引いていることは分かっていたのに、亡くなった弟が王の座を取り返しに来たような気がして怖くなった王は指輪の存在を黙殺し、セレスティアを孤児院育ちの聖女として扱うことを決めた。

　顔を見るたびに弟のことを思い出すからと聖女に関することはリクハルドに全て任せ、聖女を保護するためと言い訳して、人目に触れないように塔の中に閉じ込めた。

　リクハルド曰く今のセレスティアはそこまで父親似ではないようだが、それでも王は誰かにセレスティアがヨーゼフに似ていることを指摘されるのではないかと恐れた。顔を合わせないようにするだけでは耐えられず、目の届かない場所──例えば国外にやってしまえばいいと思いついた時に浮かんだのが、隣国アストリアだった。

　珍しいもの好きのアドルフ王子に夜会でセレスティアを引き合わせ、彼が聖女を欲しがれば交換条件としてアストリアに銀の盗掘をやめさせるよう持ちかけるつもりだった。

　ただ、いくら公には認めていないとはいえ、姪を残虐なアドルフのもとへ行かせるのはさすがにあんまりだと王は直前になって話を持ちかけるのをやめていた。

　だが時を同じくして、セレスティアが侵入者に襲われるという事件が起きた。傷つけられて聖女の力を失ったセレスティアの様子を知った王は、自分のせいで今度は弟の子を失うところだったと、これまでの行いを後悔した──。




「確かに父は最初、セレスティアをアストリアに引き渡すつもりでいた。だが、力を失った聖女に用はないと城から追い出すよう求める声を封じたのも父だ。これまでの償いも込めて元聖女として不自由ない暮らしを提供するし、セレスティアが望むなら出自を明らかにすることだってするつもりだ」

　リクハルドは、眉間に深く皺を刻んだ表情でセレスティアに向かって頭を下げる。

「それから、セレスティアが本当は孤児じゃないことを知っていて黙っていた俺も同罪だ。聖女の力を利用するだけ利用して、安全を理由に軟禁生活を送らせた」

　王太子が自分に頭を下げるなんてと思いながら、セレスティアは彼に頭を上げるよう声をかけた。

「謝らないでください。わたしは、塔での生活を辛いと思ったことはなかったし、あの孤児院から引き取ってくださったリクハルド様にも、陛下にも感謝しています。閉じ込められているなんて思ったことは一度もないですし、むしろ王家の血を引くと言われても、戸惑いしかなくて……」

　心からそう言ってセレスティアは眉を下げた。両親が生きていたのなら違ったかもしれないけれど、今更それが明らかになったところで面倒を引き起こす予感しかない。

「わたしはこのまま、元聖女として静かに生きていきたいと思っています。孤児だったわたしが、リクハルド様に見出されて聖女となった──今まで通り、それではいけませんか？」

「それでセレスティアは……構わないのか」

　確認するようなリクハルドの言葉に、セレスティアはしっかりとうなずいた。そして指輪をテーブルの上に置く。

「この指輪も、わたしには必要ないです」

　しばらく黙って指輪を見つめたあと、リクハルドは分かったとつぶやいて指輪を手に取ってポケットにしまった。

「それから、セレスティアの涙に関してだが」

　あらたまった口調に、セレスティアは再び背筋を伸ばした。

「ごめんなさい、隠していて。本当は今も、時々涙が結晶化するんです」

「そのようだな。おまえの部屋にあった結晶を、俺も確認させてもらった」

　リクハルドの言葉に、セレスティアはうつむいて唇を噛む。黙っていたことを、やはり咎められるだろうか。そんなセレスティアを見て、リクハルドは小さく笑った。

「内密に調べたんだけどな、残念ながら新しい結晶には癒しの力がなかった。だから、セレスティアが聖女の力を失ったことは確実だな。綺麗な結晶だから、人に見せないようにはすべきだと思うが」

「本当に……？」

　顔を上げたセレスティアに、リクハルドは笑顔でうなずく。

「だからおまえは、元聖女として静かに暮らしていけばいい。これからは、何をするのも自由だ」

　力強い彼の言葉に、セレスティアは涙ぐみながらうなずいた。こぼれ落ちた涙はこんなにも幸せなのに結晶化しないけれど、それでも部屋の灯りを反射して美しく輝いた。




「あの、あともうひとついいですか？」

　涙を拭い、話題を変えるように軽く咳払いをして、セレスティアはリクハルドを見あげる。

「もちろん」

「えぇと……あの」

「オリヴェルとのことだろう」

　どう切り出せば良いかと迷っていると、リクハルドが笑い混じりの声で言う。一瞬で顔を赤くして言葉に詰まるセレスティアを見て、明るい笑い声が響いた。

「それについては、私が」

　隣に座ったオリヴェルが、腰に回した腕にぐっと力を込めてそう言う。否応なく距離が縮まり、セレスティアは更に赤くなった頬を押さえた。

「ティアとの未来をちゃんと考えたかったから。だから、保護者であるリクハルド様にティアとの婚約を認めてほしいと頼んだんだ」

　まっすぐにセレスティアを見つめながら、オリヴェルが言う。

「おまえたちがお互いに想いあっているのは、分かっていた。国王の姪で宰相の婚約者なら、あの悪趣味王子がより手出ししにくくなるだろうと思ったし」

　うなずいたリクハルドは、宣戦布告ともとれるアドルフの行動のおかげで銀の輸出に関する条件を有利に取りまとめることができたと満足げに笑う。

　そのあと、少しだけ切なそうな表情を浮かべてセレスティアを見つめた。

「たとえ血の繋がりを公にしなくても、これからもセレスティアの保護者を名乗ってもいいか？」

「もちろんです。リクハルド様は、わたしの大切な……お兄様のような人ですから」

「ありがとう。従兄として、セレスティアの幸せを祈っているよ」

　優しい笑みを浮かべたリクハルドは、オリヴェルの方へと向き直った。

「可愛い従妹を、幸せにすると約束してくれ」

「必ず」

　即答したオリヴェルに更に強く抱き寄せられる。きっと頬は真っ赤になっているだろうけど、眼鏡越しに見つめる瞳はまっすぐにセレスティアを見つめている。その瞳に映るのは自分だけだと言われているような気がして、セレスティアはそのままオリヴェルに身体を預けた。




「あぁ、それからエルマのことだが」

　しばらくして、少し言いにくそうにリクハルドが切り出す。

　やはり、セレスティアが枕元に置いていた小箱の中身をエルマが見たらしい。もっとしっかりと隠しておかなかったセレスティアにも落ち度はあったので、その点については仕方ないと思う。

「許されないことだが、彼女はセレスティアの涙をこっそりと持ち出していた」

　リクハルドの言葉にセレスティアは思わず目を見開く。彼女は、セレスティアが城に来た時からずっと世話をしてくれている人だ。リクハルドの信頼も厚かったはずなのに、そんなことをするなんて信じられない。

「エルマがそんなこと……。何か理由があったのでしょう？」

　悪意を持って涙の結晶を持ち出すなんて、エルマがするはずがない。

　縋るようなセレスティアの声に、リクハルドも眉を寄せつつうなずいた。心配するように、腰に回されたオリヴェルの腕にも力がこもる。

「一番下の弟が病に倒れたらしく、治療には高額な薬を生涯に渡って飲み続けなければならないと言われたそうだ。金銭的負担に耐えかねて、少しでも症状が良くなればと、小さな結晶を持ち出したのが始まりだ」

　エルマの実家が兄弟の多い大家族なのはセレスティアも知っている。あまり裕福ではなく、エルマが稼ぎのほとんどを実家に送金していることも。

　弟の病気のことで悩んでいるなら、相談に乗ったのに。オリヴェルの祖母のためにこっそりと結晶を渡したように、エルマにだって同じことをできたのに。

　真面目なエルマが、悩んだ末に結晶を持ち出したことは想像に難くない。

　唇を噛んでうつむくセレスティアをよそに、リクハルドの説明は続いていく。




　弟の症状は涙の結晶の力によって劇的に改善した。だが、それを怪しんだ者がいた。

　運の悪いことに、それはエルマの故郷ラピスゼラの町長だった。彼はエルマが聖女の涙を入手したことを突き止め、結晶の持ち出しを黙っている代わりに自分にも少しずつ横流しをするようにと命じたという。表向きは真面目で穏やかな印象だった町長は、裏では公金に手をつけていたり闇市場と繋がっていた。エルマが罪を犯したことが公になれば、家族も誹謗され罪を背負うことになると脅されれば、逆らうこともできなかった。

　決死の思いで再び持ち帰った涙の結晶を震える手で差し出したエルマに、町長はこれでおまえも俺の共犯だと笑ったという。

　塔の出入りの際には結晶の持ち出しがないか確認する身体検査があるために、エルマが持ち出せた結晶はそう多くなかったが、家族を人質に取られたような状況で罪を重ねたエルマの心情を思うとセレスティアの胸も痛む。

　そんな中セレスティアが聖女の力を失い、新たな結晶を入手できなくなったエルマは、これで終わりにできると少しだけホッとしたという。だが、強欲な町長はそれを認めなかった。予備として保管されている結晶を盗んで持ち出してこい、逆らえば家族の命はないと脅された中で見つけた新しい結晶。セレスティアが隠すようにしまい込んでいることは分かっていたが、家族の命には代えられずにそれを持ち出した。

　美しい結晶は、治療のためではなく観賞用として闇市場に出回り、国境を越えてアストリアに渡り、そして珍しいものを探していたアドルフの目に留まった。

　出品者を突き止め、結晶の入手元であるエルマにたどり着いたアドルフは、セレスティアが今も密かに涙を結晶化させられることを知って、やはりセレスティアを手元に置くことを決めた。

　セレスティアが散歩に出るのをエルマが渋っていたのは、誘拐されることを危惧していたからなのかもしれない。彼女の不安は的中し、アドルフが金で雇った男たちが城の食堂に出入りする業者に扮装してセレスティアを襲い、荷物に紛れ込ませて連れ去った。散歩から戻らないセレスティアを探していたエルマも、別で捕らえられてアストリアに連行されたのは、誘拐の発覚を遅らせるためだろう。

　罪を重ねることに耐えかねたエルマが、近いうちに仕事を辞めるつもりで用意していた辞表に書かれた内容から、エルマとラピスゼラの町長、そしてアドルフとの繋がりを知ることができたのだとリクハルドがつぶやく。

　最初にエルマが涙の結晶を持ち出さなければ、セレスティアはアドルフに攫われることもなかった。だけどセレスティアは、エルマを責める気にはなれなかった。ずっとそばで世話をしてくれて、姉のように慕っていたエルマに、罪を着せるようなことはしたくない。

　セレスティアは一度強く目を閉じたあと、顔を上げてリクハルドをまっすぐに見据えた。

「……結晶は、わたしがエルマに渡していました」

「セレスティア」

「だからエルマは悪くありません。わたしが自分の流した涙をどう使っても、構わないですよね？　それにエルマだって、アストリアに攫われて怖い目に遭ったはずです。酷いのは、わたしやエルマを誘拐したアドルフ殿下であって、エルマじゃない」

　驚いたような表情を浮かべていたリクハルドは、やがて少し呆れたように小さく笑った。

「おまえは本当に優しい子だね」

「じゃあ」

「それでも、エルマのせいでセレスティアを危険に晒すことになったんだ。彼女には相応の罰は受けてもらわねばならない」

　厳しさを滲ませるリクハルドの言葉に、セレスティアはしゅんとして下を向いた。それを見て、リクハルドが小さく笑うような吐息を漏らした。

「ただ、エルマのおかげでラピスゼラの町長らが不当に収入を得ていた証拠を掴むことができたし、闇市場に切り込むことができたから、多少罪は軽くなるだろう」

　思わず顔を上げたセレスティアに、リクハルドは笑みを浮かべてみせる。

「今夜はもう遅いから、明日エルマに会いに行ってやれ。ずっと食事も喉を通らないほどに憔悴しているから」

　アストリア国の牢獄で保護されたエルマは、セレスティアが攫われたのは自分のせいだと泣き崩れ、放っておいたら自ら命を断ちそうなほどに不安定だったために、帰国すると同時に医務棟にて入院という名の保護をされているらしい。

　明日必ず会いに行こうと決めて、セレスティアはうなずいた。







　話を終えて、少し疲れたようにため息を落としたセレスティアを見て、オリヴェルが心配そうに顔をのぞき込む。

「ティア、疲れた？　移動もあったし、そろそろ休もうか」

「そうですね、そこまで疲れてはいないんですけど、早めに休もうと思います」

　肉体的な疲れよりも、色々な情報を受け止めすぎたせいか、精神的疲労の方が強い。

　部屋に戻ろうと立ち上がったセレスティアに、オリヴェルが送ると言って手を差し出してくれる。その手をとろうとした時、リクハルドのため息が聞こえた。

「おいおい、婚約者殿は随分と冷たいんだな。こんなにも色々なことがあったセレスティアを、一人で眠らせるつもりか？」

「え？　でも、わたしの部屋は二人で眠るには狭いですし……」

「オリヴェルの家は広いぞ。ここからも近いし、今夜はそちらに泊めてもらえ。なんならそのまま住めばいい」

　それがいいな、とうなずくリクハルドに、オリヴェルは焦った表情を浮かべる。

「殿下、勝手に決めないでください。物事には色々と準備というものが……」

「なんだ、準備って。几帳面なおまえの家が散らかってるとも思えんが」

　呆れたようなため息をついたリクハルドは、ちらりと時計を見あげた。

「セレスティア、今から一杯だけお茶を付き合ってくれるか？　オリヴェルのやつ、どうしてもセレスティアを迎える準備をしたいらしいから」

「構いませんけど……」

「ということで、ここで俺たちがお茶を飲んでる間に済ませてくるんだな。この時間なら、ガラス工房にはまだ誰か残っているはずだ。俺の名前を出せば、多少の無理はきくだろう。装身具のひとつくらい、一晩で作れるはずだ」

「感謝します、殿下」

「ついでに着替えてこい。走り回って汗だくの姿で、俺の大切な従妹を迎えに来たりするなよ」

「分かってます」

　早口で交わされた会話の内容はよく分からないものの、オリヴェルが用事を済ませる間、セレスティアはここでリクハルドと待つことで話が纏まったようだ。

「ティア、すぐに戻ってくるからそれまでここで待っていて」

　そう言ってセレスティアを抱き寄せ、さっと額に口づけたあとオリヴェルは身を翻して出て行った。思いもよらぬ行動に、セレスティアは微かにぬくもりの残る額を押さえて立ちつくすことしかできなかった。

「あいつ、あんな顔するんだな」

　同じようにぽかんとした表情でリクハルドがつぶやいたあと、セレスティアの頭をぽんと撫でた。

「お茶を飲む前に、セレスティアも支度をしようか」




　オリヴェルが戻ってくるまでお茶を飲んで待っているつもりだったのに、セレスティアはリクハルドが呼びつけた侍女らの手によって入浴と着替えをすることになった。

　誰が選んでくれたのかシンプルながら可愛らしいドレスに身を包んで浴室から戻ったセレスティアを、リクハルドが目を細めて出迎えてくれる。

「……娘を嫁に出す父親の気持ちが、分かったような気がするな」

「え？」

　意味が分からず目を瞬いたセレスティアに、リクハルドは何でもないと笑って首を振った。そして、そっと肩に手を置くとセレスティアの顔をのぞき込んだ。

「もう、おまえは聖女ではない。セレスティアという一人の女性として生きることができるんだ。結婚をすることも、涙の結晶のためと言い訳することなく好きな人と触れ合うことだってできる」

「リクハルド様……」

「幸せにな、セレスティア」

　ぽんぽんと頭を撫でて、リクハルドは笑う。彼の手のぬくもりに何度助けられただろう。アドルフに籠の鳥とまで言われた、塔での生活が辛いものだと思ったことがなかったのは、きっとリクハルドのおかげだ。

「ありがとうございます」

　滲んだ涙を拭いながら笑おうとするけれど、次から次へとあふれて止まらない。

「あぁもう、泣くな。セレスティアは笑っている方がいいと言っただろう」

　ポケットから出したハンカチで涙を拭ってくれるけれど、ごしごしと痛いほどに擦られて、それがおかしくて笑うとまた涙が滲む。

　泣いているのか笑っているのか分からなくなりながら、セレスティアはハンカチを目元に当てた。








最終章　一番欲しいもの









　リクハルドの言葉通り、着替えをしてさっぱりとした表情で戻ってきたオリヴェルと共に、セレスティアは彼の家へと向かった。城から歩いてすぐの場所にある集合住宅の一室は、セレスティアが暮らしていた塔の部屋よりも広い。

　何もないけれど、と言い訳しながら通された部屋の中は綺麗に片付いていて、あまり生活感がない。

「仕事が終わらない時は城に泊まり込むことも多いから、あまり物を増やさないようにしてるんだ」

　荷物を置きながら、オリヴェルが苦笑する。忙しすぎて、ほとんど寝るためだけの部屋になっていたそうだ。

「でも、今日からティアの家でもあるから。好きなように使ってくれて構わない」

　穏やかな表情でそう言ったあと、セレスティアはソファに座るよう促された。小さなソファは、二人で座ると身体が触れ合うほどだけど、それが心地よい。

「色々と順序が逆になっていて申し訳ないんだけど」

　つぶやきながら、オリヴェルがセレスティアの手をとった。そのまま手の甲に優しく触れるだけの口づけが落とされる。

「ティア、私はたくさんあなたを傷つけた。だけど、この先の未来を一緒に歩んでいきたいと願っている。心からあなたを愛している。どうか私と結婚をしてくれますか？」

　真摯な口調で言われ、セレスティアはこぼれ落ちる涙もそのままに、笑ってうなずいた。

「もちろんです。わたしもオリヴェル様のことを、愛しています」

　頬を滑る涙は、次々と結晶になって転がり落ちていく。それを愛おしそうに見つめながら、オリヴェルはセレスティアの指に再度唇を落とした。

「本当は、指輪を用意してから……と思っていたんだけど。また今度、ティアの好きなものを選びに行こう」

　本を読んで密かに憧れていた、好きな人から贈られる指輪。それが現実になるなんて、その相手がオリヴェルだなんて、嬉しくてたまらない。

「わたし、幸せすぎて部屋の中を涙の結晶で埋めつくしてしまいそうです」

「それはきっと、素敵な光景だね」

　優しく笑ったオリヴェルが、そっとセレスティアの頬に触れる。彼の意図を察してゆっくりと目を閉じると、柔らかく唇が重ねられた。

「ん……ぅ、ふぁ……」

　最初は触れるだけだった口づけは、あっという間に深いものに変わった。吐息混じりの声と共に、瞳からはいくつもの涙が結晶となってこぼれ落ちる。冗談のつもりで口にしたはずなのに、本当に部屋を埋めつくしてしまうかもしれない。

「ティア、舌を出して」

　間近で見つめられながら聞こえた言葉に、セレスティアはとろりとした表情で従う。おずおずと舌を差し出せばオリヴェルがそれを吸い上げ、背筋をぞくりとしたものが駆け上がっていく。

「可愛い、ティア。もうそんなに蕩けた顔をして。ベッドに行こうか」

　くたりと力の抜けた身体をオリヴェルに預けながらうなずくと、そっと抱き上げられた。

　隣の部屋のベッドの上にゆっくりとおろされて、上からオリヴェルがセレスティアの身体を囲うように手をつく。

　目の前にある眼鏡の奥の青い瞳に魅入られるようになりながら、セレスティアは引き寄せるように彼の首筋に腕を回した。

「今夜は、わたしの全てをオリヴェル様に捧げてもいいですか？」

　耳元で囁くと、オリヴェルの身体が驚いたように小さく震えた。

「ティア……、いいの？」

「もう、我慢なんてしないでください。オリヴェル様と、結ばれたいの」

　どうか拒まないでと告げると、返事の代わりに強く抱きしめられた。

「そんな可愛いことを言われると、理性を失ってしまいそうだ。優しくしたいのに」

　ため息混じりにこぼれた言葉に、セレスティアは笑ってオリヴェルを抱きしめ返した。

　やがてゆっくりと身体を離したオリヴェルは、甘い笑みを浮かべながらセレスティアの髪をそっと撫でた。入浴のあと、侍女が髪を結ってくれるというのを断っておろしたままにしているのは、その方が似合うとオリヴェルが言ったからだ。

　毛先までゆっくりと梳くようにしたあと、その手は服のボタンにかかる。少しだけ湧き上がる羞恥心を堪えるように、セレスティアはシーツを握りしめた。

　ボタンの外されたドレスはあっという間にベッドの下に落とされ、下着すら取り去られてしまう。自分だけ肌を露出していることが恥ずかしくて、セレスティアは思わずオリヴェルのシャツを引っ張った。

「オリヴェル様も……脱いでください。わたしだけだと恥ずかしいの」

「可愛いおねだりだね、ティア。どこでそんなことを覚えてきたのかな」

　くすくすと笑いながら、オリヴェルがシャツを脱いでいく。初めて目にする彼の身体は、思った以上に筋肉がついて自分の身体との違いを思い知る。

「そんなに見つめられると照れるんだけど」

「だって、わたしと全然違っているから……。触れてもいいですか？」

「もちろん。私の全てがティアのものだから」

　うなずいたオリヴェルに小さく礼を言いながら、セレスティアはゆっくりと彼の肌に指を滑らせた。自分のものとは全く違う、硬く引き締まった身体。時折目にする騎士ほどがっしりとはしていないけれど、それでも筋肉が薄く身体を覆っている。

　少し体温の高い肌が気持ちよくて、セレスティアは思わず胸元に頬を擦り寄せた。そうすると触れ合う面積が増えて、そのぬくもりと心地よさに幸せな吐息が漏れる。

「あたたかくて幸せ。わたし、このまま眠れそうです」

　夢見心地でつぶやくと、オリヴェルの苦笑が降ってきた。

「気に入ってもらえたのは光栄だけど、今この状態で寝てしまうのは勘弁してほしいかな」

　そう言って、オリヴェルが悪戯をするように胸元をくすぐった。まるで眠らせないとでも言うように指先が胸の先をきゅっと摘むから、セレスティアは思わず声をあげて身体を震わせた。

「あ……んっ、まだ眠ったり……しませ、んんっ」

「本当に？　ティアはすぐに眠たくなってしまうから、こうやって刺激して起きていてもらわないとね」

　意地悪な表情で笑ったオリヴェルが、胸のあちこちに口づけを落とす。甘く噛みつかれたり舌でなぞられたりと断続的に様々な刺激を与えられ、そのたびにセレスティアは声をあげて身体を跳ねさせる。

　ふたつのふくらみの間に唇を落とされ、強く吸われてセレスティアは思わず高い声をあげた。痛くはないけれど、初めての感覚に身体の震えが止まらない。

　顔を上げたオリヴェルが、吸いついていた場所を指先で撫でて満足そうな顔をする。視線を向けると、そこには赤い花びらのような痕がついていた。

「これは、ティアが私のものだという印」

「しるし？」

「そう。こうしてたくさんつけたくなる。服を脱いだ時にだけ分かる、秘密の印だ」

　そう言いながらまた別の場所に吸いつかれて、新たな赤い印が刻まれる。彼のものだと独占欲をぶつけられて、くすぐったい気持ちになる。誰に命じられたわけでもなく、彼自身の意思でセレスティアを欲しがってくれるということが、嬉しくてたまらない。

　目を細めてうっとりとその幸せな気持ちに浸っていると、オリヴェルの指が胸の先をかりと引っ掻いた。突然の鋭い快楽に、セレスティアの身体はまた跳ねる。

「ん……っ、そこだめっ」

「だめ？　こんなに硬くなっているのに？　ティアのここは、触ってほしいと言ってるようだよ」

「や、言ってな……、ひ、ぁ」

「あぁ、そうか。触るより舐めてほしかったかな？　ティアはこうされるのも好きだろう」

　その言葉と同時に、今度は強く吸われて、セレスティアは高い声をあげて小刻みに身体を震わせた。

「気持ちよかった？」

　揶揄うように囁かれて、セレスティアは荒くなった呼吸を整えながらうなずいた。そして唇を尖らせる。

「オリヴェル様、なんだかいつもより意地悪です」

「すまない、ティアが可愛すぎて、つい虐めたくなってしまった」

　申し訳なさそうに眉を下げるオリヴェルに笑いながら、セレスティアは目の前の身体にぎゅうっと抱きついた。

「謝らないでください。知らないオリヴェル様の一面を見るのは、新鮮でとても嬉しいから」

「またそんな可愛いことを言う……」

　耳元でため息混じりの声が聞こえて、それすら楽しくてセレスティアはくすくすと笑った。

　顔を見合わせて唇を重ねたあと、セレスティアはオリヴェルの胸にそっと手を置いた。直接触れるぬくもりが心地良いと思いながら、ゆっくりと指先を滑らせる。まだ服を着たままの下半身に手を伸ばしていくと、やはりベルトに触れたところでオリヴェルがその手を握りしめて止めた。

「ティア、無自覚だとは思うけど、そんな誘うようなことをされると……」

「我慢ができなくなる？」

　言葉を引き継ぐように言うと、オリヴェルが苦笑して頭を撫でてくれた。そしてそのまま腕の中に抱き寄せられる。硬いものが脚に当たるのを感じて、セレスティアは思わず熱い吐息を漏らした。彼もセレスティアを求めているということが、たまらなく嬉しい。

「もっとしてください。もう、途中でやめないで……」

　耳元で囁くと、抱きしめる腕が更に強くなった。ごりっと脚に擦れるような感覚に、セレスティアの身体もどんどん熱くなっていく。

　何度もキスを交わしながら、オリヴェルの手が身体をなぞるように下へと移動していく。秘部に指が到達した瞬間、くちゅりと濡れた音がした。

「あぁ、もうこんなにとろとろになっている」

　嬉しそうに目を細めてオリヴェルが笑う。いつもは花芽を弄ることの多い指先が、今日はゆっくりと身体の中へと沈んでいく。たっぷりと濡れているからか痛みはないけれど、内側から押されるような圧迫感にセレスティアは微かに眉を顰めた。

「痛い？　ティア」

　心配そうに顔をのぞき込まれて、セレスティアは首を振った。そして今にも離れていきそうな腕を掴んでもう一度首を振る。

「大丈夫です。少し変な感じがするだけ。痛くないから……続けてください」

「分かった。こうして指で慣らしておかないと、きっとあとが辛いからね。だけど嫌だと思ったら、すぐに教えて」

　再び身体の内側を探るように指が動き始めるのを感じながら、彼を受け入れる時のことを考える。指一本でもこの圧迫感なのに、大丈夫なのだろうか。直接目にはしていないけれど、身体に当たっているオリヴェルのものは指よりもずっと太くて長いような気がするから。

　考え込みそうになったセレスティアの身体は、ふいに大きく跳ねた。オリヴェルが、中に指を挿し入れたまま花芽を弄ったせいだ。

「ひゃ……んっ、そこだめっ」

「だめ？　ティアは、ここを触られるのが好きだろう」

「だって、あ……ぁん」

　思わず逃げ出したくなるほどの強い快感に、あふれた涙がきらめきながら転がり落ちていく。本気で逃げるつもりなどないけれど、何か縋るものを探してセレスティアはぎゅっとシーツを掴んだ。

　敏感な花芽を弄られて、その快楽に溺れているうちに、身体の中を探る指の数はいつの間にか増やされていた。最初は一本の指ですら苦しいほどだったのに、今は三本もの指を受け入れていることに驚きを隠せない。

　さすがに圧迫感と、強引に広げられるかのような痛みを微かに感じてセレスティアは眉を顰めた。だけど、その直後にはオリヴェルの指が押し潰すように花芽を強く擦るから、全てが快楽に塗り替えられてしまう。

「んん……っ、だめ、何かきちゃう……っ」

　あまりの気持ちよさに頭の中が白くなって、目の奥がちかちかする。逃げるように首を振るものの、オリヴェルは花芽を弄る手を止めようとしない。

　快楽に追い詰められて、セレスティアは大きく背中を反らしながら甘い悲鳴をあげた。




　絶頂の余韻で時折身体を震わせながらぐったりと手足を投げ出していると、服を全て脱ぎ捨てたオリヴェルがそっと覆い被さってきた。体重をかけないようにと顔の横に手をついて見おろすその顔は、今まで見たことがないほどに切ない表情を浮かべていた。

「ティア、きみの全てをもらってもいい？」

　優しく口づけを落としたあと、吐息混じりの声が囁く。セレスティアはうなずいて、オリヴェルの背中に手を回した。

「きっと、痛むと思う。私の背中に爪を立ててくれて構わないから。この痛みだけは、どうか許して」

　泣き出しそうな顔でオリヴェルが言うから、セレスティアは笑って首を振った。

「オリヴェル様がくれるものなら、何だって平気です」

　掠れた声でありがとうと聞こえたあと、指の代わりに硬いものが秘部に押し当てられた。その熱さに思わず息をのんだ直後、それは身体の中にゆっくりと侵入してくる。

「……っく、ぁ……」

　まるで引き裂かれるような痛みも圧迫感も、指を受け入れていた時とは比べ物にならない。彼の言葉通り、思わずオリヴェルの背に爪を立ててしまう。

「ティア、大丈夫……？」

　不安げにオリヴェルが髪を梳くように撫でる。その優しい手にもっと触れたくて、セレスティアは自分の手を差し出した。

「大丈夫です。でも、手を握っていてくれたらもっと安心できます」

「分かった」

　うなずいて微笑みを浮かべたオリヴェルが、そっと両手を握ってくれた。

　みちみちと身体を割り開かれるような痛みも、息ができなくなりそうなほどの圧迫感も、指を絡めるように握りしめてくれる手の優しさがあるから耐えられる。

　微かに眉を顰めて、それでも愛おしそうに見おろしてくれるオリヴェルの表情を見ながら、こんなにも幸せな痛みがあるなんてとセレスティアは絡めた指に力を込めて握り返した。

　永遠に続くとも思われたほどの痛みも、やがて身体が慣れたのか少しずつ和らいでくる。代わりに訪れるのは、深く繋がっているという充足感。

「身体を繋げるって、こういうことなんですね。ものすごく近くにオリヴェル様を感じられて幸せです」

「私も、とても幸せだ。ティアの中はあたたかくて、まるで抱きしめられているみたいだよ」

　はぁっと熱い吐息混じりにオリヴェルが笑う。その表情はいつもよりも妖艶で、思わずうっとりと見惚れてしまう。

「でもそろそろ限界だ……。動いても？」

　少し余裕のなさそうな声音に、セレスティアはこくりとうなずいた。何が限界なのか、彼の言葉の意味は分からないけれど、オリヴェルの望みなら何でも叶えてあげたい。

　ありがとうと笑ったオリヴェルが、そっと眼鏡を外した。レンズ越しでない青い瞳は、蕩けそうなほどに甘い色をしている。

　見おろす瞳に魅入られたようになっていると、オリヴェルが一度腰を引いたあと、ゆっくりとセレスティアの奥に向かって押しつけた。確かめるようにそっと何度か繰り返したあと、彼の腰の動きは徐々に速くなっていく。

　身体の内側を擦られるような感覚は、セレスティアにとっては快楽よりも違和感の方が強い。だけど、オリヴェルが気持ちよさそうに熱い吐息を漏らすから、それだけで充分に幸せだ。

「ティア……っ」

　うわずった声で名前を呼ばれて、セレスティアは笑ってオリヴェルを見あげる。少し乱れた前髪も、レンズ越しでない青い瞳も、色気のある吐息混じりの声も、全て覚えていようと脳裏に刻み込んだ。

「オリヴェル様のそんな顔も声も、初めてです。それを今、わたしだけが独占してるなんて、幸せ」

　そう言って微笑むと、オリヴェルが優しい笑みを返してくれる。そして二人が繋がった場所を確かめるように撫でたあと、そのすぐ上にある敏感な芽に触れた。蜜を纏わせた指でくるくると転がすようにされて、セレスティアは思わず声をあげる。

「や……っ、そこ、あ、ぁんっ」

「ティアはまだ中で快楽を得るのは難しいだろうから、今はこっちで気持ちよくなろうね」

「待っ……、だめ……っ」

　鋭い快楽から逃れたくても、オリヴェルの身体が楔のように貫いているからほとんど動けない。セレスティアに快楽を与えながらもオリヴェルは器用に腰を前後に動かして、身体の奥底を何度も突いた。

　痛みや違和感はいつの間にか消えていて、オリヴェルが動くたびに背筋がぞくりとするような感覚に襲われる。それが快楽の前兆であることを、セレスティアは知っている。

「ティア……、愛してる。こうやってきみの全てをもらえる日を、どんなに夢見たことか。幸せでたまらないよ」

「……ぁ、ん、わたしも幸せ、です」

　時折声をあげつつ応えると、強く抱き寄せられた。

「もう二度と手放さない。ずっとそばにいて、ティア」

「わたしも、もう絶対に離れません」

　背中に手を回して、セレスティアも囁き返す。これ以上ないほどに二人の身体は繋がっているけれど、まだ足りない。空白を埋めるように口づけをねだると、優しく笑ったオリヴェルが唇を重ねてくれた。

　このままひとつに溶け合ってしまいそうだと思いながら、セレスティアは更に強くオリヴェルにしがみついた。
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　ぐったりと力の抜けた身体は重たくてたまらないけれど、全身を甘く幸せな気持ちが覆っている。隣で横になるオリヴェルの裸の胸に頬を擦り寄せると、慈しむように頭を撫でられた。眼鏡を外した彼の顔はまだ見慣れないものの思った以上に優しげで、どちらも選べないくらい好きだなと思う。

「ティア、身体は辛くない？」

「大丈夫です。それよりも、幸せすぎてどうにかなってしまいそう」

　くすくすと笑いながらそう言うと、嬉しそうに笑ったオリヴェルが抱き寄せて口づけを落とす。眼鏡がない分、彼との距離が更に近くなったように思えて、セレスティアは微笑みながらオリヴェルを見あげた。

「眼鏡をかけたオリヴェル様もキリっとしていて素敵だけど、眼鏡を外したところも好きです。なんだか、もっとオリヴェル様を近くに感じられる気がするの」

「確かに、キスする時にも邪魔にならないね。ティアとこうする時は、眼鏡を外そうかな」

「それって何だかすごく特別な感じがしますね。素顔のオリヴェル様を見られるのは、わたしだけ」

「そう、ティアだけ特別だ」

　うなずいたオリヴェルが、また軽く触れるだけのキスをしたあと小さく笑って眼鏡を手に取った。

「ずっとね、この眼鏡はお守りだったんだ」

「お守り？」

「ほら、眼鏡をかけている方が真面目に見えるだろう。レンズ一枚とはいえ素顔を見せないという安心感があったし、これをかけている間は仕事だと自分に言い聞かせていた。可愛く乱れるティアを見て理性を飛ばさないためにも、この眼鏡は大いに役立ったよ」

　結構耐えるのは大変だったんだと笑うオリヴェルに、セレスティアはかつての日々を思い出して熱くなった頬を押さえる。

「でも、もうお仕事じゃないでしょう？」

「当然だ。何も気にせず心のままにティアに触れられることが、どれほど幸せか」

　抱きしめる腕に力を込めたオリヴェルが、熱い吐息と共に耳元で囁く。そのぬくもりに、セレスティアは嬉しさから涙がこみ上げるのを感じた。ぽろりとこぼれ落ちて頬を滑った涙は、青く輝く結晶に姿を変えてオリヴェルの腕の上で一度弾んだあとシーツの上に落ちていった。

「あ、結晶が……」

　驚きに目を見開くセレスティアを見て、オリヴェルは笑いながら枕元を指差した。そこには今流れ落ちたものだけでなく、たくさんの結晶がきらめいている。

「純潔を失っても、ティアの力は失われなかったようだね」

「でもきっと、オリヴェル様だけです。この涙は、あなたを想う気持ちがあふれて結晶になるんです」

　シーツの上の結晶を摘み上げて、セレスティアはオリヴェルの唇にそっと触れるだけの口づけをした。

「だからこれは、誰にも渡しません。わたしの気持ちはオリヴェル様だけに捧げるものですから」

「じゃあ、この結晶は二人だけの秘密だね」

　結晶ごとセレスティアの手を握りしめて、オリヴェルが笑う。うなずいてセレスティアは、もう一度キスをねだるように目を閉じた。
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　翌日、セレスティアはオリヴェルと共に城へ向かった。

　同じベッドで眠り、共に朝を迎え、手を繋いで歩くことが嬉しくてくすぐったくてたまらない。もっとも手を繋いでいるのは、ベッドからおりた瞬間に足元から崩れ落ちてしまったセレスティアを支えるためなのだけど。

「おい、オリヴェル。初っ端からがっつきすぎじゃないか？　動けなくなるほどに抱き潰すなんて」

　出迎えたリクハルドの呆れたような言葉に、オリヴェルの頬がさっと赤く染まる。

「なっ……、違います！　昨晩は一度しか……っ、いえあの、疲れていたティアに無理をさせたのは否めませんが」

「無理なんてしてません。オリヴェル様は優しくしてくださいましたから」

　リクハルドに責められるオリヴェルを庇おうと割って入ったら、オリヴェルは更に顔を赤くしたし、リクハルドは頭を抱えてため息をついてしまった。

「セレスティア、幸せそうで何よりだが、朝から惚気を聞かされるこちらの身にもなってくれ」

「惚気？」

　複雑そうな表情を浮かべるリクハルドを見て首をかしげていると、オリヴェルが小さく笑ってセレスティアの耳元にそっと唇を寄せた。

「二人の夜のことは、秘密にしておこう。私しか知らないティアのことは、誰にも知られたくないからね」

　吐息が耳をくすぐって、昨夜の甘いひとときを思い出させる。囁かれた言葉もセレスティアへの独占欲をあらわにしていて、頬がどんどん熱くなっていく。

　顔を真っ赤にしておとなしくなったセレスティアを見て、リクハルドが声をあげて笑った。







　朝早くから城に来たのは、医務棟に入院しているエルマに会うためだ。

　オリヴェルに伴われて、セレスティアはエルマのもとへ向かう。部屋の前に騎士が立っているのは、罪を犯した彼女の監視のためだろう。

「セレスティア様……！」

　上体を起こしてベッドに座っていたエルマが、セレスティアの顔を見た瞬間に泣き崩れる。その顔は痛々しいほどに痩せこけていて、身体も一回り小さくなったかのようだ。

「エルマ！」

　思わず駆け寄ってそのやつれた身体を抱きしめると、ぶるぶると震える手がセレスティアの腕を掴む。

「私……っ、私のせいでセレスティア様が……っ」

「大丈夫。リクハルド様とオリヴェル様が助けに来てくださったから、わたしは何ともないわ。エルマの方こそ、こんなに痩せて。きっと怖い思いをしたでしょう」

「そんな、私のことはいいんです。規則を破って私が結晶を持ち出したりしなければ……」

「エルマは悪くないわ。弟さんのことだって、わたしが結晶を渡したのがそもそものきっかけだもの。それをまさか、脅しの手段に使う人がいるなんて思わなかったわ」

「セレスティア様」

　涙に濡れた瞳で驚いたように顔を上げたエルマに、セレスティアは笑いかけた。

「わたしが、弟さんの病気を治すために、あなたに結晶を渡したの。そうでしょう？」

「……ありがとうございます、セレスティア様。だけど、自分の犯した罪はちゃんと償います」

　涙を拭いながら、エルマは毅然とした表情で首を振る。そして、躊躇いがちにセレスティアの手をそっと握った。

「きっとずっと先になるでしょうが、いつかまたセレスティア様にお仕えさせてください」

「エルマ……」

　言葉に詰まったセレスティアのうしろから、オリヴェルがそっと肩を抱いた。

「実はこの度セレスティアと婚約をしまして。私は仕事で不在にすることも多いですし、そんな時にあなたにセレスティアの話し相手となってもらえたら嬉しいのですが」

「まぁ……、婚約」

　驚いたように目を丸くしたエルマは、すぐに嬉しそうな笑みを浮かべた。

「おめでとうございます、セレスティア様。幼い頃からずっとお世話をしてきたセレスティア様が婚約だなんて、まるで娘を嫁に出すような気持ちですね」

　リクハルドも同じようなことを言っていたなと思いながら、セレスティアは笑ってうなずく。

「わたし、エルマにもっともっと色々なことを教えてもらいたいの。だから、待っているわ」

　勢い込んでエルマの手を握ったセレスティアに、彼女は涙を拭って笑う。

「必ず、罪を償ってまたセレスティア様のもとに伺います。それまでオリヴェル様、セレスティア様をどうぞよろしくお願いします」

　真剣な表情で見あげたエルマに、オリヴェルは必ずとつぶやいてうなずいた。







　医務棟を後にして二人で廊下を歩いていると、オリヴェルがそっとセレスティアの腰を抱き寄せた。

「このあと仕事に行かなければならないんだけど、少しだけいいかな」

　そう言って誘われた先は、中庭の隅にある四阿。セレスティアがいつも、オリヴェルの執務室を見つめていた場所だ。

　ベンチにセレスティアを座らせて、オリヴェルはその前に膝をつくと胸元から小さな箱を取り出した。

「指輪はまたあらためてと言ったけど、どうしても何か贈りたくて。昨晩ティアに待ってもらっている間に城のガラス工房に頼み込んだんだ」

「あぁ、昨日リクハルド様が仰ってたのは、このことだったんですね」

「王太子殿下の後押しは強力だったね。名前を出すだけで、文句ひとつ言わずに一晩で仕上げてくれるんだから」

　そう言って笑いながら、オリヴェルがそっと蓋を開ける。中には、誕生日にオリヴェルがくれた花束とよく似た白い花のネックレス。花びらの上には夜露のような石が輝いていて、それはオリヴェルの瞳の色と同じ深い青をしていた。

「素敵……」

　セレスティアは、嬉しさで頬を紅潮させながらネックレスを取り上げた。華奢な銀の鎖が、涼やかな音をたてて揺れる。

「気に入ってもらえた？」

「とっても。すごく素敵です」

「いつかティアに贈りたいと思って、デザインだけは考えていたんだ。……着けてもいいかな」

　優しく問われてセレスティアはこくりとうなずく。一度指先に唇を当てたあと、オリヴェルはネックレスを取って立ち上がり、セレスティアの背後に回る。

「じっとしていて」

　うしろから耳元で囁く声や首筋に触れる指に鼓動が速くなるのを感じながら、セレスティアは胸元で揺れるネックレスを見つめて笑みを浮かべた。

「嬉しい。昨日からずっと、幸せなことばかりです」

「私も同じだよ。ティアがこうしてそばにいてくれることが、幸せでたまらない」

　熱いため息が耳をくすぐったと思ったら、うしろから抱きしめられて更に鼓動が速くなる。

「ティア」

　横髪を耳にかけながら、オリヴェルが露出した耳元で名前を呼ぶ。ほとんど唇が触れるような距離感に、体温が上がっていくのが分かる。

「愛してる。何度伝えても足りないくらいだけど、本当に心から愛しく思ってるんだ。ティアの望みなら、何だって叶えてあげる」

「わたしの欲しいものはいつだってオリヴェル様がくれるけど、一番の望みは、これから先もずっと一緒にいることです」

　セレスティアはうしろを振り返って笑う。優しく緩んだ青い瞳がそれを受け止めてくれて、身悶えするほどの愛しさに襲われた。

「もちろんだよ、ティア。私の最愛」

　囁いたオリヴェルが、眼鏡を外すとセレスティアの頬に手を添えてゆっくりと顔を近づけてくる。うっとりと受け入れかけて、ここが外であることに気がついたセレスティアは、止めるようにわずかに身体をよじった。

「ま、待ってください、こんなところで……」

「大丈夫、誰も見てないよ。こんな庭の隅の四阿までやってくるのは、ティアくらいのものだったから」

　そこの手すりから身を乗り出していただろうと笑い混じりに指摘されて、セレスティアの頬は真っ赤になる。

「気づいてたなんて……」

「可愛い姿に、仕事のやる気をもらっていたよ。ね、だから誰もこんなところには来ない」

　頬に触れた指先がするりと滑って唇をなぞる。青い瞳にじっと見つめられたら、拒むことなんてできない。

「今日だけ、ですよ」

　言い訳するように小さくつぶやいて、セレスティアはゆっくりと目を閉じた。

　そっと啄むように触れた唇の甘さに、あふれた涙が一雫だけ、青い結晶となって二人の重ねた手の上に落ちた。








塔の上の聖女と眼鏡宰相


月明かりの下、無垢な乙女は愛を紡ぐ
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